
奈良国立文化財研究所年報

1987 

奈良国立文化財研究所



１　頭塔　上発掘遺借令以（束北から）下東㈲第五段の五尊仏　　　撮影佃幹雄
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２　上藤原宮第49次(右京七条
一坊)調査区(北東から)

下藤原宮第50次(左京六条三坊)調査区(南から) 撮影　井上直火



３　上石神遺跡第６次訓介ぽ（西から）下石神遺跡第６次調介　石組池sx 1010（北東から）　　搬影　井上illl:夫



４　上平城宮第一次朝堂院南門東側地区（東から）下同第二次朝堂院東第二堂（北から） 搬影　佃　幹雄



５ 上 平城宮東大溝地区（南から） 下 平城京右京八条一坊十四坪（北から） 搬影　佃　幹雄
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上徳以ふ脇町の町並下右防旧掬瀛経論注文」原表紙下左|可第１丁表
撮影搬彰挧　幹雄八幡扶桑
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上 出水の酒船石（模造）　 搬彫　井上直夫　下 平城宮跡の整備　復原なった宮内省北門　　 搬影　佃　幹雄
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は じ め

この年報は1986年度に行った当研究所の調託 ・研究活動とそれに伴う公開普及並びに宮跡整

備!などの事業の概要をまとめたものである。当研究所は平域および飛鳥藤原の二つの発掘調査

部， J_m蔵文化財センター，飛鳥資料館，さらに建造物 .ttt.史研究室と，多面的な構成をもって

:ifi跡 ・建築 ・腔史・ !怠|却なと:主に不動産的な文化財 を広く削査研究している。この年報でそ

の一端を知って頂ければ幸である。

発掘では永年懸案であった頭塔に着手 した。控備の事前調査であり，石仏の新発見や石fi'iの

形状を明らかにし得たが，瓦11ーをもっ当初jの姿のf草原には至らなかった。飛鳥地法では石和11遺

跡;の発掘が6年目を迎え，宮殿や官iEIとも興る特殊な配i世をもっ斉明朝Jmの殿舎が判明した。

全容の把握にはなお数年を必要としそうである。藤原京で官1Mと思われる四町規模の宅地(左

京六条三坊)， :l'(族住宅らしい方一町の宅地 (右京七条-:Jjj)が発掘され，京内の建物がようや

く判り始めたのは新しい成来である。平域京での宅地の発御例は既に数十件を超えるが，藤原、

京では米だ絡についたばかりであり，今後がWJ待される。

平i成宮では第二次初JiZ院東第二堂の規模を確認すると共に，下胞の郷!立柱遺構を検出した。

大極殿下府地mと併せこの地域が当初期立柱による朝堂院的空1/11であったことが確実視される

が， 中央の第一次!日l堂院との|均速など宮の構成に大きな1111姐を投 じ，その謎の解明が緊急の課

題となっている。また京内の宅地の発掘も 2地点でかなりの大前稲を行い、それぞれに成果を

収めた。このうち左京三条二坊七坪は今年度も続行し，長Jii王の邸宅であったことがilt近判明

したもので，これはその前半の報告である。

そのほか古文性部!査，近世社寺 ・町並などの建造物部!資，法隆寺11日和資財帳関連の調査など

多岐にわたる諸澗査の一部を集録し，また.l.IDj詩文化財センターが主として担当 している遺跡，

造物の科学的調査法の開発研究のうちから新しいものをいくつか報告した。 なお飛鳥資料館で

は毎年森秋の 2回小規模ながら特別展を1mしているが，「飛.1:3の石造物」では須弥山に実際に水

を過す試みを行い好評を得た。j商船石も模造ではあるが飛.13への里帰りを意図したもので，今

後も展示内容の充実に努めてまいりたい。飛13資料館は1975年間館後12年目の86年 5月に入館

者200万人を突破し，近年は平均して年IHI約23万人の人々を迎えている。

文化財の重要性が広く認識され，当研究所の役割もWH守されるところが一層大きくなってい

る。人口， 予算ともに厳しさが増すなかで，所貝一同懸命な努力を続けているが，今後とも各

方面のl緩い御支緩と御鞭槌をお願い したい。

1988年 2月

奈良国立文化財研究所所長

鈴木嘉吉



頭塔 の 発掘調査

平城宮跡発掘調査部

頭絡は，奈良市高畑11汀字頭塔町921帯地にある。奈良時代の高僧玄13;1]の首塚である，という伝

承からこの名がある。遺跡の現状は、 一辺約30-35m.高さ10mの方墳状の土壇であり ，四方

の斜面には，北に 3体，東に 1体，南に 5体，西に 4体，合計13体の石仏が露出している。遺

跡は史跡に，石仏は重要文化財に指定されている。

頭;塔の発掘調査は.1978年に当調査部が指定地の東辺部に T字形のトレンチを設けて実施し

たのが最初である。この時は，基恩来辺の石棺Iみとその外側の石敷きおよび第一段の石積みを

確認し，更に.W:面第一段中央石仏の北5.3mの位置で、新たに石仏 1基を発見している(r奈良国

立文化財研究frr年報 1979J)。

今回の発掘調査は，奈良県が行う頭搭の復原装備事業に先立つもので，頭塔の規模と構造の

確認を目的とし. iIIi回の調査区を含めた東北1/4(約300m')について行った。その結果，基壇上

に建つ. 7段の|法段状に積まれた石和みの塔本体と. 5体の新たな石仏を確認した。

基壇 ;塔本体および基控はほとんどが盛土である。基喧は地山上に砂質土を10-30cmの厚さ

で積む。高さは，基壇の端で0.7-].2mある。基壇の外縁部には石和みがあり，更に，その周

囲は玉石敷きで化粧されているが，石和み ・石敷きとも基喧*辺に部分的に残るにすぎない。

石積みは東辺中央から北へ 6m分，石敷きもこれに沿う幅 ]m分を確認しただけで，石敷きの

本来の広がりは明らかでない。東辺の石積みは，直径30-60cmの自然石を 2-3段に積み上げ

た高さO.7mのもので，基壇上商とのとりっきから考えて，ほほ旧状を保つようである。石敷き

は直径10-30cmの自然石を説べたものであるが，上而が不揃し、で，かつ，裏込め土が柔らかく，

当初のものではない可能性がある。基塩の北辺には石積み ・石敷きとも残らないが，基壇盛土

の裾が直線的に残ること，北辺裾近くの盛土に，石和みの装込めに入れられたと思われる石が

東西に並ぶことなどから，基壇端を複!反した。頭塔の各辺中央の石仏から求めた想定中軸線を

もとに，基檀辺の規模を復原すると，東辺が30.9m，北辺が32.8mとなる。両辺の長さの差は，

基壇上面の幅か東辺約 4m，北辺約 3mと東辺が 1m長いことによる。

基壇上面，塔本体の裾部には石敷きがあり，これには三期の変避がある。当初 (第1Wl)は搭

本体の第一段石積みのも居を巡る幅50cmの犬走り状の玉石敷きと，その周囲に一段低〈敷かれた

帽20cmの礁敷きがあり，残る音11分は~土のままである 。 第 日 期は第 IWlの玉石敷きを埋め，そ

の上に第一段石積みに沿う石敷きを部分的に行い，残りの音11分全体を直佳 3cm前後の際数きと

する。 そして，第 凹期には ， この際~泣きを版築状のたたきで覆う。問題は，基壇上のこれらの

玉石敷きと塔本体の第一段石積みとの関係である。第 1J切の玉石敷き，第IIWIの玉石敷き ・

磯敷きは，ともに第一段石積みの下にもぐりこみ，現存する第一段石積みは第四期の基壇上面

に伴う。第四期の版築状のたたきが第一段石積みの裾を斑っていることも，これと関連する。

- 2 ー



頭塔3~楓逃構図 ( 1-14=J]t発見の石仏， A-E=新発見の石仏)

今回，第一段石和みを断ち割る調査は行えなかった

が，塔本体には改修があり，現存する第一段石積み

は改修後のもので，当初の石和みはひとまわり小規

模であった可能性が高い。

塔本体 基鹿上にのる塔本体は，石干1'(みと石敷き

で外装された， 7段の階段状の土塔である(下から1m
発掘区西日E断面I~(網は石仏)，

に，第一段，第二段……第七段とよぶ)。基国と同じく 太字は石仏の番号(1: 300) 

塔本体も盛土で作られている。崩れた東南部の崖而には， }.享さlO-30cmで土を積み重ねた状況

が現われている。盛土の中にはかなり大きな瓦の破片が含まれ，また，径50-60cmもある石が

並んだ状態で顔をのぞかせている。塔本体の石積みは，直径30cmから大きいものでは 1mを越

える自然石を用い，ほぽ垂直に積み上げたものである。崩れ落ちた所が多く，第一段が 2-3 

石分，高さ約 1m程度を残すだけで，第二段より上の石和みでは最下段の 1-2石が残るにす
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ぎない。各段上のテラスには直径10-30cmの玉石を敷き詰めるが，頂上部には石敷きがない。

各段のうち，第一，三，五，七段の奇数段には石仏が配置されるが，第二，四，六段の偶数段

には石仏がない。各段の一辺の大きさを想定中軸線から計算すると，下から24.9，22.9， 19.4， 

16.5， 12.9， 10.1， 6.7mである。各辺の長さの差の1/2がテラスの幅となるわけだが，その幅

は一定でなく，石仏がある段の前面のテラスが広く，石仏がない段の前面のテラスはやや幅が

狭い。塔本体の高さは，基壇上面から8.1mを測る。

石仏 発掘区内では，従来から露出していた石仏4体[(北而=第一段中央・第三段中央 ・第五

段中央(頭塔発郷遺構図 6・10・13)，東商=第一段中央(同図 7)]と， 1978年の調査で見つかっ

たl体[東面第一段北側 (同図14)]に加え，新たに 5体の石仏を確認した。東面では第一段北

側の北，第三段北側1]. 第五段北側の 3体(同因子 .8・C)，北面では，第三段東側，第五段東側

の2体(同図 D'E)，の計5体がそれである。これまでに確認されていた14体とあわせ，合計19

体が確認されたことになる。東面の第三・七段の中央の石仏(同国×印)は，既に失われていた。

石仏は石積み前面より40cmほど奥まって立てられ，両脇に袖石を置いて全体として仏寵の形を

なす。第一段の仏寵だけは，前面のテラスから一段高くなっている。

新発見の石仏 5体のうち，東商第一段北側の北と北面第三段東側の 2体の石仏は線彫り風で，

しかも風化が進んでいるため， 何を表現 したのか明らかでない。前者が幅30cm，高さ60cm，後

者は幅55cm，高さ70cmある。その他の 3体は，浮き彫りで表現されており，保存状態も良い。

東面第三段北側の石仏(幅55cm，高さ60cm)は説法図 第五段北1f!1J(稲110伺，高さ65cm)が五尊

像，北面第五段東側(幅50cm，高さ55cm)が三尊像、である。いずれも花尚岩製である。

石仏の配置は，第一 ・三 ・七段が各辺の中央に石仏を置き，第一段と第三段はさらに，その

左右にも石仏を置く形である。第三段には北面，W:面ともに，中央と左右 l体づつの計3体が

並ぶ。第一段の石仏配置は，W:商で中央の石仏とその北に 2体を確認したので，左右対称、とす

れば， 5体が並ぶことになる。北面第一段では 東面第一段北側の石仏に対応する位置(問図

x)に，現在，大きなアラカシが生えていて.石仏の有無を確認できなかった。積み石の様子

耳E函第三段北石仏 北面第五段東石仏
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からすれば，仏寵を作っているようなので，ここにも石仏があるとみてよいだろう。しかし，

東面北側の北(同図 A)に対応する位置には，石仏も仏寵の痕跡、もない。また，第五段だけは辺

の中央に石仏がなく，中軸線を挟んでその左右に 1体づっ計2体の石仏を配置する。 以上の石

仏配置を平面的にみると，東面では，下から 5・3・2・1の数で石仏が並び，第一，三，五

段中央の石仏，そして第一段北側の北，第三段北側，第五段北側の石仏(阿国 A・B'C)が，

中心部から放射状にのびる直線の上に位置している。一方，北面では，東面第一段北側の北，

に対応する石仏がないので，東面とはやや異なった配置を示す。

出土遺物 主な出土造物は，瓦と土器である。瓦は，多量の丸瓦と平瓦に加え，多数の軒瓦が

ある。ほとんどが包含層から出土し，基壇上にも多量に堆積していたが，仏寵の周囲に集中す

る状況は観察されなかった。軒瓦は，奈良時代117点，平安時代 3点，中近世28点，の合計146

点が出土 した。奈良時代の軒瓦は， 115点が東大寺式軒瓦(粁丸瓦6235型式 M種57点，軒平瓦

6732型式 F種目点)，重圏文粁丸瓦 ・軒平瓦各 1点である。 1978年の調査でも東大寺式軒瓦33点

が出土しているので，頭塔の1/4を発掘して，合計148点の東大寺式軒瓦が出土したことになり，

面積に対して粁瓦の出土畳が多い。その他，面戸瓦が数点出土した。

土器は，土師器，須恵器，青磁，白磁などがある。包含!脅から出土した他，石仏の寵内に供

えられた状態で出土したものもある。平安時代後期から鎌倉時代初め頃(12世紀から13世紀前

半)のものが最も多く，新発見の石仏寵内には供i猷された状態で土器が残っていた。東商第三

段北側の石仏からは，13世紀初め頃の土師器血[約15枚が半円形に並べられた状態で見っかり，

北面第五段東側の石仏の前而にも， 12世紀代の土師器血がいくつか置かれていた。いずれも，

火をともした痕跡を残す。奈良時代の土器はごく少量ではあるが，基簡のf.?r:土のなかから奈良

時代後半の土師器が出土している。

まとめ 今回の調査によって，頭塔の構造がかなり明らかになった。従来，石仏の並び方な

どから， 5段構造と考えられていたが，一辺約32mの基壇上に 7段の石積みの塔本体がのる構

造であること，ほとんど全体が盛土で作られ，基閣の周囲と搭の表面はすべて自然石を積んだ

り敷き並べて化粧しであったこと，が判明した。 m'i塔を特徴づける石仏も，新たに 5体を発見

したことにより，その配iti:状況を確認し，これまでの推定を裏付-けることができた。出土造物

では，瓦に閲する問題がある。創建当初の軒瓦がすべて東大寺式であることは r東大寺権別当

実忠廿九箇条:!'JJJに記されるように，東大寺の僧実忠、が神諮1H雲元年 (767)に東大寺の南に造

立した土塔こそこの頭塔である，というこれまでの研究成果を裏付けるものである。 しかも，

その粁瓦は，軒丸瓦 ・軒平瓦ともに一級類の瓦箔で製作されており.それが単なる東大寺式粁

瓦の寄せ:j;ffめではなく，この頭塔造立のために集中的に製作されたものであることを推測させ

る。 しかし，大量に出土した瓦の使用方法は，それを推測させるような瓦の出土状態，遺構を

確認できなかったため明らかにし難く，第一段の石積みと基邸上回の玉石敷きの問題や，塔頂

上音1¥の施設の存否を含めて ， 今 後 の 訓 査 に 期 待 し た い 。(花谷浩)

Fh
u
 



飛鳥地域の発掘調査

飛鳥藤原宮跡発掘調査部

1986年度，飛鳥藤原宮跡発掘調査部では，飛鳥地域において，石事11遺跡，水落遺跡，槍|眼寺，

橘寺など12件の調査を実施した (21頁の別表参照)。以下に主要な調査の概要を報告する。

1.石神遺跡第 6次調査

飛鳥寺旧寺域の西北に位位し，史跡;水落遺跡の北に広がる石村l遺跡、は，いわゆる須弥山石や

石人像が発見された場所であり，斉明朝の饗宴施設ではないかという想定で， 1981年以来調査

を継続している。 5 回の自~I査で， 斉明朝から藤原宮j割におよぶ多数の遺構を確認するとともに，

なお広がりを持ち， 短期間に多くの変遷があることがわかってきた。その範聞や具体的な性絡

の解明のため， 本年度も第 5次調査地に北接する水田で調査を行った。調査区は東西65m，南

北14mである。検出した遺構はこれまでと同様に 41時期 (A.)tJl:斉明朝， BJUJ:天武朝.c期:

7世紀末， D期:藤原宮JU])に大別できる。

A期の遺構 第4次調査で検出した大井戸の存続する時期で，さらに 3時期に細分できる。

A-1期 飛鳥寺の北に東西大垣(第3次調査)が造られ，石神遺跡の区画が形成された時期で

ある。大垣の南には水落遺

跡;がある。石組百年 SD332は

制査区東端にある南北|刻渠

で，南面大垣の基阻を潜り

iヒ流する様の延長音11である。

石組構 SD900は第 4次調査

区の北で検出した大井戸

SE800の排水淋となる南北方

向の暗渠である。掘立柱建

物 SB1090は調査区西南IIIllに

あり ，東西 4問分，南北 l

問分を確認 した。前と西は

調査区外に延び，東は A-

2 JUJの石組様 SD1080の下に

なるため建物規模は不明で

あるが.総柱建物と思われ

る。SBllOOと重複し，これ

より古い。 限 立 柱建物

石事1 1起I跡 ・ 水F存泣f~;周辺調査位iE医l SB1110は捌査区西北の東西
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31ifjの建物で，南端 1間分を確認した。総柱建物と推定される。SXll15はSB1l10の西にある石

敷で.東西崎1.3m.南北 4m余を確認した。なお A一 1JUJに先行する遺構として. SD900の西

の斜行石組瀞 SD1030がある。おそらく A-lJUJ以前の整地土と同時のものとみられるが，構築

のl時期や性格は明らかでなし、。

A-2期 南町の大垣の他は A-lJUJの造憐をほとんど廃して全而に整地を施し，大規模な造営

を行っており，最も整備された時期である。南北廊 SC820は梁行 1問 (5m)の単廊で，梁行

5問分 (2.5m等間)を検出した。南端は大垣に取り付くと考えられ.大垣から北29-33問目に

相当する。30-32問目の 3間分は棟通りにも柱が立ち総柱建物 SBl070となる。南北廊の東西両

縁には悶落構 SD790・1080がある。V..9雨落機 SDI080は敷石に乱れがあり，改修された可能性も

ある。SD1080の商に東西棟建物 SBllOOがある。身舎梁行が3聞で，おそらく南面と西面にも庇

が付くと考えられ，北側に石敷 SXII05.南側には第 5次調査で検出した石敷 SX880.東側には

SDI080の石敷が東側柱に近接していることから，周囲に石敷のある格式の高い四而庇建物とす

ることができる。この建物の時期については南北廊上の総柱建物 SB1070との関係や. SDI080の

改修のH寺期とも絡んで. A-3JUlに下る可能性も残っている。掘立柱建物 SB980・990はどちら

も梁行 2問，桁行 6聞の同一規模の南北棟建物で，第 5次制査で検出した東西棟建物 SB860の

両端に柱筋を揃えている。SB860・980・990の3棟は桁行 ・梁行とも柱IftJ2.1m等11011.1蜂棟間隔

も柱問 1問分でコの字型の整然とした配置をとる。掘立柱建物 SBlOOOはコの字型の区画内にあ

る桁行 6問，梁行 2聞の東西練で，その性格については北側の状況が判明しないと決められな

い。またこの周囲の 3椋の建物は廊的な性格も看取される。石組WtSD890は調査区中央付近の

南北暗渠で，大井戸 SE800からの排水桃 SD900に代り西に新設したものである。SD890の東に桜

石和Ili立跡第 6次f品lit逃椛図
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する石敷 SXI045は緩やかに SD890に向かつて下降し，叢石と面を揃えていたらしく，南北廊

SC820とSB990の問は本来全面が石敷で，SD890は大井戸の排水とともに石敷周辺の雨水処理を

も担っていたのであろう 。

A-3期 比較的小規模な改変である。石組井戸 SEI050は南北廊 SC820の東にあり，長径1.5m，

深さ1. 5m である。時期を示す造物がないが，井戸から東へ石組小i\Y~ SDI051があり， 11音渠

SD890に接続しているので，同時期に存在したものであろう。石組池 SXIOIOは建物 SBI000の廃

絶後に設けられ，一辺 6mの正方形で，i:奈さは80cmある。 1l!11壁は川原石を 2-3段杭み，四叫

に立石を据えている。装込めには粘土と砂質土を版築のように互層に稲み，池底には粘土を敷

き，その上に小石を敷きつめる。取排水の施設は認められないが，水を蓄えた施設であること

は疑いない。ただ長期の湛水を示す堆積層がないことから，常によく管理されていたか， 一時

的な使途に供された施設と考

えられる。重複関係がら建物

SB990より新しい。また池の西

から北側にかけては 7世紀中

頃の整地土が広がるが，北官[11

ではその上に厚さ約lOcmの別

の整地土があり ，i也の掘形は

この上面から掘り込まれてい

た。上層整地土のl時期は明瞭

でないが，このことから石組

池の時期が BJ切に下る可能性

も残っている。

B期の遺構 南而大垣がやや

南に作り 替えられ，総柱建物

が整然と建ち並ぶ時刻jである

が，今回の調査区内ではこの

時期の迫構は少ない。 2時期

に細分できるが，いずれも第

5次調査区以南の逃構と直接

つながらないので，今後の捌

査の結果に よっては時期の変

更もありうる。

B-1 JUj 掘立柱建物 SBI040

は調査区中央からやや西寄り石事11 )\1跡主姿i立十i~変巡図
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にある桁行 4間以上，梁行 111司の南北線建物である。その西 1m を隔てて柱悶~21間以上の南北

塀 SA1041，A JUJの南北廊整地土上面から掘り込んだ 6間以上の南北廊 SA1060，調査区東辺で

確認した南北塀 SA986がある。

B-2期 B-1期の堺 SA1060と重綾し，それより新しい掘立柱建物 SB1068がある。桁行・梁

行とも l問である。パラス蚊き SX1046は調査区中央にあり， 11音渠 SD890の埋土と石敷 SXI045

の上面を覆い，建物 SB1040の掘形よりも新 しい。なお調査区西北部の石敷 SXll05の上面にも

問機のパラスがあり，同時期かとみられる。

C期の遺構 この時期は，逃構は希薄となり ，掘形も小振りになる。調査区東部の撫立柱塀

SA751は5問分を検出し，総延長63m (28問分)をli(ti認した。その他に SA751の西約14mにあ

る南北塀 SA1020を6問分，調査区南端にある東西塀 SA1048を13問分 (20m)検出した。

D期の遺栴 i立総の方位は北で西に振れる。柱穴，俳壇土ともに炭を含み， C!UJの遺構と酷似

する。調査区東方にある 2条の南北禅 SD621・640はWfo心々で13.5mを隔てて平行する。どちら

も幅 2m，深さ30-40cmで， rト7は第3次調査区まで延びて東に折れる。道路の両側溝かと考え

られる。SD640の西に隣接する掘立柱南北棟建物 SB863は桁行 71日J. 梁行 2問である。湘立柱堺

SA781は調査区中央にある南北塀で 5間分を検出した。南は第 4次調査区まで延びて酉に折れ

る。招形も大きく， C!UJの重要な区画であろう。その区画内とみられる西側に掘立柱建物

SBl038・1095がある。桁行 3間以上，梁行 2問で，梁行長は SB863と同ーの 4mである。総柱

建物 SB1085・1086は同位置で建て替えられているが，重複がなく 前後関係は不明である。他に

南北塀 SA1087があり， 3問分を確認した。

出土漬物 B-Dがあり 石敷面を伴うなど重要施設と考えられ，石和11遺跡の中枢をなす建物

の可能性もある。このように石神遺跡は広大な範囲の様々な区聞から構成されているが，その

性格の具体的な解明にはなお調査が必要である。

まとめ 今回の調査で判明した最も顕著なことは，斉明朝に，南面大垣を外事11とする北側をさ

らに南北廊によって分け，その東側には東西棟建物を中央にして周囲を廊状の建物で困った，

宮殿 ・官術とも異なる特異な殿舎配置の存在が判明 したことである。その性格についてはさら

に北側の調査を待たねばならないが，石和11遺跡の斉明朝における重要な施設の一つであること

は疑いなかろう。また南北廊に設けられた総柱建物 SBI070の中心はI有国大垣の北約75mに位置

するが，その位置は計画的に設定されたと考えられ，今後追跡の範囲を知る手掛かりとなろう。

さらに南北廊の西側にも四面庇建物があり，石蚊面を伴うなど重要施設と考えられ，石村l逃跡

の中枢をなす建物の可能性もある。このように石神遺跡は広大な範聞の様々な区画から構成さ

れているが，その性格の具体的な解明にはなお調査が必要である。

2. 水落遺跡第 6次調査

遺跡の一層の解明と史跡整備の資料を得るため，/，肩i刻台建物の商にある掬!立柱建物の南側で

小規棋な調査を行った。1984年度実施の第 4次部j査では東西棟建物の南2.2mの位t8:で漏刻台建
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物にf*う掘込地業の南端を隙認し，さらにその

南 2mで東西に並ぶ 3個の柱穴を検出した。東

西塀であろうと推定されたが，今回その様認の

ため第 4次調査地と一部重複する東西15m，南

北 3mの範囲を調査した。検出 した主な遺構は，

東西塀 1，東西構 1である。東西塀は第 4次調

査と合わせ 8間分(18.3m) を確認した。柱掘

形は一辺1.2mの方形で， 7奈さ 1.4m，柱はいず

れも南方向へ抜き取られていた。柱掘形は，前

述のffiJ込み地業上を覆う整地土と一連とみられ

る土層上から掘り込まれており，この東西塀が

北側の中心遺構群と一体のものであることがわ

かる。東西構は幌0.8m，深さO.4mの断面 U字

形の繁椴り様である。東西塀の廃絶後に掘られ

たものである。水落遺跡の北限は石神遺跡第 3

次調査で検出した東西大垣 SA600とみている。

水務遺跡第 6次訴l査泣椛図 今回検出 した東西堺はやや小規模で，柱閥寸法

も狭いが.水落遺跡全体に及ぶ概込地業の南縁のすぐ南にあるので， .遺跡の南限施設である可

能性がある。その場合，逃湖、の南北:長は約65mとなる。

3.槍限寺第5次調査

槍l浪寺はこれまでの調査の結果， 7世紀後半から 8世紀初頭にかけて建てられた金堂・西

門 ・回廊・塔 ・講堂などの主要堂塔を確認し伽斑配置は他に例をみない特異なものであるこ

とが判明している。今回の調査は寺域確認と今後の保存活用の資料を得るために行ったもので，

講堂の西北方に東西15m，南北38mの調査区を設けたほか，小規模な調査区を 4カ所設けた。

遺構は 211寺JtfJに大別できる。I!tH(10世紀末一11世

紀)は土坑 5，小穴 2がある。土坑には炭 ・焼土が

多量に入り，土器(黒色土器，緑手111・灰翁11陶器を含

む)・瓦 ・銅製針状製品が出土した。IIWl (12世紀

後半)は大規模な削平を行っており，土坑 5と小穴

多数の小織がある。小i1Ifは水田あるいは畑地の耕作

に関連するものとみられ，この時期には耕地化して

いることが知られる。造物では， llJ切の小樽から出

土した金銅製の飛天断片が特に注目される。これは

金銅仏の舟形光背右側の周縁に取りつけられた奏楽 物|決寺山土金銅製飛天l析片
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飛天と考えられ，鋳銅製で鍍

金がよく残る。類例としては

法隆寺献納宝物の申3何年銘光

背(推古2年・ 594)があるが，

それより造作・表現とも丁寧

である。様式から判断して北

貌後半期の製作とみられ，甲

寅年銘光背より古い造例と考

えられる。渡来系氏族である

束漢氏の氏寺にふさわしい造

物といえる。調査の結巣，格

|盟寺に関する顕著な遺構は確

認できなかったが， UtRの土

坑は寺の生活に関連したゴミ

捨て穴と考えられ，耕地化以

前には槍限寺の何らかの施設

が付近に存在した可能性は大

きい。

4.橘寺1986-1次調査

明日香村大字橘にある橘寺

の北西約170mに位置する川原 始|民寺制盗位位|翠

寺との旧境界と考えられる里道の南側で行った調査である。調査地は東西 2カ所に分れる。遺

構は大別して I期(7世紀後半) . II 期(8世紀中頃) . lIJ期(中|止)の 3時期に区分できる。

I 期は東西掘立柱堺SAOlとその北雨落挑 SD02で， SA01は東区 2問分，西区で 1問分を確認し，

15間分が復原できる。SD02は堺心から 3m北にある葉掘り端である。 IlWJには土坑SK05がある。

東西4.5m，南北3.5m，i奈さ1.5mで，i.長灰や礁を多量に含む黒灰色土と，木材片や木業を大量

に含む茶褐色土が推積しており， 一度に埋められたらしい。土器 ・瓦・材木片 ・木簡 ・薪の燃

えさし ・鉄鎌などの金属製品 ・獣骨等が出土し，造営工事の廃材や塵芥を投棄したゴミ捨て穴

と推定される。この土坑や IIJ羽整地層から出土した瓦は川原寺創建瓦を含む 7世紀後半のもの，

土器は藤原宮期から奈良時代中頃のものである。木簡は 9点出土し r煮凝J r……魚、煮一連上」

の付札や r香川郡口口郷」と読める郡郷制下のものとみられる荷札，人物戯画等がある。 凹期

はSAOlから 5m北に設けられた築地塀 SA03とその北雨務機 SD04，土坑 SKIO等である。SA03

は基底部幅 3m，残存高約O.5mで，築地本体は削平されていた。 SD04は築地の北 2mにあり，

深さ1.2m，復原幅 2mで，鎌倉時代から室町時代初期の土器 ・瓦が大量ーに出土した。この築地



桶ーミ~:調査逃flIi図

は以前確認している橘寺北限の築地塀の西延長

部で，今回北門心から154m分確認したことにな

り， さらに西に延ひする。築地基底部出土の造物

からみて，前身の築地があったとしても 8世紀

中頃以前にはさかのぼりえなし、。それ以前は南

の東西塀が北|浪施設であった可能性が生じてく

る。これらの塀や築地は川原寺の伽l藍方位に一

致し，造物の上でも同寺と共通するものが多い

から，古代においては橘寺の北面は川原寺の強

い影響下にあったと考えられる。(加藤俊)

橘寺調査位位 I~
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藤原宮跡 ・藤原京跡の発掘調査

飛鳥藤原宮跡発掘調査部

飛鳥・藤原宮跡発掘調査部では，藤原宮跡 ・藤原京跡、において1986年度に別表 (21頁)のよ

うな発掘調査を行った。本年度は藤原宮内では比較的小規模な発掘調査にとどまったが，京内

において宅地もしくは官術かと想定される地区を三カ所調査し，これまで明確でなかった一町

ないしそれ以上の規模の土地利用の実態が明らかになったことが大きな成栄といえる。

1.藤原宮西南附の調査(第51次)

住宅建設に伴う事前調査である。調査地は藤原宮の西南附にあたり， i朗読の紡'巣，西二t}jJ'}j

問路と六条条問路の交差点が検出された。道路幅は構心心でi1..li二坊坊間路が交差点の北側で

7.0m. 南側で6.8-6.9m.六条条1m路が7mで，いずれも師0.6-1 mのmll砕を伴っている。

これらの道路は藤原宮造営前の七世紀後半に施工され，造営時に埋立てられたと考えられる。

藤原宮期の遺構としては小規模な倒立柱建物 2棟，塀 l条，井戸 I基がある。

調査地は弥生時代の集落遺跡 ・四分逃跡にもあたっているので，発掘区の一部を掘りさげて

調査した。その結果，弥生時代の生活而は.r半j西が高く北東側が低い三段の平坦而からなって

いた。この平坦面に竪穴住居や柱径30cmの術!立柱建物等が建ち，地下水位の日い南東附にのみ

井戸が集中していた。遺構は弥生時代の前JUIから後期までの各l時JYIのものがある。

2.藤原宮東方官1街地域の訓査(第48-3次)

民家の新築に伴う事前調査である。調査地は極l京市高殿町で藤原宮大極殿東北東約300mの東

方官街の一面にあたる。発畑区の北官[11では第30・35・38次調査等によって.i<i:大な東四flli3練

を中心に掘立柱建物群が建ち~ìtぶことが知られている。 削査の結よlk. i篠原宮造営前の四条条川

路 SF1731とその両側i払藤阪宮lUIの掘立柱建物 SB4860.i5'噴時代の椀立柱建物等が検出され

た。SF1731の路面幅は5.5m.SB4860は桁行 6IItl以上，梁111]2 IUI以上.r十j庇附きで柱1111寸法は

桁行2.6m.梁!日13m.庇の出は3.1mである。SB4860の柱穴から出土した須恵器1IJ1には「力11之

伎手官」とのf!釘lfがあった。

藤原宮東方1ili街地域調査E佼i丘雇l
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3.藤原京左京六条三坊の調査 (第50・53次)

飛向藤原宮跡発掘調査部の新庁舎建設予定地における調査である。1985年度の第45・46・47

次調査に引き続き，1986年度は第50次(発掘区は 2カ所)・第53次(発掘区は 3カ所)の調査

を行い，建設予定地のほぼ全域の調査を終えたことになる。なお第53次の内の 2カ所は1987年

度の調査であるが，既に調査を終えているので併せて報告する。

第50次西区の遺構 藤原京 B!~Jの中心的な建物である S85000は桁行 7 1日1. 梁間 3 1Hl の身舎に

繭庇のつく大規模なもので，柱|削寸法は桁行が約 3m，梁1111が2.7m，庇の出は3.2mである。

この東北方に既に東半音1¥の検出されている S84737・4738の四半部を検出し， SB4737は桁行 81111，

S84738は桁行 5問と限定した。更に東北方の S84800も西姿を検出 して桁行 51目!と判明 した。以

上の藤原京 8J~jの遺構に先行する AJUJの主な遺構として， S85000に重なる位世で左京六条三t)j

坊!日jの南北道路SF4300及びその側挑SD4301・4302があり， SD4301はSB5000より約 5m北で束

へ折れ SD4311と連なる。 また藤原京JUJから奈良時代にかけて存続する東西大様SD4130は当調

査区では更に幅と深さを増し，発掘区西挫では幅11m，i奈さが1.8mあり，西流していたと知ら

れる。この他，当発掘区北寄りに 7世紀代の総柱建物 S85020・掘立柱塀 SA5005，奈良時代の

総柱建物 S85050，中世の掘立柱建物 S85030等を検出している。

第50次東区の遺構 第50次東区では 7世紀代のやや方位のふれた区画の堺の西辺の南半部

(SA4110. 5080)と砕j辺 (SA5090・5081・5085)を検出した。

第53次関査区の遺構 第53次調査区では， ili制il京JUJ以降存続する南北大様 SD4113，藤}J;(};lA 

JUJのtljlBI路 SF4300とその両側溝，及びその東西にある南北塀 SA4282・4283の延長官1¥を検出し

た以外に顕著な遺構はない。

本年度までの 5次にわたる調査の成J誌をまとめ， u制UJ別に主要な遺構を示したのが次頁の凶

である。七世紀代には二つの異なった形態の区画が存在し，両区画の南方にも多数の小規模な

-14ー

郷立柱建物がある。特に西

側の区闘は東西幅66mで真

北に対して殆ど振れがなく，

内部に特殊な建物の存在を

想定させる。藤原京WJでは

AWJには一旦条坊が設定さ

れるが， 8 J切には坊IIIJ路の

1WI 講を1mめたてて，四町を

一体として土地利用してい

る。SB5000は六条三坊の中

心に位世し，その南に前殿

S84340，東に東西線 S84333，



また東北方には東西線 2似を二列に，東南に南北線のl協殿 3f~[ (S84330・4331・4332)

しかもこの配位計画は90尺(S84737・4800)を配し，桜合的なコの字型の配iEをと っている。

の方眼を基準にしているらしし、。四町規肢の敷地は 『日本f11・紀』持統紀によれば右大臣の宅地

にあたる可能性もあるが建物配世からはむしろ官術的な色彩が必1'-'、ともいえる。その場合，

右大臣l~1しかし，東西大権 SD4130から出土した苅中の器担「左京職」は大きな手掛りとなる。

が宮殿や官1mに近い建物配ili:をもたないと断定もしえないから，勝JJ;ot(s lVJの性絡はなお検討

が望まれる。

奈良時代にはi，V;'と拐で凹まれて正殿と前殿の建つ区画があり， 北側に小規模建物の説びE12つ

部分，大i持北側に総柱建物等の建つ部分があり. 11ドI~J.立年制iに「大キ11国正税帳」に見える香山

正念との|刻辿を述べておいた。奈良時代以降も平安l時代から鎌合時代に至るH寺JUJの建物 .:11: 

7世紀代の温情
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戸・塀.i院があり，この地域の土地利用の変濯を知るうえで重要な知見がえられた。

4. 藤原京右京七条ー坊西南坪の調査(第49次)

市営住宅の建設に伴う事前調査である。 調査i也は祖原市上飛~qí町の日高山丘陵西側の平坦地

で，藤原京右京七条-:t;Jj西南坪にあたる。既に1976年度の第19次調査で西南坪と西北坪の一部

を調査し，西南坪では条問路に平行して伴周囲を画する東西塀と，その南に坪を東西に二分す

る中ilqb線上に桁行 6間， 梁間，}3 1M!の東西棟建物 (SB2000) があり，その背後に東西初・ I(付 ~'f.\

1孟・ :)1二戸等のある藤原宮JUJの宅地造桃，及ひ・小数の 7世紀代の建物を検出していた。第49次別

査は第四次調査の南側で，西南坪の中央部から前半fi刊を調査対象とした。

藤原宮期の遺構 掘立柱建物 6棟，捌立松:坊1.4粂，土坑 1がある。SB4900は坪のほぼ中心にiii:

iEする東西おuで，桁行 71MJ，梁HlJ31M]の身舎の四悶にl庄のつく大規模な建物である。柱間寸法

は桁行が2.63m，梁間が2.1m，庇の出は雨以外は 3m，南のみ2.8mと3.3mの2時期分がある。

庇の柱捌方は身舎の1/2以下と小さく，身舎と!氏でl凶級王E材をかえていたと考えられる。SB4930

はSB4900の北側IJに平行して建つ東西線で，北側柱列は硲認しえていないが，桁行 71llJ，梁間 3

1111.持jに広庇のつ く建物に佐原できる。柱IIIJ寸法は桁行が2.63m，梁間が2.2m。庇の出は

2.9mで，身舎側柱から南へ1.5mのところにも柱列があり，広庇のJ未来か.もしくは庇の出を

縮めて改造したと考えられる。SB4910・4920はSB4900の両l協に建つ南北棟でいずれも桁行は 5

1Il1. 梁IIlJは SB4910は不明で，SB4920は 2111Jである。柱間寸法は SB4910の桁行は2.56m，

41tムJ-i今，hH iIj
I打倒i'.!iI"1i 
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SB4920の桁行は2.88m，~III! は2.7m

である。 2籾{は SB4900を侠んでほぼ

対称に位lu:し， SB4920の規棋がやや

大きし、。 SB4940はSB4900のftiにある

桁行 51日1.梁間 2IMJ.総柱の東西械

である。柱IIIJ寸法は桁行2.86m. 梁

1l1J3.0m 。この建物の姿の線通のね:に

SA4941・4942がとりつく 。柱1111は1.9

-2.4mとややばらつきがある。

SB4940はこれらの塀に1Jf.JくI"Jである。

SB4950は坪の南辺部に位世する桁行

31日J.梁IIIJ2聞の総柱の束凶練で，

柱IlIJ寸法は桁行2.5-2.9m，梁IIIJ

2.5mである。この南側柱列に東西M

SA4951・4952がとりつく 。柱IIIJ2.6 m 

iiii後である。SB4950はこの桝にIJf.Jく

門である。



藤原宮期以前の遺構 i体3条，土坑 lがある。桃はいずれもih京から北i'qへ流れ， SD4955・

4957には玉石の誕伴がある。j液i段tε幻.!μ!

藤原宮期以降の遺構 挫物]伺練1，i構梓4条， 二土t坑 5がある。SB別49何6ωOはSB4950とI耳草並[1:なる{位立訂i此町にあ

りt桁i行?行 3問.梁間 11111の小規脱な南北械である。i砕からは10ー11世紀の土器が出土している。

出土遺物 土師器 ・矧}iE器 .MA色土器 ・瓦器・施治h陶器等の土器，tjll輸，鉄製鈍，Jlt~付 ・ 斬iì羽

口 ・ 鉱浮，軒丸瓦を含む瓦，木製の4;JE木寺~;がある。 柱侠には伐採j也付近で刻まれたと 4ftJiiされ

る文字のあるものがある。

藤原宮期の右京七条一坊西南坪の建物配置 節目次淵査で SB4930の背後に SB2000があり，その

北側柱列に揃えて塀が東西にのび，坪の北辺を|拠る塀も検出されていることから， 今回の訓資

成果とあわせると，伴内の建物配置を図のように彼阪できる。坪の凶辺と市辺を|決る凶-J}j大

路と七条大路の正確な位i丘は未確認であるものの， SA4951・4952は坪の市辺を， SA2029は上1:の

北辺を画し，南辺のほぼ中央にI"JSB4950がIJf.J¥'、て外事1¥を形成する。外郭1)、j部の南約1/3を空間

地として，坪中心のやや北よりに東西62m，f.t.j北50mの塀 (SA4941・4942・1975・1997)で1m

まれた内事11がある。内郊の南辺には1"]SB4940が聞き，立1¥内に正殿 SB4900、後殿 SB4930，後々

殿 SB2000が南北に心を揃えて説び，正殿両j協にl協殿 SB4910・4920が扱ぷ。正殿身舎南側全l:ヂIJ

はI有北の坪心に一致している。 後々殿の*，協には附~of. I孟 SB1970 ・ ~ I:戸 SE1973等がある。 従っ

て正殿 ・後殿 ・!協殿の-1洋と，後々殿・ l:rt以131の一刻iは性格を具にしていたかもしれなb、。内

郭の背後は，内郭の*辺のJJlf.SA1997がそのまま北へのびて小さな区画を造り ，中に附以J五

SB2026が建つ。

西市坪内は以上のような区画。と

建物配10:であったと想定される。

内事11の東西両側は未発御で不明で

はあるが，図にみるような規絡性

の強い配世であることがわかる。

この坪が宅地であるのか官151であ

るのかにわかに決め難い。宅地で 書

あるとするならば， r日本書紀』持

統天皇五年十二月乙己条に.直大

参(正五位上)以下及び勤(正六

位)以下の上戸に一間.の宅地を班

給すると定められており，そうし

たー町規模の宅地の一例を確認し

たことになる。

この建物配置の~寺徽として次の

+ー
132 

SOm 「ー日
+ 

寸E
右京七条-tfij!!j'ffj坪占i也概念図
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ような点があげられよう。まずPfのT削!IJ1/3が空閑地である点である。第二に内郭のrt.i門の桁行

が 5111Jと大きく作られている。第三に内事J¥内に前庭部がなく. 4棟の建物がかなり密接して立

っている。第四に同じ内郭内部でがJ半と後半に性絡の追いがあるらしく， SB2000周辺は日常生

活を支える厨とも考えられている。この場合後殿 SB4930後方でさらに区画する施設があるのか

もしれない。第五に後々殿の桁行が似数問である点で， これは飛sfiTIiJ:a宮殿肋;のような宮殿遺

跡や，飛鳥時代の寺院の講堂にも共通して見られる特徹である。以上のような特徴が遺跡の性

格を考える上でも重要な鍵となろう 。 藤原京内では右京二条三坊東rfj j;l~や左京二条三i)j西rÿ.j坪

でもーl町規模の土地利用が検出されており，そうした鎖例の中でも最も規格性の自11..、建物配置

をもっ追跡として重要なものと考えられる。

5.藤原京左京二条-JJj東北坪・同二条二i)j西北坪の都l査(節48次)

住宅建設に伴う事前調査である。調査地は祖原市高殿町の法花寺集落の西方にあたり，藤原

京左京二条-.lJjと二条二坊にまたがる。またこの地は小字名が「テンヤク」であり.奈良県教

育委員会が1966-68年に行った当地の西南方約200mの地点の訓査で典薬寮|刻係木簡jが出土して

いることから，この付近に典楽祭関係の諜悶或は苑池の存在が想定されてきたところである。

検出した逃榔は，藤原宮jyJi前後のものとして，東一坊大路とその両側携の他，各坪内の抑，立

柱建物 ・堺， i伴，井戸，土坑等があり，この他に弥生H寺代から古地H寺代の土坑 ・i札中世・の掘

立柱建物・堺.井戸がある。

藤原宮期前後の遺構 東-i)j大路は路而幅6.5m ，東西両側il~川、心の距離は8.6m である 。 東側

機 SD5110は何1.8m，i奈さO.4m，西側憐 SD5111は幅2.2-2.6m，深さO.4m. いずれも百年埋土

は上下二層にわかれ.下層はjft杭土で飛鳥時代の土器が含まれ，上府は製立土で藤原宮の瓦が

含まれる。西側i梓束岸には誕岸のための杭がある。

土
堀
川

左京二条-J;}j.同二条二J;}jj側資{立位図
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坪内の遺構は 3時期にわかれる。 1!UJの二条二坊西北坪内の遺構は， 2;陳の掬!立柱建物

(SB5101・5102)と井戸 (SE5120)， 2条の桃 (SD5112・5116)，土坑 2からなる。SB5101は南

北 31M!(総長4.9m)，東西 21m(総長4.4m)の総柱建物であり， SB5102は南北2問 (4.6m)，

東西 3間 (3.9m)で，中央に一つの柱穴のある建物である。SE5120は上段に方形横綴組の井戸

枠，下段は素掘り か凶l物を据えた と思われる。同じ 1WJの二条一坊東北坪内の遺構は 2株の掘

立柱建物 (SB5161・5162) と井戸 (SE5160)からなる。SB5161は桁行 4間，梁間 21M]の東西械

で，柱間寸法は桁行は2.1m ・梁間は1.8mである。SB5162は桁行 4間・梁間 2r日J.柱聞は桁

行・梁間とも1.6mである。 SE5160は掘形が径1.7mの六角形で，下段に径30cmのI出物を据えた

と思われる 。 2 期の二条二坊西北坪内の迫tf:~は捌立柱建物 4 f* (SB5103・5104・5105)，搬立柱

堺 l条 (SA5109)，機 3条 (SD5112・5118・5113)，土坑 1基である。 SB5105のみが東に庇をも

ち，他の 2f*は庇がない。SD5118に区切られた区間の中を， SA5109が南北に二分し，北il!llに庇

っきの SB5105，南側にその他3棟がいずれも向・北械で建つ。SB5105・5104・5106は互に柱筋を

揃えており，計画的な配世となる。SD5118は即をほぼ東西に四等分する位置にあたっている。

なおSD5113は東一坊大路東側溝の束岸にある円弧状の織で東側講と併存するが具体的な使用状

況は不明である。 2!Ulの二条二坊東北坪内は東-:J1j大路西側織に平行するi持SD5155と， L字型

の機 SD5175があるのみである。このうち南北端

SD5176は坪の東西を凹等分する位111にあり， '11ミ

西排 SD5175の南岸は二条二坊西北坪内の堺

SA5109の延長線上にあり， 二条一坊東北坪内も

二条二坊西北坪内と類似した区画を行っている

ことがわかる。 3期の二条二坊西北坪内の逃tIIf

は掘立柱建物 3棟 (SB5107・5108・5127)，堺 l

条 (SA5109)，iJlJよ 2条(SD5118・5115)がある。

この内，塀 SA5109と挑 SD5118は 2WJのまま残

ると考えられ， 2 WJの区間のまま建物等を改造

したとみられる。SB5107は東西 21日]の総柱建物

で，他の 2棟は庇のない掃立柱建物である。

SD5115は東一坊大路東側織に平行する南北iN~で，

その方位の振れや出土造物の特徴は 2WJの遺構

に近く， 2 J羽まで遡る可能性がある。 IJ~，土地物

から 1期は藤原京造営直前の天武iji)]に施工 され

た条坊と併存する時WJ. 2 WI. 3 WIは藤原告・WI

に該当する。

遺物 土保・|淘硯・土.u~ .紛i羽口・ 形象.lirr輪，
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!Itf平瓦 l点を含む};ji瓦，和問1Jf.J弥銀銭がある。このうち和同|比例;は東一坊大路西側榔S0511l内

の西岸に近い部分からまとまって 3枚出土した。その思れていた府は特定できなかったが，銭

文は不隷聞の古手11同であり ，和同開祢銀銭の初鋳年を考えるうえで手掛りを与えるものである。

以上のように当調査では藤原宮域北側の条坊や坪内の状況について重要な知見をえることが

できた。それを列挙すると次のようになる。(1)宮城北方にも東一坊大路が施工されており，

規模は三条大路にiJ!I'l似する。ただし藤原宮部38次調査で検出した宮内先行条坊 SF3499とは幅員

を異にしており.先行条坊と京内東一坊大路の施工の|刻係についてはなお検討を要する。(2)坪

内は構や塀で四分戒は八分して利用しているが，一坪敷地内での区画なのか否かは不明である。

(3)坪内の建物配位には粗密があるが.検出した柱穴が極めて浅いことから，後世・に削平されて

いることがわかり， 一慨に判断はできない。(4)典薬寮との|刻辿は不明である。

6.藤原京西こりJ大路の調査(第52次)

国道165号・バイパス工事に伴う訓托である。制査地は藤原京国二t)i大路と一条大路の交点にあ

たる。西二坊大路西側議は幅80cm以下で，長さ30mにわたって検出した。この西約3.6mのと こ

ろに坪の東辺を画するとみられる術立柱場がある。柱問は 2m Hij後で一定しない。一条大路の

方は想定位世に両側構と も検出されなかった。この他藤原宮JYIの井戸 2基を検出したが，その

1基は一条大路路而想定位世上にあり，もう l基は西二坊大路西側の倒立柱場の{立iEに重なっ

て営まれている。従って藤原宮WIの布京二条三坊の東北|判及び百二t)i大路・ 二条大路の交点付

近の土地利用の状況や大路の有無については検討の余地が大きいといえよう。

7.藤原京左京十条三.iJi(第48-16次)のおj査

水田造成に{半う事前調交である。調査地lま明日香村小山の集孫の京南にあたり，これまでの

調査では， この地域で 7佐紀前半に大鋭校.な護地が行われてお

り，その範凶は東阿が大官大寺の1}A1 f.:i中 1I~1J線から西へ300m 以上，

南北が旧小山池の北拠付近から北へ330m以上におよんでいるこ

とが確認されている。検出したi1H昨は持l!立柱建物， ~ I:戸， およ

び土坑である。SB5250は総柱の品I!:.v:柱建物で.東西 ・南北とも

31日]と考えられるが，西への広がりは確認できていない。柱1111

寸法は2.15moSE5251 は方形縦仮剥lみの~I:戸であるが大部分は

抜取られており. 1開校 3本と桃桟2本が残る。造物は整地土肘

や SB5250の柱持I! jf~. SE5251の:fi'1石下部，S05253か ら7世紀中

頃の土器が少品出土しており，このl時JUIに繋J也を始め，建物や

井戸の造作がー辿の作業として行われたと4ft測される。この3務終

地地業については「η)1除E忘幻xμ1

起される。 (ILJ件付;?人)
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1986年度 飛鳥磁応r[f跡発御f純資部制査一覧

調査地区 in跡 ・制11:次数 調 査 j切 1111 iIii fi'f 制B 考

6Al P-E 藤原京第48次 86. 4. 7-86. 8. 1 2.600m' 左坪京二条一坊大東北坪 ・二校f酋北
.JI[ー坊路

6AWH -P'Q 藤原京第49次 86. 6.27-86.10. 4 2.140m' お京七条-.tJii!!i雨坪

6A1C -N 藤原京第50次 86. 7.28-86.12.19 2.500m' 左京幼六条三坊 ・六条条1111路 ・東
6Al D -A'H 三 tJiHlllf各

6A1M -A'B 藤原冶・ 第51次 86.12. 5-87. 4.23 2.240m' 8西市|拘 ・ (四分遺跡)

6A1Q-C'D 篠原京第52次 86.12.17-87.1.27 700m' 右京二条三坊西北坪 ・凶二坊大
路

6A1C -F 篠原京第53次 87.2.13-87.5.12 3.000m' 左京六条三坊 ・束三tJj幼!日i路
6Al D -A'H 

6A1C -K 藤原京第48ーl次 86. 4. 1-86. 4. 3 55m' 左京五条三.tJj.*二坊大路

6AWHーj 藤原京第48-2次 86. 4. 2-86. 4.]8 325m' 左京七条一坊西~t-ï坪

6Al B-R 藤原宮第48-3次 86. 4. 8-86. 5. 9 302rri霊 宮*方官f町

6A1M -C 藤原宮第48-4次 86. 5.19-86. 6.10 300m' 宮市聞外周締

6Al H -R 藤原宮第48-5次 86. 5.22 7m' 宮博I而外周{i¥'

6AWH -K 藤原京第48-6次 86.6.11-86.7.3 555m' 朱省大路

6All-B KiIJ;l京第48ー7次 86. 6.12-86. 6.16 30m' 二条大路

6Al P-T 藤原京第48-8次 86. 6.16-86. 6.30 316m'き 右京二条一坊 ・二条条1111尚

6A1C-T 藤原宮司'i48-9次 86. 6.30-86. 7. 1 18m' 宮東南附

6A1C-I-I 篠原京第48-10次 86.10.24-86.10.29 39m' 左京五条三.tJii!!i北坪

6Al F-U 藤原宮第48-11次 86.11.10-86.11.17 88川Fs'j!.y方官1M

6Al M -E'F 藤原京第48-12次 86.11.13-86.12. 4 195m' 右京七条二坊東北町ー

6AMlーj 正義!京京 第48ー13次 86.12. 8 7.5m' 左京十二条三tJi

6AOH -W 藤原京第48-14次 86.12. 8-86.12.24 144m' 南京極

6AMG -1-1 藤原京第48-15次 86.12.10-86.12.11 24m' 左京十条三幼酋~t坪

6AMG一j 藤原京第48-16次 86.12.12-86.12.26 105m' 左京十条三幼東北即

6Al F -Q 藤原宮第48-17次 87. 2. 9-87. 2.10 19m' 宮西方官1貯

6A1M -D 藤原京第48-18次 87. 2.20-87. 3. 3 115m' 右京七条ニ坊

6AWH -K 篠原京第48-19次 87. 3. 2-87. 3.16 370m' 朱雀大路

6AMD -v 水浴遺跡第6次 86. 2.12-86. 2.25 45m' 飛鳥浄御JJ;(宮:jft定地

6AMDーT 石村lill跡指;6次 86. 8. 4-87. 1.27 860m' 飛鳥浄御n;(宮:jffI定地

6AMD-A 石神m跡周辺 86. 4.22-86. 4.25 8m' 飛13浄御応l宮批定地

5BTU -L ~~ìl1ì奇， 1986ーl次 86. 4. 1-86. 4. 7 8出f講堂

6BHQ -D'E 柏!伎寺第5次 86. 8. 4-86.10.14 600m' 手!i:城北西部

5BTB -B 備寺 1986ーl次 86. 9.26-86.11. 5 160m' ぜi:域北|恨

5BWD -G'K 剥l回廃寺第3次 86.10.13-86.11. 4 245m' 寺I或南部

6BKH -F 川原寺 1986-1次 86.12. 5-86.12. 6 10m' 寺域西北部

5B1R 定林寺第2次 87. 1.28-87. 2.25 303m' 寺}或京都

6AMC -F 山田辺|刻述 87. 3. 26 -87. 3. 27 8m' 山国ii'H(t定地
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平城宮跡 ・平城京跡の発掘調査

平城宮跡発掘調査部

平城宮跡発掘調査部では，1986年度に，平l成宮幼;内では推定第一次朝堂院南門東側，推定第

二次初j堂院，内事東方東大様など16i!l:(宮北方泊跡を含む)，平j成京域内では左京三条二坊七坪，

左京凶条二坊ー坪，右京八条ー坊十四坪などの 9i!I:，それに~n塔， 法華寺， 西大寺など寺院 9

i!I:，仔1'34i!l:の捌査を実施した。以下，主要な制査の概要を報告する。

1.平城宮跡の調査

推定第一次朝堂院南門東側 (第176次)の調査 第一次~Vl掌院については，過去 7 回の捌査によ

って， lmJ.送部分を除いた区画の東半部のほぼ全域の遺構を検出してきた。このうち東而の区画

施設については変遷の大要が判明しているが， r羽田については，調査場所によって遺構の残り

が悲く，細部の状況が異なるために，遺構の性格や区画の変遷に|刻して一致した見解が得られ

ていない。そこで，懸案の問題を解決するため，市而東半部の未調査部分を調査した。

今回の調査で明らかとなった主な点は次の通りである。 1.東西方向の布採!状掘込地業

SX9199は，期立柱塀 SA9201と直接関係しない可能性が強い。 2.掘立柱塀 SA9201は2時期の

柱掘形の重複はなく ， 1時期jだけである。3.SA9201のすぐ南に，それよりも新しい東西塀

SA12950の確認した。これは，東面の区画施設 SA5550Bと逃tmの状況が共通している。

以上の事実と，従来の調査成果を合わせて，第一次;:V]~l{t院の区画施設の変避を概観する。

A期 第一次i間堂院の区画施設を造営する以前の時lYl。基幹南北排水路 SD3765を朝堂院中期h

線の東約102mの位;~に掘削する。 中羽h~Jlの東約 120m に南北方向の柱掘形911 SA8410を掘り下げ

るが，柱を立てずに埋め戻す。雨而では槻込事業 SX9199を東西約72mの問にわたって掘り下げ

るが.これも建造物の地下地業として完成することなく ，造営途中で足11め戻す。

B期 第一次朝堂院の区画施設として.痴!立柱堺を造るl時lYI。朝堂院の規模は，東西約

214 m . 600大尺，南北約284m'800大尺で

ある。BI・B2の2小野jに区分できる。

BI JYl雨前東半を SA9201，間半を

SA9202で|拠る。両者の1[11は約15mあいてお

り，この段階では門はない。SA9201は371111

あり柱Ull寸法が約 9尺である。東而は

SA5550Aで函す。SA5550Aは96問あり柱111]

寸法が約10尺である。これらの塀は，日さ

5m前後で基壇があり ，柱と柱の聞には土

壁を設け，屋根に瓦を茸いた大規模な施設

であった。基幹排水路として南北構 SD3715Ij!城宮跡発砲調査位置医!

。，u
の〆
hp



を， SA5550Aの東約17.5m. 50大尺の位世に造る。

B2 JYj SA9201・9202の聞に朝立院商IIlJS89200を造営する。lj¥JJ堂院内部には四棟のl;!}J立を建

造し，第一次朝堂院が完成する。 S89200の建設のI~!F.に . SA9201・9202の中寄り各 21111分を取り

波して門基壇の掘込地業を行っている。門は桁行 51日l・梁行 2IIIJで柱IHJ寸法は桁行中央 31111が

15尺等間，両Isb問が10尺，梁行が各15尺の切姿造りとみられる。I"Jの南側にはいわゆる土闘が

つく 。l荷の出は15尺で門基!rlの外(南)側に刷を受ける柱列がある。このlf!Iの柱列と南側主t筋

を揃えて，土廟の東西に，桁行 3111J.梁行 11目!の*四棟掘立柱建物各 1棟 (S89190・SB9192)

を配置する。門と SA9201・9202の北fJ!lJに雨務砕を造り (S09170・9171A. 9172A)，門の東西で

は，朝堂院内部中央から，南下した 2条の南北部 (S09173・9174)がS09171A・9172Aと接続

する。

C期朝堂院を区画する SA5550A・9201を撤去し， SA5550B' 12950に改作する時期。

SA5550B・12950とも柱は直径20cmほどの治nさであるのに柱聞が 3mと広いので， SA5550A・

9201のような壮大な堺ではなく ，仮設的な板堺であったと考えられる。

D期 朝堂院の区画施設を東国・南面とも築地塀に造替える。S89200の南廟および門の南fJ!lJ

東西の S89190・9192を撤去する。門の東西の構 S09173・9174が南に直流し，築地塀北側の構

S09171・9172を約0.7m北に移す。

第一次朝堂院地区調査位也図
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推定第二次朝堂院地区 (第173次)の調査 Wi定第二次朝堂|淀地区では，これまでに第161・

163・169次の調査を災施し，第161次では東第一堂とその下府の搬立柱建物，第163・169次では

初出部分で 3 時WJの大枠宮を検出した。 今回の測班は，東第二~:および下府遺HIJの規模と構造

を明らかにする目的で行った。 前JYJ ~I~波宮や藤原宮では，第一堂と第二堂とのIIIJ には構造のÏÍli

で相逃があるが，第三堂以南の~J:!:士は第二堂と基本的な違いがない。 平峻宮も同級と考えれば，

第二12:の調査によ って第三堂以前の!別立についての凡通しが立てられる。

今回の淵査で以下の点が明らかになった。 1.東部二堂 Ss12920の規模と構造が判明 した。

瓦苛き礎石建ちで器出があり. 9111Jx 4 Ill]の四而lilI付南北棟建物である。柱IIIJは，身舎が桁

行 ・梁行とも13尺 (3.901)等1l1J.liIiの出が10尺であり ，桁行総長が111尺 (33m).梁行総長が

46尺 (13.501)となる。基血規模はrh北36.501.東西17.501で，基国の出は約 6)ぐである。酋而

に3ケ所， 北面に 1ケ所の階段が付く。従来.第二立は切裂の建物と考えられていたが，入母

l量ないし容棟造建物となる。 2.'*第二堂の下層で4td立柱建物 Ss12930を検出した。121mx 3 

IHJの西嗣付南北線建物で基出がある。柱1l1Jは.桁行 ・梁行とも10尺 (3 01 )等1111で，桁行総長が

120尺 (36m).梁行総長が30尺 (901)となる。悲閣は現存音1¥で日さ45cmあるが，規模は不明で

ある。 この建物は，京第一堂下柄建物 Sß11 740と同H寺j~Jである。 3. Ss11740とSs12930の位世

間係，および京都一堂と束第二堂の位置関係は以下の通りである。すなわち.Ss1l740の東側柱

列と Ss12930の西入似IJ柱列とが筋を揃え，両建物のrt.i妻は200尺 (6001)離れる。SB12930の身

舎中]1曲線、は朝堂院下1.;;1区画中心線から225尺 (6701)京にあり ，この距雌は中心線から東而の塀

までの距離300尺の4分の 3にあたる。東第一堂と京第二堂のI有姿位iu:.はそれぞれの下層建物と

一致する。東第一立と京第二堂は校筋を姉ijえ，身令中軸線がSs12930の身舎中軸線と一致する。

4.第169次で検出 したB・c!~J大'併営の街辺と京都二堂商妥が筋を揃える。 A JVJ大嘗営の南辺

は B'C J切の約30尺 (9 01 )北に位illする。

この地j或の調査の進行に伴なって問題となっているのは.~i}J :堂の下層で検出している掘立柱

殿舎の性格である。これについては，東宮説が出されていたが，以上の事実と従来の調査成来

を合わせる と，下府起HI~ も 「朝堂」であったと考え られる。 恨拠は以下の通りである。 1. 内

装・第二次大極殿院 ・第二次朝堂|淀の全I或に，上府の建物配illに類似した下層建物群がある。

それらはすべて掘立柱建物で，一体のものとして計画されたとみなせる。 2.下層遺構の朝庭

部分には，大嘗宮のような仮設物を除けば常設の建物がな く，やは り庭と して機能を来してい

た。 3.東第一堂のみならず東第二堂の下層にも'ill物があり，これら下層建物の位位 ・規模を

ほぼ踏襲して上層の朝堂が建てられている。したがって，第三堂以南の朝堂についても下層建

物が存在する可能性が高くなり ，下階建物が合計12棟あったと想定できる。SB1l740がSB12930

より内側にあり構造が異なるのは，前JUl難波宮や藤原宮の朝堂にみられる第一堂と第二堂との

違いと同様である。

このように下層遺併を朝堂と考えると， 以下の点が問題となる。
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1. 下層胡堂の存続年代。上限は平城選者11当初まで遡る可能性がある。文献史料ではすでに

治l鋒1年間から拶!堂の記載があるのに対し，第一次M堂|淀の成立が発術12問査の成果から主f色まで

しか遡らず， これを和銅のM堂に当てることはできなし、。 したがって， 第二次朝堂l淀下層中~J堂

が和鋒jの靭]堂に当たる可能性がある。下限は上府!;VJ堂の建設時となるが， これが聖武天皇即位

のころか，平城迎者11後かは議論が分かれており，現状では後者の可能性が強まっている。

2. 平城宮中央の第一次i;VJ堂院と第二次制立院との|刻係。 部二次~:vj ~:院下桝 ~i}]堂がすでに奈

良|時代前半から存在しているから， 二つの地区の!;iJJ堂|淀は終始iì~存していたこ とになる 。 第 1 7]

次調査では.奈良H寺代の前 ・後半ともに!別立のI十J辺に二つの!;uu:どをつなぐ塀がある ことを縦

認しており，すでに刺立並存の徴証が見られていたが. 今回のl測:rf.によってその点がさらに布Ii

強された。弱]堂並存の意味については，第一次の籾J:堂が凹立で，第二次のそれが十二堂である

ことを重視すれば，平安宮の豊楽院 ・朝堂院と問機に機能の分化と考えることができょう。第

一次朝堂院では主として儀式 ・宴会が，第二次車!J堂院では朝政が行われる，といった使い分け

の端緒となったのではなかろうか。

3. 第二次朝22院下肘!:lJJ:，i止の正殿， つまり第二次大極殿下肘他物はや'Iか。大極殿に類似する

機能を持つ「大安殿」に比定するのか. さらに別の殿令か，いまのところ断案はないが，

れにせよ!別立が付紙すべき大敗であることを前提に今後の検討を進めるべきであろう。
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内裏東方東大溝地区 (第172次)の調査 調査区は内裏東外羽lと内事東方官術とに挟まれた，京

大様 SD2700を中心とする地区で，北は第21次，東は第38・40・159次， 簡は第154次，西は第

26・33・70次調査区に接する。検出した主要な遺構は，掘立柱建物22株，門 1籾i，築地塀2条，

掘立柱堺27条，機10条である。以下，今回あらたにその存在が判明した内装束外郭東接官157，

東大i'Pf.， 内装束方官lIHの順で，遺構の状況を述べる。

内裏東外郭東接官衝 この官mJj或は，東西を東大iiYiSD2700と内裏*外郭東面築地 SA705で限

られ，南は第154次調査で検出した内装内郭からの排水機 SD4240で限られる。東西幅は当初約

16m，のちに東大協の堆積土上にm北堺 SA12800が築かれて約17mに広がるが，平城宮の官i宿

区画としてはきわめて帽の狭い特典な形態である。迫ー椛は大きく 41時期に区分でき，AWlが奈

良時代前半， BWJが平城泣者1I以降， cWJが天平宝字年!日l以降， DR!lが奈良時代末である。A-C

JYJには，官術域を大きく南北 2区に分け，それぞれに建物を 1-4棟配す。C期がlllI:も整備さ

れた|時期で，周囲を堺で囲んだ中をさらに堺で南北二区に分け，建物を整然と配置する。北而

区画施設は検出していないが今制査区のすぐ北側に策而塀 SA12800にとりつく東西塀があっ

て，内装束外郭の東門 SB6820のi'i'1fWIに述していたと推定できる。

東大溝 SD2700 平城宮東半音1¥の基幹tJI水路で120mにわた り検出した。堆積層は大きく 6層

あり，これを手がかりに構の変避を概観する。当初は葉掘りで，講師は 5-6 m， i奈さ1.6-

1.8m。天平年間前後に東岸を西に寄せて人頭大の玉石(三笠山安山岩)を和んだ石垣を構築し

た。この時期]の構幅は 4- 5 m， i奈さ1.2-1.4m。西岸は当初から石垣が作られず，杭としが

らみで護岸していたが， 早いl時期に崩様し，崩壊土を石垣底部までi如来したとみられる。天平

宝字年間前後に，i梓の西半を瓦を多量に含む①層で埋立て護岸とした。この時期は構幅 3-

3.5m， i菜さ 1mo @層の:t1li献で泌がほぼ埋まった後の奈良時代末に東岸沿いに幅約O.6-0.8m，

j奈さO.3-0.4mの制itltが掘られ， ⑤層がJlt積した。⑥府は講の最終末期の堆積である。

内裏東方官衛 問l査区東端で官WJの酋而 ・前面築地の一部と西門，東大桃に注ぐ!I音渠を検出 し

た。西面築地 SA2940の下層には掘立柱南北場がある。第154次調査の知見と合わせれば， 南北

堺は SA2940南端で東へ1111がり ，f千1而築地 SA12780の下層につながるとみられる。

遺物 SD2700から大量の木製品(主要な物を28頁に図示)・金属製品(同左) ・土器 ・瓦樽

類 ・木簡等が出土した。木製品では黒漆塗把頭や金銀蒔絵製品(本文57頁で詳述)，金属製品で

は銅製人形 ・海老錠(銀子)・和同銭パリ銭・鋳竿，土器では新縫製陶質土器，瓦簿類では riilk

m:器口」 盛担:1事・飛雲文軒丸瓦・迩華文鬼瓦などが注目される。木簡は4565点あり，造営関

係・兵部省・中務省に|刻わるものが目立つ。~!~告:土器にも中務省・宮内省関係のものがある。

まとめ 内裏東外事11東桜官術は"，*1北にきわめて細長く，通常の官f&r配世とは奥なる。この官

術の性格はどう考えるべきであろうか。2つの可能性をあげておく 。 1つはすぐ西に接する内

装束外郭内の宮術の付属施設であり.その官WJが手狭になったため 外郭外に付属施設を設け

たという可能性である。もう lつは，この官術が内裏外郭の門SB4215とSB6820との聞に位i丘
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することから，内甚ないしはその外郭の門を守る兵の詰所的なものという可能性である。奈良

時代には内裂に通じる (内門 ・l剖門)は兵衛府が，内裏外郊の門(中門・宮門)は衛門府と衛士

府が守i!tjしていたと思われる。また布11亀 5 (728)年8月には天皇の側近にいて警護にあたる中

街府が設世されている。今回出土の造物にも「兵衛J r中術」「115従料J，五衛府の主典である

「大志J，兵部省被官の「造兵司」などの記載のある木簡や，「献軍器口」の墨書増，「中街」

「術口」の品~:土器，黒漆塗把頭など武官の存在を物語るものがあり，付近に兵がいたことを

うかがわせる。節目次制査で出土した木附から，内装北外郭内に兵衛の詰所があったと推定さ

れていることも参考になる(r平減宮木簡ー 解説J)。今の所いずれとも決められないが，今調

査区の北側の調査によって，官fMの性絡はより明らかになろう。

内裏束外郭束.f~官{荷は， C JUIに最も整然とした姿を示した。その改修は東大法③暗の瓦護岸

(天平宝字年間前後)とー述の作業と みられる 。 この③隅からは東方官f~j所用の瓦が大量に出土

しており，京大i昨に注ぐH音渠を改修したのも瓦護岸後まもなくの頃であるなど，天平宝字年IIIj

前後には内装束方官flijを含め この地域は大規模な改作をうけていることが知られる。それは

r絞日本紀』に見える天平宝字元 (757)年 5sJの大宮改修，あるいは同 5年10月の平城宮改作

などと関連する可能性がある。なお，内装束方官術の下回から上!日への改修と，内裏東外郭東

接官1Mの時期変避との対応関係は今後の謀題である。
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内裏北外郭北方 (第174-8次)の調査 ，J~)ftj血は内楽北外邦に北接する所で. 7.5m離れる京間

椛 2 条を検出した。 こ のうち市のiN~ SDl2972は|人l裂北外郭北IfIi築地の北f:I・j族出もしくは. 1λJ!j~ 

北外郭に北抜する 'l~iWiの THJHÆ胞li.止に )U) わ る illflltと考え られる。ちなみに，都139次調3'Eで.1付泉

北外郭東北叫の築地が!I{lj;認され.これからiW)訴される行術のIt'I北焼肢は築地心々で約6t1mであ

る。 SD12972の悦心はniifli築地 SAtl88(第10次川公)の心の北約70mに位向する。

佐紀池南辺 (第177次)の調査 よ)~械fiïllj北部にある佐紀池は，従米の調子正で奈良1f.1千代の 1~11池で

あったこと を似認している 。 抗92次iU~) :ffでは.池のTt.i i;~ と新 1 1二1 2 u~nYJの]1更を伴う 1JI 水路を検11\

した。本部jft区は節92次制資区の阿|掠りで.池山の続きをli"{tj;認する!OWt-がもたれた。

調査の給結.栄，奈良l時時代の巡

る束西i悦伴とZ来u訂I刊1川可りブ方1向のi悦II北V昨刷4パ1杉状1犬〈迫遣:t打仰悦F昨'ItSD1297引lがある。BJOJ :益老 6年 (722) ばiに， 東西II憶を水Jj';'と

mでJ以く斑い.さらにその上に制土をji'.:き..fW土の再jめiにlkjJlji昨を設ける。この杭土が池の犯

の一部であった可能性がある。 C WJ: 奈良IL~代q'lìHこ. B JUJの航土のI事ijiJ!l)にさらに航土をii"，:き.

その南側に~I，W:)2.6m. i奈さ約0.5mの京洲市 SD12965を設ける。このiNtの位jri'は，符iJlj:ill行1¥の

.jfli定馬裂やその東方官1nrの北町iを|拠る築地の北11l1Ji昨の約 3m北になり，このj也j或における何ら

かの宮術の北|拠にかかわる消と.j{ff定される。AJVJの SD12971はこの出とほぼ同位iEであり，こ

のi此の前身泣怖の可能性がある。 DJ!1J: 公l~U.'t代末ないし平安時代初めlìt SD12965の雌絶後に

m北廟付東西線建物が建てられる。

今回の調査では ì也岸を ~"{Ij認でき なかったが.第92次訓:ff区の池i芋は排水路にむかつて附に

張り出すので，本調査区付近ではj也岸が幾分か北に後退するものと.j(t定できる。BIYJの木府-

i:.R_層は多hlのj'jlJJ骨・給皮を合み.この地域で後老6年頃に何らかの造'jz-が行われたことを示す。

この木!苛 ・炭肘および直上の航土からは多)1~:の木附 ・ 木製品・瓦 ・土器が，<1'，土した。

馬寮地区北方(第174ー20次)の調査 i州i持111"1からのびる符内東西道路をはさんで馬授の北側

の地域では，従来奈良時代のlJ.J1~:な造併を検出していない。 今回，南北棟建物 2 f~[ と. 区画に

かかわる施設とみられる 2条の東西i砕を検出し この地域の級相解明の手がかりを待た。

北面大垣(第174-16次)の調査 歌~1:iílÏj凶作し、西側で. ~123次調査区のすぐ京にあたる。 大垣

築土器底部と北雨裕治，下肘の州立柱腐の柱持t!形(一辺 2m)を検出した。

平減宮北方遺跡(第174-2次)の調査 I 水上池南岸の謎岸工事にともなう淵査。調査区は宮

北面大垣のすぐ北側で，大鹿のtjf，¥j也が想定された。また谷自Iiをj麗きとめた奈良時代困i也の存在

も考えられ.i也の堤と大垣の|刻係を知る上で重要な所である。調査の結果，現在水上池がある

もともとの谷筋のうち北部大垣の近くは， 奈良時代中頃には絵地して利用していたことが判明

し，池の京商問調査区では国土方IIR方位にのる東西講を検出した。

平城宮北方遺跡 (第174-5次)の翻査E 訓査地は下音堂池の西南 超昇寺城跡、の西方にあた

る。趨昇寺械に関連した東西濠(復原涼師10.6m.深さ4.2m以上)を検出し，城の範囲が従来の

想定範囲を越えて西方に延びることが明らかとなった。 (岩永省三)
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2.平城京跡の発掘調査

'8'. 

000 例年度までの調査地点

- 今年度の側資地点
(fl字fj問主:);位}

o lkm 

平減京発抱制:tt位位図

右京八条一坊十四坪 (第179次)の調査 大和郡山市!島芥焼却場予定地の事前調査で，これまで

大和郡山市教育委員会の調査も含め，計5回にわけで実施してきている。その結果，左京八条

ーがJ十三 ・十四坪における宅地割の状況を知ることができ，また，金属製品やi奈製品に閲する

工房がこの地域に存在することが明らかになった。今回の調査地は，過去5回の調査地に挟ま

れた地域で，十四坪のほぼ中心にあたる。検出した主な遺構は，奈良時代以前の斜行構 1条，

奈良時代の摘立柱建物24棟，掘立柱塀 5条， i梓4条，*1二戸3基のほか，炭化物を含む多数の土

峨などで，奈良時代の遺構については，大きく A.Bの2時期lに分けられる。

A J~jは問査区西端の道路遺構 SF1650によって， 坪が東西に区画されている。 束に南賄付の東

西棟建物 SB1710があり，それを阻むように，建物，倉庫が建つ。これらの聞には，円形，長円

形の土綴や炭化物を多く含む不整形な土綴が多数ある。特に後者の土境ーからは，とりべ， 輸羽

口，帯金具の未製品，留針など金属工房と|刻述する造物の出土が目立つ。次の B期では，区画

塀 SA1300などによって十四坪は細分され，宅地として利用されている。なお，建物の建て替え

等が認められるが，遺構変遷の各時期における細分については，現在検討が進められている。
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布京八条一以i十凶坪発掘調査泣1I1t1世|

澗査の結-!i~は， 過去の制資所見と同じで.-.ti京八条-Jjj十三 ・十四坪のj也は， 奈良時代前半

は金属製品や漆製品を扱う工房的な施設が存在し.後半になると坪|付を純11分し. 1/161町あるい

は1/32町の宅地として利用されていたことがI~l らかになった。

左京三条ニ坊七坪(第178次)の調査 デパート建設にともなう事前調究で.約40.000m'の敷地

のうち約30.000m2を2年半の!Y11I1)で湖315する予定で開始した。今回の訓査地は，敷地のitJ端に

あたり.国道368号線(大宮通り)に而した夜間約140m.r十j北約50mの範1mであり，七月tのit.i

半分にあたる。従来の剥究でも.左京三条二Jjjには. 1 Wf (以上)を占める大規棋宅地がfi{liか

められており. i十jの六併では. r主Ii也を中心とした去:遊施設も比つかっている。こうした点から

も，宮に近似した今回の司1.Jj'tj自における土地利用状況は注目された。検出した泊桃は，持I!立本l:

建物50棟以上.拘!立柱塀39条以上，出10条以上，井戸14i!k.坪境の道路 1条.Jjj問路 l条，坪

内道路 2条などである。これらの迫椛は，平城京造営以前 (AJYJ)と奈良時代以降 (B-EJYJ) 
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に大別できる。

A期 平城京造営以前，調査区の東半部には，数粂の自然、河川が北京から南西へ蛇行しなが

ら流れている。最大のものは，幅 4-12m，採さ約1.5mで，現在調査区の東を流れる菰川の旧

流路である。この流絡は，奈良時代の初めに一度掘り直され，中頃には埋め立てられた。

B期 七坪と二坪との問に坪境小路がなく，両坪が一体として使われていた時期。七坪西半

には，掘立柱塀をめぐらした区薗があり建物が並ぶが，東半は，掘り直 した河川があり，空間

地が目立つ。B則は，さらに 3小!UJの変避をたどる。

BI期は，南北堺 SA50と*凶堺SA95に固まれた区画がある。区画のなかには， 二坪との境か

ら商にかけて，南北に隔をもっ東西棟建物 SB100が建ち，これと SA50のほぼ中間に位i置する南

北塀 SA70でさらに区切られた東方には，2棟の東西棟建物 SB56・62がある。東西塀 SA95の北

に緩して，南北に側ÜI~ をもっ11"[西道路 SF77が通る。 これらの区画の外には， SA50の*に接 して

東西棟総柱建物 SB45がある。南北協 SD106は，東二fjj-J;Jj問路の西側榔であり.平安時代の初頭

まで存続していた。

B2期は， SB100を除いて，建物や堺は造り替えられる。SB100の東方に SA70の位置を踏襲し

た南北塀 SA71と東西塀 SA38，南北堺SA39で困まれる区画ができる。このなかに，東西棟建物

SB40・60があり， SB40の東妥には SA39が取り付 く。

B3 WJには，区画が北へ移動する。南北堺 SA35，東西塀 SA34があり ，SA34には，南北m
SA101が取り 付 く。SA35は，条-J;Jj計聞による七坪の東西中指h線上， SA101は二坪・七坪の境界

線上にあり，計画的に配位されている。区画のなかの東西棟建物 SB90は南北に陥をもち，身舎

は床張りである。区画の外は，東方に南北i棟建物 SB21・26などが建つ。

C期 七五I~ と 二坪の!日j に南北道路 SF1l7A が設けられ，様相が一変する 。 七坪は，東西道路

SF87により，さらに南北に二分される。北半は，東西に原Hをもっ南北棟建物 SB651棟のみであ

るが，雨.:j:.には，南北に附をもっ東西棟建物 SB55のほか，抑立柱建物 SB01・42・81・84があ

る。なお SF1l7Aの東側憐は，現状では 2ケ所で途切れている。これが当初Jのものか，後世の

削平によるものかは，そのうちの 1ケ所がSF87との交点にあたるため，慎重な検討を要する。

D期 南北道路 SF1l7Aが廃され，再び七坪と二坪が一体として利用される。二坪 ・七坪の

境界線上には東西に聞をもっ南北棟建物 SB96があり ，七坪の四から1/4のところには.東西棟

建物 SB58・59が南北に並び， SB58は南北にl向をもっ。;坪の東西二等分線を挟んで東には東西に

附をもっ南北棟建物 SB20，酋には東西棟建物 SB41が建つ。また，この時期になって，それま

では，ほとんど利用される ことのなかった菰川旧流路のー滑にも 小規模ながら建物が建てら

れるようになる。

E期 七坪と二坪とのIItJに再び1有北道路 SF1l7Bが設けられる。坪のなかを紺l分する施設は検

出されていないが，小規模な建物がSF1l7Bや坊間路沿いに散在する。E!VJは，さらに 2小JVJに

区分される。
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E1JUHま， SF117Bの京に，京西れ!iill物SB80・83・89，tljlllJ路沿いに掘立柱建物 SB09・11など

がならぶ。その中間には東西棟建物 SB32があるだけで，顕著な造械は認められない。南北挑

SD07は， tJJl:1J路凶側梯 SD106の西30尺に{立院し何らかの区凶を示すものであろう。

E2J明は， SF1l7Bの束に，東西線総柱建物 SB92，陶に!niをもっ東西棟建物 SB82，坊!日l路沿い

にJ樹立柱建物 SB04・08・13，それらの中11IJに小規模な掘立柱建物 SB43・64が建つ。

井戸 14訟のうち，井戸枠等の遣存していたものは 8器である。このなかで，縦板を用いた

例が4基 (SE02・15・36・78)，1.長板をぬいた円形1111物を据えた例が3基 (SE67・79・116)で，

:fi'It板 r!.~能組は SE72の l基である。残り 6 基のうち 2 基 (SE17 ・ 115) は ， 掘削途中で埋め戻して

おり，他の 4基 (SE03・16・112・113)は， ~ I:戸枠が抜き取られ逃存していない。 これら 14~主

の井戸のうち遺構の重桜関係などから抑!削時期を4m定できるのは，SE36・72・115の B3lYJ，

SE79の BlJUJ程度しかない。一方，廃絶|時期も，井戸内の出土造物から SE15・16・79などが奈

良時代末と准定できるにすぎない。また，井戸の配illをみると，南北に分かれて，それぞれ東

西方向に並んでいる。迫-械の変選や坪内の分割.区画等の土地利用状況を知る上での手懸りに

なる。

まとめ 今回の調査では，平城京造位当初から 21Uf以上を占める施設の存在したことが確認

され，また，七坪と二坪とが一体に利用されたl時JUJと道路で区画される時期のあることが明ら

かになった。 しかし，この道路が坪境小路であるか，敷地内の道路の一つであるかは，慎重な

検討を要する。継続して行われている七坪北半の都184次部l査において，南北塀 SA35・50は，

八王fとの境界を越えて，さらに北に続くことが判明しており， 41町規模の施設の存在が明らか

になっている。これが大規模な宅地なのか.あるいは公的性絡をもっ施設かは， 今後の大きな

課題である。

3.平城京内寺院の調査

本年度は，法主iiF寺，興福寺，薬師寺，東大寺，秋篠寺，西大寺の寺域内での事前調査を実施

した。ここでは，法華寺と西大寺の調査の慨要について記す。

法華寺 (第174ー22次)の調査 公民館建設に伴う出j査で，現在の法華寺南門の東南にあたる。

衛門の南では過去 2回の調査によって，奈良時代の金堂跡が確認されており，今回の調査地は

その21束にあたる。調査の結果，奈良時代の法務寺造営に伴う遺構と造営両IIJの遺構を検出した。

法重軽寺造営前の遺構 検出した遺構には， !前!立牧建物 1fJll，機数と井戸周聞の排水施設である

石組榔がある。発掘区東北部で検出した際放SX3998は，南西部分の状況を知ることができた。

喋敷は地山を 1mほど掘り下げた而にあり ，j也山而との段差には，人頭大の河原石を 3-4倒

積み上げて擁壁としている。擁壁と際敷との問には，石組の南北構 SD3993，東西瀞 SD3994が

巡る。石組織は底に偏平な石を敷き，燦敷官111には剥IJ長い石を位いて側石とし，反対側はそのま

ま擁壁の石献につながる。一段高くなった機壁の西側jには礁が敷かれ (SX3999)，南側でも所々

a
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内
‘
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に際敷の跡がみられる。一方，京発射区

では，S03993， S03994の水を丙jへ流すrh

北石組椛 S03995を検出した。この石組I持

も底に偏平な石を敷き，東関に側石を立

てている。これらの地椛は，発畑区の東

北に想定される井戸本体に伴う施設であ

る。なお，井戸を聞むと推定される石和l

j停の位i丘を知るため電気探査を行ったと

ころ，石組li持で聞まれる純聞は向・北]6m

であると，推定できた。一方東西幅につ

いては，東発係!区で検出した石組挑

S03995が，井戸東のj荷の延長とすると

7 m，井戸の中軸線上とすると ]4mとな

る。 また. ~襲敷 SX3999の西には南北線建

y-リ五日

日
~ 

法務ミ!j:旧波内発抑調査ififllt図

ー-X-145，410 

5m 
E 司=1=1

物 S83991が建つ。発掘区東南附の柱卿形 SX4000は.S83991に取り付く塀，または. ~;Il の抗I!立

柱建物の西北|判柱と考えられる。以上の遺構は，法務寺造営に伴って廃絶したのであるが，藤

原不比等邸の時JUIまで遡るか否かは決定しえなかった。

法華寺造営に伴う遺構 検出した逃f，'ltは礎石建物 1f~(，石組出 1 条で，法華寺造営両íjの遺構を

埋め，整地した後に造られている。礎石建物 S83992は，西南部を検出したもので，版築による

基壇を伴う。版築直下には地固めのため厚く礁を敷いている。礎石は残っていなかったが，礎

石据付け掘形の底に人頭大の石を数個i泣き根石としている。なお，雨落機，基塩化粧の痕跡は

認められない。石組構 S03996は，底に偏平な河原石を敷きmll石を立てた東西i停で，位iii的にみ

て金堂に取り付く回廊の側憐と考えられる。ただし，回廊の基燈あるいは柱跡は検出 していな

いので，回廊の南北いずれの側織かは不明である。

西大寺の調査 西大寺の防災工事に伴う事前削査で，貯水拙から四王立に至る区間と立周辺の

配管予定地について実施した。また四王堂周辺では，配管位世を決定するために，本来の基駐

を官，(~認する調査も行った。 配管予定地では，西大寺造営以前の平城京の宅地に属す建物，中・

近i止の井戸，池などのほか，四王堂に付属すると思われる建物の一部などを検出した。

四王堂基坦の調査 現四王堂の周聞において器出規模確認の調査を行ったと ころ.当初の法担

規模を硲認したにとどまらず，四王堂が大きく 3時期の変遷をたどることが判明した。

AWJには，基壇は凝灰岩を使った出上積で地山の上に整地した後，版築で築く 。規模は東西

約37m，南北約31mである。柱はすべて抜き取られているが，断割りの結果，当初の凹王堂は，

整地後に柱穴を郷り，伎を立ててから版築で基国を築いた掘立柱建物であることが判明した。

r西大寺資財帳』によれば，四王堂は桧皮茸の双堂形式である。従って今回検出したね;抜きJ収
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り穴は，北側にある正堂の南側柱列と考えられ，正堂は 51ll]2聞の身舎に四面i稲のつく東西棟

建物と推定される。

BJ明は整地を行うとともに，A J~J基国の南半を削って段をもっ基出に造り直し，礎石建物に

する。基壇端には瓦と石を用いている。北側の基国の南辺で礎石列と礎石の問をつなぐ縁東石

と考えられる石列を検出した。 BJgJも双堂形式とすると，礎石の大きさなどから，正堂と礼堂

が屋根続きとなる形式が想定でき，礎石列と縁束石列は両堂の軒下となる中の間に立つ柱を受

けたのであろう。基塩化粧に用いられた瓦は火を受けており，また，基邸崩壊土の下には焼

土・炭層があり，この建物が火災を蒙ったことがわかる。基壇化粧の瓦や出土した土器から， B 

期の建物は， 9世紀中頃に造営が始まり， 10世紀中頃に火災で廃絶したことが判明した。

C J!JJに属する建物関連の遺構は検出していないが，基出は BJ羽のifj半の段を埋め立て，東西

にも拡幅し，東西中日は40mほどになる。現四王堂の外周に大量に土器を含む隔が広がることか

ら，現四王堂の位i世に，規模もそれほど述わない建物が建っていたと考えられる。B則の基国

土や遺構而に広がる封印i層出土の土器により， C JUlの上限は11世紀頃と考えられ， 11 i止紀初頭，

事lì~1ゆが西大寺別当に就任した後に凹王堂が再建されたことがわかる。(小林謙一)

国!園 |画一- -11

巴回

国
Y-19.8却

西大寺四王立基底と周辺の遺構liI
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1986年度 平城宮跡発掘調査部調査一覧

f羽査地区 遺跡・ 7刈査次数 調査 Jgl 110 制査(ば函)41i 制8 丑.チ， 

6AAO 平減宮第172次 86. 3. 24 -11 .20 1.900 内裏東方東大出
6AAC 

6AAT 平城s.第173次 86. 7. 1-9. 23 1.400 推定第二次車i11ii:院

6BFK 平b北京第174ー I次 86. 4.18 16 法華寺!日境内

6AAA， 平域宮第174-2次 86. 4.22-5. 1 95 平城宮北方遺跡
6ALA -M 

6AGA 平i成京第174-3次 86. 5. 7 34 右京一条北辺二坊

6AGU 平城宮第174-4次 86. 5.13 6 平減宮北方遺跡

6AGU 平域:5 第174-5次 86. 5.13-5.16 17 '" 
6ABN 平城宮第174-6次 86. 5.15-5.28 220 '" 
6BKF 平城京第174ー 7次 86. 5.19-7.29 950 J}(l縞寺|日境内

6AAN 平減宮第174-8次 86. 6. 9 - 6.11 14.5 内裏北外郭北方

6BTO 平減京第174-9次 86. 6.24-6.26 21 東大寺旧境内

6AFI -N・0 平城京第174ー 10次 86. 7. 7 - 7. 25 490 左京三条二tJi三 ・四坪

6BFK 平城京第174-11次 86. 7.10-7.11 9.9 左京一条二坊十四坪

6AFM 平城京第174-12次 86. 7.19-9. 6 1.070 左京凶条二t)j一坪

6BYS一日 平城京第174-13次 86. 8. 7-8.12 10 薬師寺旧境内

6BAK 平域京第174-14次 86. 9. 9 7.5 秋篠寺旧境内

6ACA 平減宮第174-15次 86.10. 7-10.13 16 平域宮北方遺跡

6ABA -K 平城宮第174-16次 86.11.11-11.14 21 平城宮北而大垣

6AOB -N 平域宮第174-17次 86.11.13-11.14 10 馬寮地区北方

6AFV 平城宮第174ー 18次 86.11.25-11.27 6.5 平l成宮北方遺跡、

6AGA -G 平減京詩~174ー 19次 86.12. 3-12. 5 5 右京一条二坊

6AOB -F 平減宮第174-20次 86.12. 9-12.12 75 !持寮地区北方

6ACO -A 平域宮第174-21次 86.12.17-12.18 10 イシ

6BFK 平減京第174-22次 87. 1. 7 - 1. 27 95 法華ミ!f'1日域内

6AFC 平城京第174-23次 87. 1.30 4.6 左京一条二坊十T1'

6AGA 平城京第174-24次 87. 3. 2-3. 5 43.2 右京一条二坊三坪

6ABL -A'B 平城宮第175次 86.11. 6- 2.000 推定第一次申if11主i院rf.i

6ABVー C 平城宮第176次 86. 8.12-12.18 600 1(E定第一次車Jl1lt1院南門東s[IJ
6ABW-C 

6ACC -0 平減宮第177次 86.10.13-10.31 140 佐紀池南辺

6AFI-R 平減京第178次 86. 9.30-87. 4.24 6.900 左京三条二;りi七坪

6A 11ー 0・p 平減京第179次 86.11. 7-12.26 1.100 右京八条一坊十四坪

6ABL. 平城京第180次 87. 1.28-2.16 150 左京三条-Jjj- .八坪

6ABY 

6B21' -B 平城京第181次 87. 2. 2- 4.17 300 頭搭

6BSO 西大寺 次数外 86.7.23- 9.29 456.7 西大手t
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平城宮跡 ・平城京跡出土の木簡

平城宮跡発掘調査部

1986年度の調査では，平城宮跡の 2ヵ所と平城京跡、の4ヵ所の計6ヵ所から総計4961点の木

附が出土した。各調査区の出土点数は表のとおりである。主な釈文は 『平城宮発掘調査出土木

附概報(19)J(1987年6月

干1])に報告したので，こ

こでは内容的に興味深い

ものを中心に報告する。

なお点数が 『木簡概報』

と異なっているのは，概

報刊行後の整理の過程で

平

城

呂

平

減

京

制査地区
内装束方京大i持

佐紀池I何辺

左Jj'，ニ条ー坊ニ・四月E

左京三条二坊七坪
布京八条一坊十凶呼
左京=条-t}j一-八時

iit 

次数
172 

177 

174-10 
178 
179 
180 

増減があったためであり，今後は本報告の点数によられたい。

出土遺構 点数(i'jlJ府)
S02700 4382(2775) 
SD2350等 183(125) 
木府 ・炭層 276(70) 
S012965 3 
3f・戸 SE3930 
東二t}j坊間路西側溝等 113(8) 
井戸 SE1880
ー条大路南側浴S04006 2 

4961(2978) 

内裏東方東大溝地区 (第172次調査) 調査区は内装束方を流れる東大講SD2700を中心とするー

画で，木簡は東大様から4382点，東岸の内裏東方官術から東大j停に注ぐ5条の暗渠から137点，

内事内郭内の井戸 SE7900から東大様に注ぐ東西梅 SD2350から 7点，東大講西壁で検出したi梓

状封印iSX12913から10点， SX12915から27点.それに京大権西岸沿いの南北塀 SA12907の柱穴

から 2点の合計4565点が出土した。

京大織は宮東半部の基幹排水路で，これまでに第21・129・139・154次の各調査でも多数の木

簡が出土している。堆積層は大きく 6帽に分けられ，木簡はすべての層から出土したが， il~下

層からは養老 7-神f色元年，下から第 2層からは天平~天平宝字年間， 第3・4層からは天平

勝宝一天平宝字年間の紀年銘をもっ木簡が出土した。さらに第 6層からは延暦年間の文相-に登

場する人名の見える木簡が出土した。このことは伴出した土器や軒瓦等の年代が層序に従って

いることとともに，東大Wiが奈良時代を通じて順次迎没していたことを示している。以下

SD2700出土木簡を中心に，文書 ・荷札・ 付札・ その他の木簡の順に見ていくことにする。

文昨木N1iの特徴は， ①そこに見える官司 ・事織では「中務Jr図令寮J(2) r縫殿寮Jr侍従

所Jr左大舎人Jr右大舎Jr内舎人」など中務省|刻係のものが目につく。墨書土器にも「首 会

人寮Jr内舎人所」と記したものがある。その他， 宮内省関係 (r内勝司Jr鍛冶司J(1 ) 

SX12915出土木簡の「主殿寮J)や中街府関係(r中 i~rJ r将監J)，r大上天皇Jr春宮Jr内股Jr内

親王J (事h木口の鎧lli・)， r佐夜王」などの王名を列挙したもの等，天皇と密接に関わる内容の木

簡が多い。これは本調査区に南接する第154次調査での京大様出土木簡にも見られた特徴で，こ

の地域の付近に，内廷関係の宮司の存在を予想させるものである。②造営に関わる木簡が多く

見られる。その中でも「五丈殿」の造営にあたる「造五丈殿所」が釘や久礼 (梓)などの資材

を甜求した木町n(3)が 3点とまとまりを見せている。造石山寺所に壊運された藤原型成の信
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楽勝tの仮屋二字が五丈殿U呼ばれていたが，それはiえさ 5丈であったことからすると(r大日本

古文科:J 16巻206頁).r五丈殿」とは桁行 5丈の建物のことと見られる。天平宝字三年の「造'f?;

省」木町ii(4 )に見える「卿従三位藤原口口」は，その位|若から中納n兼式部卿篠原永手以外

になく，これまで知られていなかった造符卿の名が一人判明したことになる。「造東院所j (5 ) 

の名も見えるが，この「東|淀」が宮の:ïI吋長り 111 し í~i\ を指すものかどうかは未詳。 これらの 5 点

を含め造営関係木仰jは節 41Mからの出土が多し、。京大出JI直結層の第 3附は，誕jギのための瓦を

大)I(に含む土を織の凶jギーからJ文楽してできたIr1で，この工事に1*い京大it'1;西岸の官術は大規艇

な改修を行い，整然とした地物配itiをとるに主った。この第H'.1中の瓦には，東岸の内装束方

官{51所用の瓦が大~hkに合まれるなど，東方官術もそのH判。j に改作を受けていると見られる。 造

営|刻係木簡が多く第 4照から出土したことは，この状況に符合するものである。その時期は，

前述の紀年銘木附の出土状況などから ， 天平~j-;:字年 HlJ íiíj後と見られるが， r続日本紀』天王|王宝::1':

元年 5月辛亥条の大宮改修， 1百]5 年10月 己~IJ条の平城':~I"・改作などと l刻辿する可能性があろう 。

次に③兵士に関係する木削がまとまりをみせている。①でふれた中術I{:f以外にも兵部省関係木

Oii (r兵衛j r造兵百]j). r円)(，針f生j r大志j (五i術釘初l呼附L針fやJ佼受j刀j川i街2釘Iなどの主9典l与Lけ)r.l，児‘I.!

f烈烈!日!J( 6 ) も兵士の制!成￡を示す可能性がある。 これらは「献軍部」と記すL!兇::1弘 「中 í~rJ r術

口」と45く辺住土器の11'，土などと材1まって.付近に兵士のいたことを示すものであ り，1人i裏京

外部東篠宮{市の性格に示唆を!]・える。奈良時代には|付裂に通じる門 (1付1"1'1剖I"J)は兵術I{:fが，

l付磁外郭の門 (中門 .ii'; I"J)は術門附とi!i:r士附がザ術し.またや]1(1色5il~ 8月には天皇側近で持

議にあたる中街府が設ii'刊された。今回出土した木Oiiはこうした状況に迎合し，「内隔南方図門

.T:b (7)r北西門Jrp[jI"IJなどの門関係の木Oii'b.兵士による守i:i:rとの|刻辿も考えられよう。

その他 r僧房所J (11)の名を記す木Oiiは第 6肘から11¥二lこしたが，そこに名の見える 「中m-m
紀祁!~)ÈJ は. 第6)荷が京大i日!のi此終末期lにあたることから，延l肘符削1ロ2年 6月l日1日「東大寺{使史解」

(げr司守平1.安泊文J 8巻4位28印9号号.)にb加加II ~岩P将i している 「正六{も位i泣}

次に桁札木R問iiについて』比Lると，多数の引ij札木簡が出土 していることは，これまでの京大携の

淵査と共通するが，今回特にü: f=1 されるのは， 参 iuf国芳図~m比英的からの荷札が 3 点出土した

ことである(8)。そのうち先形の 2点は 「海部供ポ九月料御計」の荷札である。同般の荷札で

杭ちに!41い/Hされるのはl，iWI¥篠山13・析的の木Oiiである。比:j%叫は，III'I}みに扶まれたも11:1丘にある

日川口山にあたるとはられる。誌は呉立で‘マクと，UIIむが，比英とfIi-いてヒマカと訓むことは，

美作をミマサカ，相 I~ をサカラカと訓む例な どから.充分に可能性がある。 比英嶋木Otiの出土

により.篠叫 ・ 析的だけでなく ， 三河的の三j;』の iflH部はいずれも)~料方式で伐を買上していた

ことが雌認された。次に仰札によって.これまで知られていなかった駅.1'，が新たに 3つ'j:1J明し

た。それは若狭国三方郡司:田駅 (10)，阿波国1JI¥1'iBI¥武芸駅(9)， 1日u部隊麻駅(これは SXI2193

11'，土)であり 『延存式』以前の駅路の変避を知る」てでのH11Ajの資料である。

小l札木Oiiでは r附子J (13) rキ111辛J (]11) r石削・」など薬の付札が自につく。とりわけがiこす「

A
U
d
 

9
0
 



はきわめて小さく，かつ全く同じ大きさ (28X10X 3 mm)である。品約二iニ器にも r{鬼皮fi:Jの記載

をもつものがある。本側査区の北にあたる第129・139次制査でふ京大I砕からは多くの薬物|品l係木fin

が出土しており，付近に関係官司が存在したことを示唆するものである。

佐紀i也南辺(第177次調査) 平城宮西北部にある佐紀池の南岸で実施した本調査では，奈良時

代の 2次にわたる整地を確認したが，調査区北辺部では下府の第一次整地土の下に. 1平い木屑‘

と炭層の:lj~有iがある。また調査区中央音11の第二次整地土上には紫掘りの東西出 SD12965 (幅2.6

m.深さ0.5m)が銅られるが，木Niiは木府・炭層及びSD12965から合計279点出土した。木屑，

炭層出土の276点の木fl1j中には，和銅 4-養老6年の紀年銘をもっ木簡が含まれ，伴出した土器，

軒瓦などの年代と合わせ，第一次整地が行われたのは養老6年頃と見られる。

木屑・炭層から出土した木簡には荷札が多く含まれているが，第172次調査で初めて出土した

参河国比英嶋の海部の1~木簡が，ここでも 1 点出土した。また「丹比門」の名を記す木間が出

土した。「丹比l"lJの名を書いた木nnは，第122次調査で宮I有而mp'j(壬生門)前の二条大路北側

挑 S01250から出土したものに次いで 2fylJ 目である。 なお，藤原宮でも平安宮でも丹.!tl'~ (藤原

宮出土木簡では「蚊王j1'IJr多治比l"IJ.r延等式』では逮智門)は宮北而東門であるが， 主ff.域宮の

南面東門の位世及ひ官・西北部で「丹比門」木簡が出土した理由は未詳である。

今回出土した木問中，最も注目されるのは「天酎J r急ミ如ミ律ミ令と」の記載のある木fl1jで

ある(15)。これは120X 76 X 18mmという大型材の表而の対角線上に，四ヵ所 「丈マ若万日/天

酎~ ~ J と記し，それを四葉状の長円で闘ったもので，各長円の!IlJ3ヵ所にも「長口J r熱口」

「口河」の文字が性かれている。 さらに左右両側面には「急そ女u ミ律そ令と」の!JH~}があり，

呪符木簡と見られる。「酎」は「剛」の異体字であるが，「天岡IJJが何を意味するのか不明であ

る。呪句中には「天草(岡)Jがよく用いられるが， これは北斗星のことである。「天剛」はあ

るいは「天主(岡)Jのことであろうか。これまで知られていた「急ミ如律令」の文言のある木

簡で最も古いものは，多賀城跡と伊場遺跡出土の呪符木簡で，ともに 8・9世紀の交頃のもの

であったが，今回出土の木簡iによって奈良時代初期まで遡ることが確実となった。なおこの木

簡の裏側は未調整であるが，側面の「急ミ如ミ律そ令そ」の記載位世からすれば，厚さは当初

のままと見られ，表面が面取りされていることから，何らかの部材の端を割り取ったものを木

簡に利用したと考えられる。呪符木簡としては特異な形状もそのためであろう。

左京三条三坊七坪 (第178次調査) 七坪南半部にあたる今回の調査では，七坪と十坪IllJの坊間

路西側構から111点，七坪内東半苦11を流れる拡川の旧河道から 1点，建物の柱抜取穴から l点の

合計113点が出土した。その中で特に注目されるのは「口口井口人等上日帳」と記すもので

(16). 裏側の上下両端をかき落とし段をつけており，「上日帳」を入れる箱の蓋と見られる。

出土木前中の荷札の多いこと，内容は不明確であるが「正宮四人 内蔵一人」と記す木簡の

あること，この地区は平減宮に近接し，かつ七坪と西隣りの二坪とが一体に使われた時期があ

ること等と合わせて，この地域の性絡を考える上で重要な手掛りになるものである。(総出向日己)
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興福寺所蔵 『春日社経蔵経論注文』

歴史研究室

本年も興相手)=刊行誌の古文f11 ・ ~I~和の議:Jjlt ・ 3建国を行うとともに， r興干福寺典llr文{I ~: 目録』 第 2

在の刊行準備を行った。ここでは目録部 1巻収録分の節目函 2サ 『春日社経政経論注文』をキli

介する。

まず本j， lrの~Il:誌を記すと.体裁は袋綴袋. 平|・紙は桁紙で， 後111ì表紙と素紙jiil表紙がある。 縦

29.0cm.般23.3cm.紙数は民{表紙を合め 9紙であるo Wk~~ はなく， 一而ほほ10行であるが，部

8 紙はg~紙をー紙綴じ込み，その-ïflìに件写している 。

本1，1):は)J;(表紙の左下に「検校 (川 II)J とあるが，第 2紙 に 円二時卒徳三年良三月十六日以古

本111:写之/検校少似者11尋L~ (~日II )J とあるので. JJt正元年 (1455)から長禄三年 (1459)まで

興福寺別当であった大乗|淀尋L~の作写にかかることが長iIられる。 表紙外題には「森日社経政経

論・注文」とあるが，これはLI頭の「森日御経蔵被納経;~命寺11; 目録」を指すもので， 目録以外にそ

の関連4.J~mも記されている 。

作自社にはいくつかの経肢があったが，本tl?の経蔵は一切経践と4かされたもので，森日本社

の西方にあったらしし、。その起源は節 2紙裂にも一部記されているが，寛治 6年 (1092)7月に

白河上阜が金遊山話を したl時，急病になり.恭日干111の谷めということで，森自主UJfiで11]:日不退

の一切経説諭を発願したことにある。翌J':!'j'台7年3月には上阜の春日社行幸があり，政手112年

(1100) 7月6日には一切経を告・写し，その供養を仕jjJ[で行い，同15日に一切経説舗を始行して

いる。その供料として越前国河口庄が施入された。その一切経肢の経巻の収納状況を，文水元

年(1264)1 0月に賢位惣蔵司が告:き上げたものを ~!.L~が卒徳 3 年(1454 ) 3月に作写したのが

「経論等目録」である。一切経蔵には文水元年までには一切経の他，多数の経巻が納入されて

いたことが知られ興味深い。春日社に成l唯識論をはじめとして多数の経巻が施入されたことが

極々の記録にみられるから，それらの中にはこの経践に納められたのもあろう。経巻以外には，

供料庄園|剥係の重告ーや一切経蔵の経巻を用いる社百i法会執行に|刻する文書記録類も共に保管さ

れていた。

「経論等目録」以降は尋J~が告ーき加えた事項である。 rf*検校職相伝次第」は一切経政と fJ~料

庄図を恰，"Ii出した検校の次第が記されており， 別当クラスの僧が任じられているが，訂t尊は「経

論争~;図録」の末尾にあるように享徳 3 年に検校i臓にあった。「相伝次第」の次には毎日のi伝説を

行う一切経主役百口の記載がある。百人を 5番20人ずつに編成し. 1番が6日ずつ転読を行い，

1か月 で一巡する。百口のうちに蔵司 5人がおり，う ち1人が惣政司で，検校の代官として経

践のことを全て奉行した。社頭転読の組織が具体的に知られる記事である。ここまでの記載は

同時になされたとみられ，本来の本容の内容と思われるが，以下の金泥唯識論告:写等の記載は

尋尊畿であるがやや訓子を異に しており，後に付加されたのであろう。(加藤 俊)
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鳥取県の近世社寺建築調査

建造物研究室

前年度の奈良県に引続いて本年度は，鳥取県教育委員会から近世社寺緊急調査の委託を受け

て現地調査を行った。鳥取県下の鳥取市をはじめとする 4市 ・31町・ 4村のうち ・該当物件の

ない 2町村を除く 37市町村148件について実施し，合わせて，鳥取県教育委員会から調査報告書

を刊行した。

鳥取県は東西に細長い地勢をもち，千代川 ・天神川 ・日野サ11の3河川を中心として東西に並

ぶ 3つの地域に分かれ，旧因幡国の東部地区，旧伯者団東半部の中部地区，同西半部の西部地

区からなる。

滞政時代の記録によれば神社は4252社あり，現状は神社835社で約 5分の lに減少している。

これは明治以降の合併に依るもので，各社とも合嗣した各社殿の棟札を所有しており， i幕政時

代の神社の実態を棟、札から復原することも可能である。

近世ヰ11哨;の本殿形式は，県下で‘は流造が主流で調査f!1ニ数の55%を占め，切妻造妻入が30%.

次いで入母屋造平入，切妻造平入，隅木入春日造，入母屋造妥入の順となる。

分布傾向を見ると，流造本殿は東部57%. 中部30%，西宮1111%で東ほど多い。一方.切妻造

は西音~67% ，中音~33% で，東部では極めて少ない。 入母屋造本殿は主として東部地区に分布し，

中・西部には少な く，入母屋造平入が主流である。入母屋造姿入で正面に唐破風向拝のついた

備前津山地方の中山造は西部地区に存在する。隅木入春日造本殿は数は少ないが県下全域に分

布する。

キ111社本殿に共通する特徴は，一聞社が圧倒的に多く，かつ側面 2間，背面 2聞とする縦長平

面の例が多い。縁を身舎の四方にまわす四方縁と正側面の三方縁の二通りのうち，東部の流造

本殿が三方縁とするほかは，各形式とも四方縁が多く，大社造系の切妻造本殿とともに，出雲

地方に分布する大社造本殿形式の影響を強く受けている。側面一間向持をもっ例が中部地区を

中心に多く存在するが，これは通常の向持柱の前方に更に柱を加えて屋根を唐破風造，あるい

は軒唐破風付とするもので，大社造と中山造の向拝を合わせた形式をもっ。

出雲の大社造本殿は装飾iの少ない簡素な形式であり，県下の大社造系本殿でもとくに西部地

区の切妻造本殿に簡素な形式のものが認められる。しかし，近世初期から181止紀中頃まで， 1自

警地方では備前大工による造営が盛んに行われ，来立二重虹梁大瓶束などの備前様式が採用さ

れ，向1l正面に龍彫刻を館liるものが17世紀末頃には現われる。18世紀末以後には本殿全体を彫

物で飾り立てる傾向が加速されて，各形式とも彫物によって華やかさを競うようになる。

県下の代表的な近世社殿として，格諮布11社本殿 (重文 鳥取市 慶安 3年)，大字IjI山神社社殿

(県指定大山町文化2年)，聖千IjI社本殿(!県指定 鳥取市寛政頃)をあげることができる。

いずれも本殿は入母屋造である。
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寺院は，滞政l時代には424ヵ手j:を数え 現状は467ヵ寺であるから 約10%滞政時代よりも噌

えている。各宗派とも務政H寺代の勢力をほぼ維持している現状で，事ji宗寺院が近世以来，約半

数を占め，浄土系 ・真宗 ・其言宗 ・天台宗の科派が10%前後の分布を示している。また税政H寺

代には堂庵 ・辻堂 ・山伏修験は1328件もの多くを数え，民衆信仰の盛んであったことを示して

いるが，残念ながら今回は調査対象からはずれて現状を把握できなかった。

禅宗寺院は曹洞宗 ・ 臨消宗 ・ 賞!ht宗のうち ~lll ll洞宗が 9 割強を占めて，ほほ県下全域に分布す

る 。 調査した 18fjj[の本堂の平間形式は全て前後に 3 室づっ~þ.列 させた整形 6 l[fJI院で，首ij而に広

縁または広縁と土問をもっ方丈形式である。 "1"~たの仏JljJ . 室中境に円柱 2 本を立てるほかは全

て角柱で，部j査例は全て18世紀以降であるが，円柱以外に部屋境の柱は全て省略され. 11寺代が

|採ると円柱も省いて仏間iitr而を|井口氏し，各IflJ仕切りとも建共を省く ようになる。

RG宗寺院本堂は平而を前後に分けて前を外IW.後の中央を仏JIlJ.仏!日l両脇に余問をとり.外

|阜の正側三方に械をまわす一般的な形式をもっ。仏閉まわりと外陣内独立柱を円柱. il~リ まわり

を角柱とするものが多いが，全てf1J柱とする例もある。

真言宗寺院では智頭i町i以来寺が県下11立古の近 i止本堂 (~ l/ 2 1ド).仁王門 ・ 鈍楼 ・ 御~;~.~1:1: . Jil1 

挫が全て近111:の建物で、主主到=J.豆f>>を践して，近m:寺院としての対聞を最も.b!.く践す。

天台宗寺院には著名な古利があり，大山寺の宿坊寺院. }!，l:尼寺 ・長谷寺の仁王門・ 本堂， ー

仏寺の本堂はいずれも古い伝統を感じさせるものである。

浄土宗寺院 4ヵ寺， 日連宗 ・法華宗寺院各 2ヵ寺を;-Ui.]査した。平而形式はいわゆる突出型|付

陣をもつもので，一般的には時代が|経ると|付MIまわりを開放的に扱うのを通例とするが、法華

宗の 2例lま新しいにもかかわらず建具を入れた閉鎖的な空r:IJをもっ。

以上の各派寺院とも 17 世紀に遡る近桃は始ど~!!~く，目立って質の良い建物も少なく ， 幾内や

西日本の一般的な寺院本堂と比べてとくに変った地方的特色は少ないと云えよう 。

なお，県下の名神社は多くの制{札を所践しや11社数からみて 5 千枚以上に遥すると ~ft定され

る。調査5枚数は300枚程にすぎないが，近111:大_Lの動向や式年mffの状況， m営組織などの多く

の情報を得ることができ，今後の徹底した似札制査が望まれる。 (宮本長二日1¥)

大山町大事11111神社幣殿内部 sJ収rli盟事II.a本殿向J芋詳細
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徳島県脇町の町並調査

建造物研究室

徳島県脇町は，能向市の西約40kmの吉野川中流北岸に位置する人口約 2万人の小都市である。

燦盤街道と讃岐街道の交点に位置し，中世後JUIに減下町として形成され.近世に入って滅が破

却された後は問者11として発展した。特に江戸中JUJ以降.阿波の特産である藍から配さんされる

斑玉(議)の売口の中心地として栄えた。明治になって蹴の流通が衰える と，繭糸の克:nを行

い県下第三の大都市として繁栄したが.その後鉄道の路線からはずれ，産業も沈滞し.かつて

の繁栄を物語る上質の町家群が泣きれることになった。当研究室は脇町の依頼をうけ.国防補

助事業による伝統的建造物群保存対象調査を行った。

脇町の市街地は吉野川に援し.大谷川を挟んで西岸にl町家の後~する旧脇町地区と.東岸に

武家屋敷 .J;!!家の集る箔尻地区とからなる。調査はこの二つの地区の家屋の建築年代 .}j!築構

造 ・批観評価等を外観から悉皆調査しその成果に基き町家のi誌も集中して泊存する旧脇町の

南町地区のすべての町家及びその他の地区の主要な家屋・の実il!1J調査.社寺調査，資料調査を行

うという， 二段階方式をとった。これは数年来当研究室が行う町並調査で常に採用してきた方

法である。

町並の特質 旧脇町の内の南町筋は11fT家が辿Jf.1し，紛尻地区では武家屋敷の敷地情成が造り

いづれも伝統的iit蹴をよく殺している。特にT削frでは約 6釧の町家が優れた対制を似持し. ~!-J 

8制が戦前以前の建築で占められている。I有l町以外にも伝統的町家が多いが，北町では道路拡

幅ににより軒先が切断され，改造や建て替えも徐々に進行している。猪尻ではm築年代はやや

新しいが，土塀や生庖に閉まれた敷地内に広い庭

をとって主底と附属庄が立つ段村的な椛成で，主

屈には1草:芋t到

1 家屋の特質 旧i脇協町町f地区の町家iはま切J必6造本瓦到苛

でi過血?常;Ef平入であるが.時に姿入のものも悦じる。

壁や軒はi伊良控込が多<.両端部分の此下に相Ir盛.

庇上に卯mを設ける例が多い。ただしmn]!は明治

以降に流行したらしく ， 古い町家には卯訟はない。 ~I- 1 川流地区と優れた1;t飢のill物の分利

WI櫓)(割rl}c1/24000) 

I~ - 2 Iti町北側述絞立ifii医l
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IID家の主屋の背後には土蔵・離れ座敷を位く 。土蔵のうちには躍の寝床として使われたものが

あり脇町の産業の姿をよく残している。11fT家の建築年代は段も古いのが宝永八年の田村家で，

全国的にみても武重な遺構である。その他181仕紀後!UJからij災前に至る各時代の町家が見出せる。

平而は通常・の町家の平面に近いが， 表側をも土問とするもの(例.国見家)，表屋造として表屋

部分をすべて土問とするもの等， ミセノマ構成に特徴がある。梨椛は古くは登り梁を用いるが，

特に古式な町家では登り 梁が棟木を受けず別に東を組んでいる。19世紀中WJになると 笠 り梁を

用いず，隆j誌を二重にかける梨椛が多くなる。明治以降は洋小屋を用いるものもあらわれる。

表構えは現状では裕子 ・出格子が多いが，古くは言iiと大戸が主であった。柱に蔀の備えの痕跡

を残すものが多く ，明治頃は部と佑子が併存 したらしし、。一方武家屋敷は民家と平ini.構造共

にかわらない。ただし|時に式台をもつものがある。ま た下級武士の屋敷では小規模な町家の平

面をもっ天保十八年建立の遺構がある。脇11汀の町家には棟札がよく遣っている。その内明治則

の棟札にはハングル文字を模した日文を用いるものがあり ，それらは当町の郷社八幡神社(本

殿は18世紀初頭の三聞社)の宮司の手で記されている。

脇町の町並保存 南11汀筋には18世紀前期以降の質の高い町家が集中 して遺存するが，同時に

その周辺にも優れた景観を形成する11汀家や武家屋敷が散在し，旧吉野川沿いには近世の水運と

脇町の商家の結び、つ きを示す石垣，大谷川沿いには河畔の優れた自然対観がある。従って南町

を伝統的建造物群保存地区として，脇町の者同境整備 可
の核とすると共に，周辺の市街地を緩やかな規制と誘導

によって最観・環境の猿備を行ってゆく必要がある。同

時に町並保存と契機として，経済的な活性化を図り，総

合的な社会開発事業として進めてゆく必要があろう 。

以上の調査成果と保存計画の提築は 『わきまち一一伝

統的建造物群保存対策制査報告哲一一J (昭手1162年 3月

j脇町干IJ)に詳述した。 (山岸常人)

図-3 悶村家断面図
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図-4 国見家平而図



奈良市農村民家調査

建造物研究室

昭和58年度から 4ヵ年にわたり奈良市全域において，段村民家の悉皆調査を行った。過去 3

ヵ年は一次調査として主に外観からの調査を行い， 調査物件は 130~f6・約 1 .000練におよんだ。

本年度は一次調査物件より良質な民家39線を抗11出し， 二次調査として平而・断而の実il!IJ，m~原

郡j査，1mき取り制査を行った。

建築年代は幕末から明治のものが多いが， 171止紀頃と考えられる武野義正家(大安寺町)を最

古として， 18世紀以前に遡ると考えられるものが8隙みられた。資料より建築年代が明確にな

るものとしては痢内掠家(高樋町享保二年 初l札)が古い例である。棟札を残すものは府内家

以外にはな く，板絵図，墨書銘，過去帳，祈砧札によって年代が判明したものが数棟あった。

平而形式は二間取， 三間取，凶間取， 六 1111 1似があり，大規模なものと しては，九l瑚1~の武野

義正家がある。 四間取が26株と最も多 く ，次に六問~が 6 棟， その他が数棟づつである。 四間

取の一般的な部屋構成は下回のとおりである。四間取では日食違い間取は少なくほとんどが整形

四間取となり ，J段違い間取の場合はナンドが狭くなる。六間取は比較的新しく ，古いものでも

19世紀前半頃と考えられる瀧口忠男家 (佐紀西町)があるにすぎない。また 3械は明治時代に落

棟座敷を噌築し，四間取から六間取となったものである。三間取は数少な く(3練)19世紀前半

から中頃のものであるが，いずれも前座敷型の三間取である。

座敷は一般的に表s{IJにある。座敷とナンド境に床 ・仏駐を設けナン ドを閉鎖する形は東山の

山間部に限られ，明治頃迄みられる。居室土問境には，ツキトメ憐または 1本総により板戸を

片側に引き込む形をとるものがあり(約4割)，両形式とも明治まで存続する。居室聞にもツキ

トメ講を用いるのは岩本泰一家(長谷町 18世紀初)のみである。さらに古風な形を残すものと

して，クチザシキの土1fl]:I克を土壁で閉さすii'i'水飽三家 (南椿尾町 18世紀後半)がある。

架構は全て上屋梁上に叉首を組む。上屋筋の柱を省略し下屋を部屋に取りこむ形式は18世紀

には既にみえ，一方上屋筋の柱を省略しない形も明治まで残る。 (島田敏男)

o 5M 

岩本司祭一家断面図 ・平而図
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大覚寺大沢池(旧嵯峨院)の調査 (3)

建造物研究室・平城宮跡発掘調査部

1984年の調査で、は名古曽illii湖、から大沢池に連続する遣水の北1/3を検出し， 1985年には嵯峨美

術短大グランドの中央からi!YilllJのー術を訓査してきたが，明確な遣水痕跡を検出できなかった。

従って本年度は1984年の調査区に一部重被して泣水の南への流水方向を追い，同時にグランド

の東半剖lにも調査区を延長して調査を実施した。 調査期間は 1986年 7 月 14 日 ~8 月 21 日で，調

査面積は約360口"である。

平安時代初頭に名古曽ìn~から南流する逝水は途中に池状のi留り (SG 32)を形成し，再び南へ

流れていたものと思われるが，その後この池の東西両岸を埋め，幅約2.5mの遊水 (SD35.45) 

に改修している。改修後の造水は両岸が礁で護岸され，一部長石で修設される。とりわけ東岸

には流れを思わせる石組施設 (SX48)があり， 1984年検出の東西築地北側協 (SD28)の延長線

上に位置する。その後設岸や石組施設は再び周囲の盛土造成に伴って埋められ，両岸は新たに

際や景石によって護岸修最される。1984年に検出した石組暗渠 (SD36)は，これらの対石群の隙

rslから導水するための施設であることが判明した。以上の 31時期に分けられる逃構は.いずれも遅く

とも15-16世紀には埋められている。

グランド東半部の剖査区では，蛇行する何約 5-7 m， i奈さ約O.8mの桃 (SD43)を検11'，し，埋土

から平安時代の緑樹l土師昔話や|法Ul*fが出土 した。岸の勾配は緩やかだが，州浜状の護岸施設もなく遊水

としての体裁は終えていない。しかし，込:i-水が蛇行しているのだとすれば流水方向は妥当であり，両

者の連続状況が判明する事を今後の調査にJYl待したい。 (回中哲雄 ・本中 真)

86-3捌査区全長(南から) 発掘遺構図(図中の調査区番号は年度を冠す)

F
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飛鳥 資 料館の特別 展示

飛鳥資料館

特別展示「飛鳥寺J IIs和30年，当研究所は，初めて飛鳥の地で，飛鳥寺の発痴!に着手した。

その後中断があったものの，以来20次以上にわたる調査は，古代史研究に画期的な成巣をもた

らしている。その成来を観覧者が一目で理解できるように展示してみた。会場に入ると，正面

に発J周辺H待機型(縮尺50分の 1)を{丘き，その上にアク リル樹脂製の仏殿及び回廊を建てた。

300m四方の寺域の中に塔の北，東，西に金堂を配した最古の伽藍配置を見せ，現在の安居院

本堂の位世を理解しやすいようにした。模型につづいて，塔心礎の発掘状態を再現してみた。

これは，笑大の椛心礎模型を作り，舎利孔の周回に娃甲，馬鈴，蛇行状鉄器や金銅製荘厳J1な

どを泣くと，これまで，写真や実il!lJ図でしか知られていなかった状況がよく理解.でき，一般の

入館者・はもちろん研究者にも大好百zであった。

.l1ll納物の中でiはも注目されてきた桂申は，ここ数年来復原を試みてきたが，やっと完成し，

人形に若袋してみた。この娃巾は巾UI史のなかで，古f即時代と!lt史時代をつなぐ資料であり，

その担原は高く評価された。

この展示で最も話題を集めたのは第 2展示室を使った飛鳥大仏の再現イメージである。如来

像を金色の実大パネルにし，前には朱uを立て堂|人lの雰囲気を作ってみた。なお「元興寺伽斑

縁起~j'.流記資財帳J (lfi文)や，近 i止の安居院の様子を記 した~I:村家文おなども展示した。

特別展示「飛鳥の石造物」 当館では，展示方法を万葉集，宮殿，寺院，古噴，石造物の分野別

に展示している。毎年，入館者へのアンケートの回答では，古噴，石造物への|刻心が非1常に21j

い。多くの要望に答えた石造物の展示を試みた。全体の構成を館内と館外のiitr1.必とし，館内で

は，近世文人達の石との出会いを隙列 し また f色石については川原寺の結界石とする東寺文

件を並べた。また，益悶岩船文字Fの空海碑文台石説を示す「大;fn州主主因池碑銘弁序J (国宝)な

ど石との関連資料を泌示した。tti2展示室は，元徐15年絞石が』続出された後，梅山塚(欽明陵)

に説べられた状態をレプリカを使って絞!京した。また. TiiJ庭では，問と出水の酒船石を車石で

連結し，水を流した。また，須iJ{J;山の下段の四方にあけられた小孔から水を出し，斉明年間の

饗:長の飾り物を再現した。前庭部の水の仕掛けについては多くの関心が集った。 (猪熊兼勝)

4良石再現イメージ
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酒 船石の復原

飛鳥資料館

奈良県明日香村にあった 2個のj商船石のうち出水の酒船石は，当館が|別館以来， レプリカの

製作を計図していたが，若手にまでいたらなかった。今回.当館の「飛鳥の石造物」展を機に

実物を所蔵する碧雲荘の御協力によって実現にこぎつけた。また，岡の酒船石はかつて作成さ

れた模造があり，これをJJZ形として模造を製作した。

岡酒船石の模造 飛鳥寺東南の丘上にあるj商船石で，東西長期h5.5m，南北幅2.3m，}享さ 1m 

の花岡岩の上聞に箱円形と円形の窪みを作り，直線のWiで‘結んでいる。東端を5.5度高くし，傾

斜を安定させるため，西底に枕石を入れ固定しだいる。模造はコンクリー ト仕上げである。ま

ず，強固な木枠の中に型を固定し，中に鉄筋を入れた。コンクリートを茶色に着色したが，こ

れには数十種類のサンプルを試作し，検討した。実物の表而には飛鳥の花街1岩の特徴である異

色砂岩が混入しており，これを表現するため黒色染料と砂土をまぜ，写真をもとに配した。こ

の上にコンクリートを流し込み，約 1ヵ月後，木枠を取りはずし，クレーンで反転させ，現地

と同じ傾斜で設置した。このままでは表面に細かいコンクリートが集まり，被)j史の光沢が目立

ったため，ハンマーでunき仕上げた。

出水の酒船石の模型 大正 5年に，飛鳥川東岸の字出水から出土した樹船石は，その後，京都

に移され，現在，個人の邸宅の庭聞にある。当研究所.!lli文センターの協力に よって実iWJ図を作

成し，また，細部を丹念に搬影した写真を参考にして，花尚岩を模刻した。この作業で最もH寺

聞を費したのは用材のl原石採取であった。段i畠い石

の，上段は4.3X3.2mで西洋梨を半殺したような形

である。下段は幅約lOcmの i~，;を受け， 途中水ìW用の

堰を作り，小円の排水孔を穿っている。この花耐岩

は飛鳥周辺では入手できず，鳥取県下と奈良県の生

駒山麓で採石した。石材加工は荒仕上げの後，小叩

きで表商を整形した。細長い講は，縁音11と!まが丸み

をおびていて，飛鳥時代の加工技法を復原的に試み

る成果があった。完成 した 2つの酒船石は，現地で

かつて発見されている導水用の車石で辿結した。酒

船石の用途については，濁j凶・朱 ・ナタネifIIの精製

器説，拝火教の薬品調合施設などの説があるが.純

国!長州に残る統一新f.iill寺代の飽石亭 ・j罷鴨池の石機

をもとに水を流す展示とした。 (猪熊兼勝)

|尚のj商船石の綴造
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法隆寺昭和資財帳関連の調査

歴史研究室・平城宮跡発掘調査部

当研究所は，法隆寺が行っている昭和資Jl;j.帳作成事業の一環として，同宥zの依頼をうけ1982

年以来，各種の調査を行ってきた。以下.1986年度に実施した調査の概要を記す。

l 百高塔の調査

考古第一訓査室は，史料訓査室と共同して百寓絡の別査を継続してきた。今年度は相輸音1¥

4.000基の調査を進める一方，既に当研究所のパソコン (IsM5550)に入力済の塔身部3.000基の

データ処理を実施している。その成果の一部を紹介する。

(1)工人名簿の作成 権身部の品性銘をもとに左右工房日IJに工人名抑a を作成し.工人ごとの製

作台数を把躍した。塔身部製作工人は今のところ総数173名を数える。内訳は左工房75名，右工

房76名，帰属不明22名である。姓と名を記す者もかなりの数に速するが，多くは名のみを記す。

姓名とも判明した工人数は右工房では 6制を避すが左工房では 1割に留まる。JIlI:も作品数の多
uぜっh~、、肉;.ゃっよ‘・'..;"

い工人は右工房の丈部造伊波で.3ρ00器中61基を数える。

(2) 工人使用の緩鑓 縦離は台ごとに欽爪の形が迎う。爪の形の分類により，使用紙鰍の台数

を復原しえよう。この観点から，工人ごとに撚身底而の爪跡を整理し，同一敏輔の使用lYJ1M]. 

爪跡の変化過程を明らかにした。)(¥形は数日で変わるものから 数ヶ月変わらないものまであ

る。この変化は，欽爪の折行iなど悦舗の故障に起因する場合もあるが，工人材11Iの艇輔の使い

分けや，工人の出仕状況に富H妥に係わるものと，予想している

(3) 銘文位置の変化 犠身部の品書銘は多くが底而にあるが，笠上而に記すものが1訓ほどあ

る。この笠上嬰羽-は天平やI1龍三年 (767)の上半lUl.左工jjJを中心に流行した記紋法である。こ

の事実は，左右の工房が各々独自に製品の検収や， 工人の 日々 の製作数の確認作業を行ってい

た可能性を，示峻する。

(4)製作技術の変化 権身部の成田調整には+旋盤削り と，ノミ削りの二通りの方法がある。鞍

錨削りは当初からの一般的な方法で，数が多い。これに対しノミ削りは全体の13%にすぎない。

ノミ削りの品45銘は. 8剖が製作年月日の不fJ.EJ品であるが，残りの 2剖はすべて布11説年II.IJ(765 

-767)に析する。これは765年から770年と-1ft定できる百部塔製作JUJIIIJの前半期にあたる。こう

した事実をもとに考えると，ノミ削り調整は布11設年間を中心とするものであ り，製作年月日を

明示しない紛j略記載の世t~}ちは，やI1誕年 1111 を中心とする干i山、記載法の可能性が21jい。

(5) 印刻数字の性格 基出官!I川iiには小さな「ーJ r二J r三J r# J の印刻がある。通説では，

j荘内に納めたI?と縦尼経の巻数を表示したものという。しかし，この印刻数字は法隆寺百:j1;搭に

幾度か認める生産のピーク時に.4守定の数字が伴なう。このことから 印刻数字は百部椛製作

11寺の製品の収蔵保管状況. I吃*(~I~経の納絞作業，各寺への配分計画などと密接に関連したもの

と考えている。 (松村721司)
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2 百高塔陀羅尼経の調査

陀f，{I¥尼続の調査は経典としての内容の検討よりは，陀f，{I¥尼経の現状の確認を主たる目的とし

て，日数，法hlt形態，紙質などの検討を中心にして行った。

百万!j塔に納められた経典はM，垢ゆ光wと縦尼経であるが，そのwと縦尼経の内には経典としては

根本陀羅尼経，相輪陀縦尼経，自心印陀f，u¥尼経，六位陀紺:尼経の四種類があり， また版として

は，根本陀羅尼経に長短二種ありさらに長版に異種の版が二種類存在する。また相給，自心印，

六度についてはそれぞれに長短二種類の版がある。そこで法隆寺現存の|吃雑尼経を経典の粧類

と版の種類にしたがって，九種類に区別整理することとし，それと同H寺に法:ll1:.紙質，特記す

べきことなどの観察を行った。|吃経尼経は一巻が完存しているのもあるが，多くはl析簡である

ので， 小片のたぐいは員数外と して一巻として扱えるものについてのみ只数を数えた。数えら

れるものの総数は3076l生である。その結果は別表のとおりである。これらの|吃縦尼経について

注目される諸点をあげると次のようになる。

1. 版が銅か木かと いう点については，なお結-論は得られなかった。版の摘り上がりの状態は

謹の濃いものと薄いものとがあり，また，摺る際に文字が出にくかった場合には肉t!'iで補って

いる場合がしばしば認められた (124点)。ことに摺りの悪くなるところは，特定の文字のところ

にも集中するが， 一方では，文字の徽列，たとえば，行の第一文字に集中するなどの傾向が見

られる。なお摺り而は紙の表となっている場合と事而の場合とがある。 2. 紙質はほとんど

黄色染めの麻紙で，薄手と厚手とがある。 3.陀縦尼経の中には 奥に墨担:をもつものがあ

る。設告には，丈，甲，公，十，万呂，などがみられ.I吃靴:尼経を摺る際の作業に|刻係した人

名を略記したものではないかと考えられるが，なお未詳としなければならない。この内，丈は

相輪の短にのみみられ(12;点).甲は相輸の長にのみ (80点).公は根本の長にのみ (28点).十

は相輸の短にのみみられる (24点)。また，万呂は自心印の短に(2点)みられる。このような

議書以外にも，宅 (802). 生 (1788). 正生字(1473). 十日， 川十九日上了 (1793). などの記載

をもつものがある。 4. また，摺り 而を切断して，文字の一部が失われたものがあ り，さら

に，陀縦尼経の上端ないしは，下端の文字ρ一部を残したものがあり，ここからみると大きな

紙に数種類の経を摺りあげてから一点ごと切り放したことがわかる。 5.紙の法品について

は，紙高にかなりバラツキがある。平均5.5cmであるが.6.0cmをこえるもの.4.6cm前後のもの

もある。切断作業が厳密でなかったことを示している。 6.用紙はほとんど一紙であるが，

まれには続紙になっており，紙継目をもったものがある (382. 772)0 (丸頭消明)

百1応答陀縫尼経m富十表

根本長 (A.Bを含む)

根本短

相輸長

相輪短

530点

489.'~ 
319点
447点
小;汁

自心印長
自心印短
六J交長
六!変短

2739点

470点
465点
7点
12点

その他
不明分337点

総計 3076点
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3 法隆寺出土古瓦の調査

考古第三調査室は，法隆寺の瓦~~について，これまでも発抑制査にかかわる場合のほか，機

会を得ては各型式の代表的なものの調査を行ってきた。1985年からは，法隆寺IIs和資lIt帳作成

の一環として，寺政品，発掘調査による出土品をあわせたすべての瓦類の調査，研究を継続し

て進めている 。 H下年度までで， 瓦の型式分~lや台帳への堂録などの基礎的な作業を終えること

ができ，個々の瓦について訓査，研究する準備が整った。今年度以降は、軒丸瓦，次いで軒-平

瓦と順次制査を進めていく計画で，まず飛鳥時代の軒丸瓦から調査を開始した。調査は軒丸瓦

各部の計il!JJ.瓦当而にみられる箔傷の状態，製作技法，他遺跡;との同箔関係，拓i払写真搬影

など多岐にわたったが，今年度は，平安|時代までの軒丸瓦についてその概l絡を把握するに到っ

た。ここでは， 一応のまとまりをみた飛鳥時代から奈良時代までの軒丸瓦について，調査成果

の一端を記す。

今回の調査の大きな成果は 従来 瓦当文検から論じられてきた傾向の強い法隆寺の瓦につ

いても，製法技法の而からその時代的変遷をたどることが可能となった点である。まず，瓦箔

の形は，飛鳥時代には瓦当外縁までのものであったのが，白鳳時代末頃には瓦当側面までかぶ

るものへと変化した。瓦当官11と丸瓦の接合については， ::tL瓦筒部先端を片納に作ったり，信j部

凹而を斜めに削ったりしていたが，それに加えて，飛鳥時代末頃にはそこに刻み目を入れたり

凹凸をつけたりして，丸瓦の固定方法に工夫がみられるようになる。 しかし，白鳳時代末期に

は，この加工が次第に省略され，接合粘土のlliを多くする方向へと変化する。 また.同じ頃，

瓦当装面の丸瓦を取り付ける位i置に，接合しやすいように半円弧状の構(接合総)をつけるこ

とも行われるようになる。一方，調整手法としては，回転台を用いた回転なでから用いないな

で仕上げに，さらに自l[.il時代末頃には，削りを用いる手法へと変化する。このような軒丸瓦の

作り方にみられる特徴と変化を捉えることにより ，瓦当文械だけでな く，製作技法の面からも

他の逃閥、から出土した瓦と比較することが可能になる。 また，そのことによって，法隆寺の瓦

の 年代観などの問 題も明らかにしうるであろう 。(考古第 3i¥品]査室)

法隆寺の軒丸瓦(左飛鳥時代中白鳳l時代右奈良時代)
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金銀蒔絵製品

上 全形(実大)

下金百年絵の拡大(X15)

平城宮跡出土の金銀蒔絵製品

平城宮跡発掘調査部

ここに紹介する蒔絵の製品は，平城宮東大講 SD2700から1986年 7月に

出土 した(本文26頁参!!世)。器物の一部をなす八角の棒状品で， 両端を折

損し，直径l.5cm. 現存長20cm。黒i刻也に，金銀訴をff;vき，植物文椋の一

種，花芥文を表す。金粉はややjfJを控えた粉で，ほほ純金である。金粉

には少量の銀粉を，銀粉にはやはり少誌の金粉がまじる。銀粉は鏡、化の

ためか漆而より盛り上がるので明らかではないが， 金粉表而には炭によ

る石~fぎあしがあり， 一部に研ぎ残りの漆JJ英が残る。

花升文は.一茎の阿世!IJに業を 2ないし 3策(先端は花か)出す絵柄であ

り，微妙な違いだが，対生と互生をJl自き分けている ようである。金蒔絵

はー茎の花升文を l単位とするが，銀iiiV絵は三茎の花7午文を l単位とし，

さらにこれらを上下に配している。正倉院宝物の中に，本例の花升文と

同じ文様は見当らないが，似たら民間気のものは. I次絵紙や桧金銀絵経官j

の文様に一部ある。本例の術極はヒノキ。木JJ台の表面に布着せはない。

年代は出土層位からみて奈良時代後半から末である。

11年絵は，生i奈で文椴をtUiき，大ノl、さまざまの粗いヤス リ粉を時き. i奈

を数回かけた後，炭で文様を研ぎ出す技法をいう。日本では奈良時代が
で んぞうからたら

初現とされるが，この時代の遺品は正倉院宝物の金銀釧装唐大万と法隆

寺献納宝物の矢柄の二例だけであった。このうち法隆寺例は娯漆地に金

のヤスリ粉を砕いた(蒔放し)技法であるから，大刀の鞘上に，走猷 ・含

綬1通・主:文・唐草文 ・花枝などをi停絵により表す正倉院例が当代目玉絵の

代表と言ってよい。金銀針IJ装唐大刀は，天平l勝宝8歳 (756) 6月， 光明

子が聖武地愛の品々を東大寺に納めた ri斌物帳』の註記に，「鞘上末金銀

作」とあり. ff，v絵と呼ばずに特に 「末金銭」 と呼ぶ。この末金鎚の金粉

は， 稜角が多く，大きさ形も大小さまざまあり，未調整のヤスリ粉を蒔

いた結果，との指摘がある九 これに比べ，本例の金粉は形や大きさがや

や整っており，研ぎ下したヤス リ粉をある程度調整した可能性もある。

備による選別や，訓整したヤス リ粉の使用は，従来の知見では後出の要

素というから，本例が初期日年絵技法解明に来たす役割は大きい。いずれ

にしても， 数少ない奈良時代i務絵に貴重なー資料を加えたと言える。

(金子総之)

注:荒川浩手1Ir末金銭の粉についてJ r 正念院の漆工J (平凡社)1975 

-57 -



松岡樹氏所蔵古瓦の調査

平城宮跡発掘調査部

船橋遺跡、は，大阪府藤井寺市と柏原市にまたがる純文l時代から歴史時代にいたる複合遺跡、で

ある。当研究所では，以前より，松岡樹氏が所蔵される船橋遺跡出土資料の調査を行っており，

今回，その古瓦の一部を紹介する。

1 . 2は単弁八弁蓮難文軒丸瓦。 1は，円い花弁端がわずかに反転し，丸くふくらんだ小さ

い中房をもっ。瓦当裏面下縁に土手状の凸帯が巡る。 1と同箔で，外縁を省いた例もある。 2

の弁は尖った凹弁で，弁央に凸線が走る。3，ま忍冬弁六弁粁丸瓦。弁を輪郭線で表わし，中に

忍冬文をおく 。外縁上に凸鋸歯文があるようだ。4は鬼lui文軒丸瓦。左右に延びる忍冬文を吐

き出し，他の破片では額にも五業の忍冬文をおくことがわかる。 5-7は複弁蓮華文軒丸瓦。

5は八弁で，外区には雷文が巡る。6・7は弁を線で表わし，外区は珠文と線鋸歯文を重ねる。

6が七弁， 7は八弁である。7は平城宮6282型式 Ba種と同箔。8は三霊園の重国文軒丸瓦。瓦

当側面にカセ型の木理圧痕が残る。 9 は偏行唐草文i肝平瓦。 号~Ji音 1 \の破片である 。 10 ・ 11 は，小

字形の中心飾りをもっ五回反転の均整唐草文粁平瓦。11は平城宮6721型式C種と同箔で， 7と

組み合う。ともに平城宮粁瓦編年第田期(天平17年一天平勝宝年I1IJ)に編年される。(花谷浩)

船橋遺跡・出土古瓦(縮尺 1 : 5) 
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簡易空中写真撮影システムの開発

埋蔵文化財センタ-

iJliJhl研究室では，これまでにも狭小地区用の空中写真搬影システムとして，ロープ ・ウェイ

方式，パイ ・ポール方式をIJf.J発してきた。さらに，4年前より竪穴住居跡一棟分程度の広さを

対象として，組立て，持巡びが簡単で取扱い易い微彬システムのIJ~J3去を続け，本年度で完成す

ることができた。システム全体の椛造は，ちょうど井戸水を汲み上げる仕組みの一つである

“はねつるべ"に似ていて，カメラを地上から8mの高さまで吊り上げられるものにした。8

mというのは，6 x 6版カメラ， 70mm版カメラに広角 レンズを装治して織ったとき，写真縮尺

が約1/200になり，竪穴住居跡が十分入ることを考慮した高さである。

カメラ架台は，光jl~hが地表而に対し垂直になるようカメラが取付けられること ， また石垣や

建物控而の立面図をti'liくために，光納が地表而と平行になるようカメラを回転 (ω回転という)

できること。さらに垂直和hのまわりに回転 (κ回転)させられることを条fI:に設計・製作したo

k 回転は，吊り下げ取hにマイクロモーターを取り付けて， リモコンスイ ・ノチで回転制御するよ

うにした。 ω 回転も同械に，カメラ取り付け枠の水平輸にマイクロモーターを組込めば，光!I~h

を垂直から水平までl!!l:段階に回転でき，任意角度の斜め写真が搬れる利点もあるが，つるべの

設計重品に制約され断念せざるを得なかった。ila協範囲の確認は，フ ァインダ一代りにテレ

ビ・カメラを装着し，モニターテ レビでカメ ラの狙っているところを雌認できる仕組みを採っ

た。テ レビ・カメラは各社の製品を調べ，ょうやく使用電力12V，重iω.8kgという希望通りの

ものが見つかり，全体の設計重量を 5kgに収めることができた。長野県原村における織影実験

では，直径6mの竪穴住居跡が1モデル内に入るように線影でき，開発の目的達成が裏付けら

れた。なお， ß~J 発の途中であったが，東大挑(平城宮跡第 172次調jit) ・頭塔(同第 1 81次澗

査) ・沖縄県今帰仁城石弘のj/iHちに使用した。 (木全欲政)

右より，コントロールボックス.

m池，モニター

光紬を平行にしたときの 光粕を垂直に したときの

カメラ架台 カメ ラ架台
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遺跡の電気探査

埋蔵文化財センター

電気探査は，遺跡探査の一方法として，有効なことが認められていても，実際に使用される

ことは少ない。その最大の理由は，測定と解析に時間がかかることにある。すなわち，電極棒

の移動とilllJ定器の操作，および探査結果を導く，解析時の計算に要する時間である。しかし最

近では， illiJ定器は改良されて，煩雑な手順を経なくとも，ボタンひとつでデジタ ル表示の測定

値が，読みとれるようになっている。また，解析もコンピューターが普及したので，複雑な計

算処理を，手軽にできる。こうしたなかで，改善の余地のある問題としては，測定時の電極移

動における，時間短縮が望まれるのである。これを解決する測定のスピードアップの方法とし

て，最近当研究所で採用している 2極法による測定を紹介する。

電気探査における測定では，普通 4本の屯極を使用する。 4本のうちの，どの屯極を使用 し

て電流を流し，どれによって屯位を測るかには，種々方法がある。2極法では， fE流と電位の

電極のそれぞれ 1本を， 半無限大に固定しておき， 他の 2本は探査区内を移動させてil¥IJ定する。

移動させる電極は， 2本なのである。このときilliJ定している位置としては， 2本の移動電極の

中間点において， 電極|間隔と等しい距離の泌さの地点を，とらえているとみなされる。

2極法による測定で，電;陸移動をさらに簡便にするために， 2本の電極とも枠に固定して測

定する方法が英国で 4年ほど前に考案された。そして，これに使用する測定器 RM-4 Resistance 

Meter (Geoscan Research)も，考古学探査専用の器材として開発された。この器械では，閤定

した電極間隔は50cmであるので，みかけの深さ50cmにおける，比抵抗のみを測定することにな

る。しかし日本の場合，遺構のj奈さはさまざまであり，一定のi奈さのみの探査では，有効な成

果は得られないと思われた。そこで電極枠に固定する電極を複数にすることにした。現在使用

している複数電極としては，電流電極以外の 4本は電位電極とするが，スイッチ切り換えによ

って，各々と組みあわせて，2電極の間隔30cm，60cm， 90cm， 120cmを選択する。この方法によ

って，みかけの深さ30cmから120cmまでの 4深度を，一動作すなわち一度の電極移動で測定する

のである。

電極を固定 した効果は，たんに測定速度における改良のみならず，みかけの比抵抗値を求め

る計算の際に，乗じる距離の係数も固定されるので，安定した測定データを得ることが可能と

なる。もし 2本の屯極を別々に移動させるとき， 1mの間隔で距離設定が1cmずれたとすれば，

そこでは，すでに 1%の誤差が生じている。このようなiJ!IJ定誤差は解消できるのである。

これに使用する測定器である RM-4は、重量が900g以下で，充電式の1.5V電池8個を使用す

る。測定時には， 1ミリアンペア， 2.5ボルトのみの屯流しか使用していない。通常，考古学探

査に応用している汎用の装置では，数100mの深さまでもilllj定できる能力を備えているため，測

定時には瞬間的に 2-300ボルトの昇圧した高電圧を，出力するものが普通である。この種の裟
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i丘を使用する場合には，電気的な ショックに対する十分な注意が必要となる。 しかし .RM-4の

ように低屯流・低屯圧の装世では.このような配慮は無用であるため、装計は作動させたまま

で，移動させることが可能である。そして. I正気探査で肢も |問題となるJ産地砥抗が，ある適切

なレベルへ達したときに. 1測l!則!IJリ定f官他i也在を表示するようになつていると問H

夕一を併似備iiえていて'発生させた周波数 (137.5Hz)以外の電流は，採取しない機能ももっている。

測定に要する時間は 2秒であるので. ] il!IJ.9: 4深度のil測定は 10秒前後で可能である。従来の

電気探査で行われている垂直 ・水平探査と比較して，この方法は比抵抗分布法あるいはマ yピ

ング法とHヂんでいる。垂直探査が一点におけるil!IJ定で，水平探査が断面のiJli!定とすれば，これ

が比抵抗の平而的広がりを，求めるものであるからである。

RM-4システムを使用した笑験の一例が，次に述べるものである。 対象としたのは， 宮崎県新

rs町の北原牧遺跡群中の上岡地区にある古f即時代住居湖、で，発掘によって既に一部の逃椛が，

表土下60cm程の深さで明らかになっていた。またここでは，探査ののちに，発掘が実施され，

結果の!!~合ができた。

測定区は既発拘!区に隣接した東iWJに設定した。東聞に長い10X2001の而和を，タテ ・ヨコと

も1mtflJ隔で測定したが. iJliJ定に要したH寺問は. 31時間強であった。データ記録は.手型ーきに

よった。探ヨ!日古来は，みかけの深さ0.901におけるものを示した(下腿1)。 ドッ トの濃度が薄い

ほど，比抵抗は小さい。発掘結果によれば，ここには 9基の住居跡が若干の高低差をもちなが

ら重複しているが，探査では測定区間端に 1ないし 2基を推定できたのであった。

このような結栄になった理府としては，地桃を埋めている土がiJliI定区内の東西で異なる可能

性や.上層埋土中に存在する.耕作時に生じた挑の影響などが考えられる。ほ J東北から南西

方向にみえる. i待状の筋は，明らかに新しい耕作時のものである。

ここの探査では，十分な成果を得たとはいえないが，屯気探査の困難さを示す，貴重なデー

タとなった。 今後は結果の表現法を含めて， データ処理II法の 1~f.J発によって，よりよい探査成果

を得る方法を，見い出す必要があると考えている。 (i!.!i村成)

宮崎県新宮町北原牧ill跡みかけの深さO.9m 平面図 (~は 1 mグリッド.上が北)
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動物遺存体の調査(3)

埋蔵文化財センター

出土した動物追存体の紐名や部位を知るためには，確実な現生骨格標本現金標本の作成

と対比しながら同定作業を行わなければならない。当センタ ーでは 3年前よりこのような標本

の作成につとめてきた。今年度までに作成した標本は， lIi1i乳煩73個体，鳥類56世話体， ft1Jj'i230個

体.腿虫類 ・両生類16個体と貝類326種類など， 総計700余側体を数えるにいたっている。

今年度は， 大阪府八尾市是:'.智遺跡 (純文晩JYl)， 長崎県伊木力遺跡 (制動物遺存体の調査2 

京都府向日市長岡京跡(8世紀後半)などの分析を行った。特に長岡京幼;出土

のウマの頭蓋は，前年の年報で報告した大阪府八尾市減山遺跡、の例のように脳を取り 出した痕

跡が見られず， 『養老l岳牧令』の規定に合致しない例の存在が明白になった。

文前期から後JYj)，

関係文献情報を動物i世存体出土地名表，動物遺存体出土遺跡・文献データベースの作成3 

当研究所所蔵回世より台帳を作成した。作業はまず，全国遺跡;台帳かデータペース化すべく ，

ら，良原， il司穴などの遺跡を選び出し，遺跡ごとに報告性その他の文献から必要な内容を抜き

dきした。純文l時代から中近世までの間接の遺跡総数は3.000f午余り。うち，報告のあるものは

1.400件余りであった。これは酒詰{ljl男による r日本純文石器時代食料総説J，r日本貝塚地名

表』のllJi:新版にあたる。来年度より入力にかかり，様々な形で利用可能にしたい。

飛鳥寺塔心礎出土の銑甲小札に付析 した皮革の脂肪酸分析を椛広畜産大学:脂肪酸の分析4 

111，1分fila
以下の結果を得た。

コレステロール89%と動物性

中野話男氏に依頼し，

「ステロールは，
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セリン酸45%が検出された。このオキシ脂肪酸

から動物秘を同定することは出来なかったが.

この註:叩にmいられた皮革
飛.(J寺山土娃l:pに付着した皮革の残存脂肪酸分析結果

は，JJi量級法によってなめされたものと推定でき
di:ォキシ脂肪酸はふつうの脂肪酸の名林にハイドロ

る。(中野氏の鑑定を要約)J (松井 草) キシを返する。

これらの成裂から，
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ICP発光分光分析法による遺物の材質調査

埋蔵文化財センター

fe重な文化財資料の材質測査にあたっては，非磁波的な方法を用いて分析するのが原則と さ

れる。従来から，非政機的な手法として広く 利用されているのが蛍光 X線分析法である。試料

表面に X線を照射して， 二次的に発生する X線を測定して分析する。この方法では造物のごく

うすい表面を測定するので， 造物の内部からの情報を得ることはできない。しかも造物はその

大半が風化しているため.表而部分の分析だけで本来の材質を知ることはむずかしし、。

金属製造物の材質を正確に調査するためには.造物内部の，まださびていない部分から試料

を採取して，定量分析することがのぞましい。分析に際しては，①ごく少祉の試料でも測定す

ることができ，さらに，②広範な元素を同時分析し，しかも迅速に行うことができれば.造物

の材質捌査法と してはきわめて合理的といえる。今回導入した ICP (日制波誘導結合プラズマ)

発光分光分析装置は，これらの条件を会てi首起させたものである。

ICP発光分光分析法は，日j副主のアルゴンプラズマ中にあらかじめ治液にした試料を11此税導

入し.原子やイオンの発光を測定する新しい以子スペクトル分析法である。普及しはじめてか

ら10年程度しか経過しておらず、造物のil!lJ定例もごく僅かしかないが.当研究所では，同法を

応用した青銅製造物に閲する基礎的研究を開始した。将来に向けて.同法による造物の材質別

査法をルーティン化 し，全国的に{官報交換ができる ようなシステム化をも目指している。

ff銅製造物の試料調製では，塩酸，硝酸のj比般を用いて試料浴液を作成するが，定量分析の

ために必要となる標準浴液の濃度は，あらかじめ蛍光 X線分析法などで分析の対象となる試料

を半定詰的に分析しこれに近いものを訓製することが分析の信頼性をより高める，など独自

に新しい研究成操をあげつつある。採取する分析試料の祉は青銅製造物の場合. 5 -lOmg程度

あれば精度良く 測定することが可能である。

今年度は，青銅製品のさびた表層部分と，さびていない地金部分について，主要な成分元訟

の含有訟のちがいについて検討した。当然、のこととしてよく知られているところであるが，さ

びた部分における銅成分の拡は，まださびていない内部の地金部分にくらべるとかなり減少し

ているのが普通である。そして，錫成分の場合に 戸士 土

はその逆の現象がみとめられる。これらのことに

関して，青銅鏡の試料をもとに ICP分析法による . . ---
定hl分析によっても縦認することができた。|日l時 、.'1阿 国

に，不純物として含まれる微泊五分についても， 、Fー
たとえば銀・枇索・アンチモン ・鉄などの成分は， 〆

錫と同じような挙動を示すことがわかった。

(沢田正昭・ JI巴塚隆保)
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第 3回保存科学研究集会

埋蔵文化財センタ一

節 3回保存科学研究集会は， 1987年2月 9-10日問の 2日間にわたり，埋蔵文化財センター

研修練で開催された。全国の保存科学関係者をはじめ，関連分野から60名が参加した。

今年度は，保存科学研究集会開催の最終年J!rにあたるので，すでに実用化されている保存科

学研究の成果を再検討し， 1刻辿する情報の交換を目的と した。 したがって，研究発表だけにと

どまらず，特別講演や保存技術を具体的に検討するセッションも取り入れることになった。

第 1日目は，鈴木部省所長の開会挨拶に続き，江本義理・東京国立文化財研究所 ・保存科学

部長による特別講演 『古墳壁画の保存について』が行われた。高松塚古墳をはじめとする囲内

における古墳の保存科学的諮問組にふれ，さらに，イタ リア ・中図書字に於ける圏外の現状につ

いても紹介された。ひきつづき，『援水性シラン処理石材からの水の蒸発と塩結品による破壊挙

動J (西浦忠t軍)， r石造遺構の保存問題J (沢田正1m，r背銅製品の保存処理の現状と課題J (内田

俊秀)の 3件の研究発表が行われた。

この中で，西iiliは磨崖仏の保存処理について，援水性シランの合法処置は場合によっては危

険であるという見解を明らかにし，再検討の必要性について述べた。また，沢田は野外におけ

る劣化した石造遺構の保存処理工法について，当研究所で考案したi威圧含浸工法の原理と応用

例を示すと同時に，処理用の薬剤やその使用方法に関連する問題点を示した。内凹は，背銅製

品におけるブロンズ病の措置法と，その効果の検討について発表した。

第 2日目は，r金銅製冠帽の復原J ( 1lIT図~ . ~原健司)， r鉄器保存の問題J (肥塚隆保)，r木材

の収縮とその回復についてJ (岡田文男)，rpEGの凝固時の木材に及ぼす影唱:lJ (沢田正昭)，の

研究発表が行われた。町田，藍阪は香川県王岳山古墳出土の金銅製冠帽の復原的な保存措世と

その過程で明らかになった冠帽の製作技法に閲する研究成果を発表した。肥塚は保存処理され

た鉄器が再びサピを誘発する原因について究明し，その対策と処世方法について述べた。岡田

は自然乾燥により変形した出土木材¥特に針葉樹材の形状回復法とそれらの保存処理法を紹介

し，この種の変形木材については，再処理がある程度まで可能になったことを述べた。沢田は

PEGの特性を明らかに し，保存処理後の PEGが木材におよぽす影特と，これに|均速する外国に

おける研究状況を紹介し，今後の課題を提起した。

研究発表の総括が行われたあと，保存科学的諸1::11越の検討会が行われた。r遺跡;の保存整備に

係る保存科学的な問題点J (安原啓示)，r可塑性人工木材の問題点J (樋口清治)，ri奈製品の保存

科学的研究課題J (工楽普通)， r処理務出土木材の経年変化J (増沢文武)， r考古学立場ーから見た金

属探保存処理の問題J (町田f，i)， f7:t没船開|場丸|刻辿造物の保存処理!の現状J (藤尚一巳)， r緑背

サピの除去法についてJ (沢図正11日)などか宮古題提供され活発な議論が展開された。

(泣物処理研究室)
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平城宮跡・ 藤原宮跡の整備

庶務部・平城宮跡発掘調査部・飛鳥藤原宮跡発掘調査部

1 平城宮跡、の整備

1986年に実施した平成宮跡の終備は， 第一次ii引堂院地域の整備，宮内省北而築地および門の

復原整備， 二条大路撃併iJ，東大hYf.復原整備，平城宮跡資料館改修，平城宮説明用および道線用

陶板の製造等を行った。

第一次朝堂院地域の整備 ここで第一次朝堂院地域としている地域は，南は朱後門跡から北は

一条通りに至る南北800m，東西220mのいわゆる広義の第一次朝堂院地域である。この地域は

近年，その東半音11の発掘調査が進展 し，遺構の概要が明 らかにされて きたが， 本格的整備は未

着手のま ま残されていた。平j成宮整備基本稿想、では朱雀門および北部の推定第一次大極殿地区

は建物復原ゾーン，その中Ililの狭義の第一次朝堂院地j或は器国復僚を中心とする迫情表示ゾー

ンとして位置づけられている。 しかし 建物復原・基回復!京いずれも相当な経費と年月を裂す

る事業であり， 一朝一夕には実現できなし、。一方，平城宮の中心者11をいつまでも草ボウボウの

まま放iliしておけないとい う側而もあ り，当I耐の樹定的繋備として雌土 .~J三芝に より建物配i丘

を表示 し， 第一次~m :主院地域の桃造 ・ !よが り 等を!惑得できる形に整備することとした。

暫定的整備の骨子は以下の通りである(第一次刺常|災地域経併li基本計画図)。

① 第一次朝堂|院地域の遺構変選は大きく第 1JYJ (奈良l時代前半)と第 UJUJ (liiJ後半)に分かれ

るが (r平城宮発抑制査報告 XIJ)，遺構表示は第nJUJの建物配置を主とし，第 JJUJの建物もNn易

な表現で表示する。

②具体的には，建物範悶より 10m税幅広く， 平均以20cmfiIj後の地形造成政土を行った上に，

朱後門および朝堂建物~tjiは1.2 m， iiiJJA:1淀商門および大極殿|淀南|可基出は80cm，i:OJ堂院等を聞

む築地，築地回!郎基坦は30-50cmi¥誌の感土を行い，その上而に器出規模を凝灰岩縁石で表示す

る。また，朝堂の南北に建つ仮設的な指!立柱建物は，花i品i岩縁石を回 して:;Ii而的に表示する。

縁石内部は樹脂舗装仕上げとするが，門と !~JJ :ili:の建物;Jt.t_fi上前l は -n控 りのイメ ージに近い赤色

系，付ー属の倒立柱建物 ・築地法担よ而は土壁

を思わせる土色の~ìU装とする 。

① 第 1WJの大極殿院図版ii・雨1"卜東凶桜2L

壇は20cm高に雌土し，表而は恨芝とする。

@ 朱雀門内北側の広±易場志払~ (ωS幻叩H18邸50引)およぴ

雀門カか、ら朝堂院I南蒋門に至る宮内道路 (SF1ω95叩0)

を砕石敷で復!原京しι，官似仰側!リ町Ij対構存は剖石縁石とする。

⑤ その他の擁土法而，建物周聞はhil則とし

て張芝とする。
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以上のような基本方針に基づき，すでに1985年度に

一部地形造成蝶土を行っているが，今年度は朝堂院地

区のうち函第一 ・二堂，付随する掘立柱建物 2棟，

西・南辺築地，朝堂院1有門，および宮内道路 (SF1950) 

の近鉄線以北の部分について復原 ・表示を行った。今

回整備した朝堂院の西半音I1は未発掘地ではあるが，朝

堂院の中軸線と東半部の発掘成果から，これらの東半

部の遺構を中指h線をもとに西へ折り返し，位置を求め，

建物表示した。ただし，こうして復原した西辺築地位

置に現在の用水路が南北に流れており，この用水路の

位置を変更するには当該地の発掘調査を行う必要があ 11白

ること，新たな用水路によって平城宮の遺構が様され

るj昆がある こと，また用水路の管理上H音渠化が困難で

あることなどの陸自により，用水路は現位置のまま間

上げし，グレーチング輩を架け，そこに平行して築地

表示を行うこととした。築地表示は基極幅4.4mを凝灰

岩縁石で表示するが，本来の位置に復原すると，用水

路と凝灰岩縁石が大部分の地域で重なり，凝灰岩縁石

を通すことができない。このため，やむなく西辺築地

の表示位置を西へ 101平行移動させた。また予算の関

係上，築地とM堂院南門.西第一 ・ 二堂基邸の表耐~íIì

装は今年度は行わず，次年度送りとした。

宮内省北函築地および門の復原整備 第二次内装束方

官術の復原整備の一環で.すでに復原建設を行った南

殿第一段(1974年)第二殿(1985年)を取囲む隙壁の一

部である。第70次の発掘調査によって，築地は基底幅

l.501(5尺)で，谷柱を用いない形式であること， J"-Jは

築地心位置に2.701(9尺)の間隔をおいて相対する 2本

ロよ

の指!立柱による棟門であることなどが硲かめられてい 第一次!WJj:t院地域経甘u基本計画区l

る。今回は門と門を中心として東西にそれぞれ9.6mの築地を復原した。築地は伝統的な手飽き

工法とし.1回分の仕上げ厚さ 8cmを基準に.それを 5回繰返す毎に側板を移動させ.総高2.401

に築上げた。粁まわりの仕械は推定の械を出ないが，比較的単純な桁直乗り方式とし，これに

角霊木を繁に配った。門の毘ー根を築地と岡高に通す笑，門の幅一段切上げる案の 22長が考えら

れるが，この門が内装へ通じる通路に|持lく主要な出入口となるところから後者を採用した。
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施工にあたっては，一旦泣構而まで排土し，砂養生の上，土成処理剤を混入したマサ土を転

圧して基盤を形成した。門部分は基盤中にコンクリートスラブを打ち，ステン レス製のアン

カープレートを立ち上げ柱底を回定した上， 三手11土叩き分 (10cm)だけ柱を思め込み扮!立柱の形

式を保持した。石製唐居敷は平減宮東南|判榔中から出土したものに倣い，また軸摺金具も出土

品を参考に復原製作した。なお，今回の施工区以外の築地位世には鉄製の仰を巡らせ， 一官術

ブロックの広さを表現するとともに， 2株の彼!反建物の管理IIの使をはかった(図 B)。

二条大路の藍備 1985年度に平城宮跡南辺部の米民収j也であった北新大池および小池の固有化

が完了した。一方南辺部の整備については，この 2地区を残すだけとなっていたことから，大

池については迎立てを行い，敷地境界に手11泉砂岩雑割石和維壁 (高3.1m，延長73m)を設けた。

組立てに際し池底部に堆積したヘドロ処理!のため，土岐改良(四成分土綴改良斉IJ48kg/m'使用)を

行った。なお1988年に開催される「なら・シルクロード博覧会」 のサプ会場を平城宮跡に計画

し，そのメインアプローチを朱雀大路跡としていることから，北新大池・小池の.I.ill立てはシル

クロード博協会の協力を得て行った(図 C)。

その他 桜庄西~!I]で実施された第172次発抑制査で確認された東大桃 (SD 2700)を，玉石制護

岸構 (幅2.4m，深0.6m)とし延長68.6mについて復原を行った。

また，近年設置要望の強かった平城宮跡の説明板や道標について， 平城宮展示委員会におい

て検討を重ね，大極殿跡やi:Vl堂院跡等12ヶ所に説明板を，資料館正而前等13ヶ所に道線を設位

する こととした。使用材料としては.着色が自由で変色しないこと，マジックペン喜多による部

住等に強いこと，f話を付・けにくいことなどから陶板を使用することとした。今年度は第一次大

極殿前の広場と朝堂院についてその烏搬図(l80x90X2 cm)と説明文 (60X90X2 cm)の説明板

各l枚と道標13基分の陶板の製造を行った。なおいずれも設世は次年度とした。

第一次車!l堂院

規綴 I24.600m' 
工 費 I130.000千円

2 藤原宮跡の整備

1986年度には， 2種類計 5基の案内板を設位した。一つは

大極殿基鹿西南方のもので，従来通り台槍材の説明板を崖形

で覆う。藤原宮と大極殿の概要説明文を教科目:体で機械彫り

し，現況地図に遺構配置図を重ねてステンレス板に腐触させ

た三色の図を添えた(図中 a)。もう一つは1983年度に仮整備

した見学者用広場 4ヵ所に設世したもので，陶板製 (105X 70 

X 2 cm)。これを凝灰岩の台座(手前での日さ30cm，傾斜301:J!) 

に乗せ，広場の北部中央，擬木製のベンチの前に配した。説

明文には藤原宮・京の概姿を記し，績に飛鳥 ・藤原地域全体
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を示す地図と現在地を表示した藤原宮城の地形凪を加えた (図中 b. c. d. e)。なお工事吹は台

綿製説明板u左2.600千円，陶板製説明板4基5.920千円であった。

また，既整備地内にヤマザクラ20本，イロハモミジ 7本.コウヤマキ 8本，サザンカ 19本等

中高木59本，アセビ等泌木443株の補植を行い.工事針は2.100千円であった。

3 平城宮跡資料館の改修

この建物は1970年，入江三宅設tit事務所の基本設計，建設省近畿地方建設局の笑施設計によ

り，鉄骨造平家建(l.943m2
) の研究棟および展示施設として建設された。その後， 1980年の研

究所移転統合に伴い， 1981年に写場・講堂・便所を部分的に改修した。今回の改修は.展示室

関係を中心とする1.253m2 (上記の改修部を除く)の内部全而改修であり，文部省大阪工事事務

所に実施設計を依願し，監理は当研究所と共同で行い， 1987年 2月竣工 した。改修は，これま

で576m2と狭小であった展示室を844m2に拡大すること，ま た小規模な特別展の行えるコーナー

や，見学者用の休憩室を確保するなど，将来の利用変化に対応しうる快適な施設として充実さ

せることを目的とした。

平田プランは，玄関ホール (受付案内等)，展示室 (2ブロ ック)，管理事務室，展示準備ii室，

資料倉庫及び便所等により構成し，中!定には63m2の休憩コーナーを増築した。

工事概要は外部窓部に展示資料等の大型可動パネル，大型間定展示ケース (2~)及び将来ビ

デオコーナ一部を独立させる為の可動間仕切壁レール，天井にはスポット!!賢明用のライテング

レール (展示称に順応)を取り付けた。また，外部窓 (北・京而)に鋼製パネル扉，シャ γ ター

などの防犯対策を施した。展示準備室は，展示資料等の製作，改修，展示模様替等を行う為の

室であり.資料倉庫は展示物等の保管，整理に使用する。管理事務所室は，館内の空調，その

他維持管理業務をここで総括的に行える機能を備えている。

(細見啓三 ・山本忠尚 ・ 高瀬~ー ・渡辺康史 ・井元正滋)

玄関ホール 中1廷にI哲築した休憩コーナー
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在外研修報告

1986年10月2日からII)j28日までの58EI 1f1J.文部行夜外研究uとして，イギリス，およびフ

ランス，イタリアに出版 した。訪欧の目的は，日本・中国 ・t，i)j鮮・ エジプ卜 ・パピロニア ・ギ

リシャ・インド等における古代水時計|則係資料 ・文献史料を訓流して.東アジアにおける水H与

;汁先述!とを明らかにすると共に， 日本と 1ド凶との水II~~・，n' jjJljl立の |刻係. その;話料の実態を把Mす

ることにあった。主たる間在地はイギリスのケンブリ yジ大手:考昨年中|と， I~j国科学:史・水11，\=

;¥1・研究の世界的材¥U!&.ジョセフ ・ニーダム同士が主主与する Asianllistory of Science Libraryと

であった。両施設でのみM:rt:.研究 ・意見交換は i1i代水Hおi十制度のli)f先にとって不可欠であり，

日本lli初の水時計施設の遺跡=:lltn水務遺跡;の研究にも大きな;伝科を及ぼすと考えたのである。

部:jj't.研究にあたって，考古学科のコリン ・レ ンフ ルー教授. ライデン大学:のジナ・ パーンズ

1 ~1f.士 . そしてニーダム w士には佐々の似抗をはかつていただいた。

ケンブリッジでの大きな成果の一つは， 111:以作J血の水H寺;i'l関係の研究ぬ文，文献...e半，1を多数

iill，j査し.01:せて，日本では入手し簸い.それらの基本資料を約50{':収集できたことである。ま

た，大英博物館所蔵のエジプ ト流出型水時計 (PhilipArrhidaeu王の 8.C.320年の紀年をもっ)， 

及びルーブル美術館jほのエジプト流出Jt!水H寺;¥1を却，jftし，さらに英国国立科学悼物館では190tl

年エジプトのカルナ ックで出土したア メンホテ yプ山IU:時代 (s.C.ltI日年頃)の流出型水H主計

(キi竹川主製品。実物はカイロ国立博物館山)を使つての実験研究の成以を訂.しく訓査できた。

古代エジプトでは 8.C.1500年Itiから.8.C.300年頃まで.鉢型形態のiiIc，'H却水時計が盛行し，

その1111，水時計の形態 .IJ~( 理!・構造等は基本的に変化する こ となく ， 縦/氏されたことを餓認で

きたこと は今回の大きな成栄である。

ニーダム博士からは，世界の水時計発達史に|刻して.多くの教示をいただいた。博士は中国

の水H寺;n.はハビロ ニア等のi話料下に出現したと考えている。だが，今回の詩l.j査の結果，エジプ

卜・パピロニアの流出型水H寺i汁と中国のi成因i時代 iiiii;先代の流出型水H寺a'lーとは.原理 ・椛造を

著しく終にし，かつ，その後，多段式流入型水11与;i-j-へと発達する中国の水H寺計ーの技術は，ギリ

シャ ・ローマ ・中|止ヨーロァパの水l時一言|ーとは別系統で，それぞれ独自に発達 したものとする見

通しを待た。 また博士は，中国の流入型水H寺百|・は，オーパー・ フロー式と多段式とのこつの系

統の水時計とがあって， 4世紀以降 7世紀にかけて， lilijタイプが制約:したとみているが.悦代

より L引tに至る水時計-の発展過程は， 基本的には多段式水H寺市としての発展のUil:史であり，か

っ， 日本の古代水時計':!iljl立もまた.この多段式水H新汁の系譜に連なることを明確にする大きな

成J誌を得ることができた。

以上のほか，考古博物館，考古学研究所，および先史時代からローマ時代， 中世に至る辿制;

や発拍!現場を多数視察し，また，多くの研究手?と意見交換する機会を得て，知見を大いにJI:げ

深めることができた。今後と もこれらの体験を生かして研究に役立てたいと!とlう。(木下正史)
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公開講演会発表要旨

特別公開講演会 中国社会科学院考古研究所長王仲殊先生

呉の「鏡師陳世」製作の神獣鏡を考える ・京都府福知山市広峰15号墳出土の鐙竜鏡について

隙一族は，飽・唐一級とともに元来，呉・の版図である呉郡，山|舎の鋭師であったことが鏡の

銘文からわかる。隙一族の陳世作の村l獣鋭は，中国南方で 5枚発見されており，銘文から呉の

隆雄j切 (228年，229年)に武昌で製作されたものであるといえる。この隙世と同族である隙是は，

「本是京師，絶地亡出」などの銘文ーから.呉滅亡によって日本へ亡命したと考えられ， 日本で

三角縁布Ili'，iK鏡を製作した。陳是は広峰15号墳などの「最初四年鏡」も製作した。中国に存在し

ない最初四年の年号の存在は，陳是が説明帝の最初三年死去の情報を匁lり待ない速い日本にい

た傍証となる。その後，陳是は治|場から帰国した使者から正始元年の改元を知り，「正始元年

鏡」を製作する。これらの銃上の笠松文も日本特有であり，製作地が日本であったことをさら

に裏付ける。 (佐川正敏抄訳)

古代における墨書人面土器祭記 退作人而土器は奈良時代中頃から平安時代前JYIかけて祭杷に

使用された造物であり r時代とともにその祭杷内容も変質する。奈良時代には整形土器に人聞

を描くのが原則であり，者11城及びその周辺では人而を姉くために特別に作られた整形土器が使

われている。奈良時代の墨書入国土器祭杷は疫病が遠因あるいは疫病発生地から者11城への侵入

を防ぐ目的で行われた国家祭犯であり，太宰府周辺・ 山陽 ・北陸 ・常放 ・多賀城周辺及び畿内

諸国・都城周辺に分布をみる。その分布図は文献から知りえる疫病発生国，疫村l祭をとり行う

国々とほぼ一致し，疫キ111の侵入を防ぐために拠点的かっ重層的に行われている。奈良時代末以

降，おそらく新しい宗教 (密教)の登場とともに器官人而土器祭杷は次第にすたれ，それととも

に個人的祭杷・民間祭杷へと変質 していく 。その変質は人面を描く対象の変化 (謎→杯 ，llll)， 

祭市e場所の多様化現象等に見ることができる。 (紫淳一郎)

古代都城条坊制度の再検討 平城京条tJjの地剣の基準尺度が，かつて明らかにしたように，大

宝令大尺であったことは，ここ数年来さらに蔀和された発掘調査のデータで補強される。その

中で新たに判明 した興味深い事実の一つは，大路と大路の中間に通じる “坊間路"および“条

間路"の道路規模が，大路級となる特殊例を除くと，ほとんどが側i待J心心問距離で約 9m .25 

大尺となることである。このことは，藤原京の条坊道路のうち，奇数条大路が偶数条大路より

もーランク小規模につくられ，それが平域京の坊・条問路と全く同規模であることと密接に関

連してくるのであり ，古代都城制度の展開過程を考察する上で重要なポイン トとなろう。また，

従来説かれている 「飛鳥地域における 7世紀代の方格地割」は実在せず，者11減制施行の前提と

はみな しがたいこと，わが国における条坊制を伴う最初の者11城は，壬甲の乱終息後，数年のう

ちに， 天武政権により建設が企図されたと考えられる ことも論じた。 (井上和人)
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調査研究 奨 報

建造物研究室

滋賀県下庭園の実測調査 滋賀県下の県指定名l断定国の実iJl日~J査を行った。 今年度は犬上tmq1

良町の西明寺本:t)j庭園 (1220m')，坂田1m近江町の来J!H寺庭園 (170m')，伊香郡高月間Iの理ii:J淀

!定闇 (213m')の 3ケ所について，縮尺100分の lないし50分の 1，等高級JIIJI凶0.5mの笑iJ!リ医lを

作成した。 1986年 9 月 。 (公Iï日 ・ 問 I~" ・ 1百瀬 ・ 本cl-I )

建造物修理古写真の整理 文化庁建造物税より移管された， J刻東大震災以後戦前までの修理写

真約 3万枚のガラス乾仮の整理を行った。数理方法は重要文化財建造物指定目録の順に，乾叙

l枚ごとに整理番号を付け， 35mmの写真を織り，基本台帳を作製した。 ():WI) 

歴 史 研 究 室

興福寺典籍古文書の調査 1I1:i存度にひきつづいて，J日l寺所縦の古文子i:聖教問のうち，第Ijl阿以

下，興椛寺古文fil- 目録的 2 巻に収載する f{iIS分について<<(1[認のための部13ti と写ι~.~Jti);診を行った。

1987年 1月。 (鬼頭 ・絞村 ・413的 ・官官野 ・八脈)

法隆寺典籍古文書の調査 11(1手lI'it財帳淵交の一環として.記録，古文科の市!査を行った。l勾5

函から阿 4 商までの調Nの作製と写真11t.t );~~ を行っ た。(鬼頭 ・ 八附 )

薬師寺典籍古文書の調査 *京大学:史料制等所との共liiJ.l11.jj'f.で.第 6ill1目にあたる。前回にひ

きつづいて.20-24函の訓Ill・の作製 25iキiの整理を行い.あわせて写真搬彩を行った。1986年

7月。 (!位liJi. 1111藤・緩村 ・八申請)

醍醐寺古文書関査 首íj回にひきつづき同寺i~j-械の古文{Irの ;UI.J1E， 写真1Jli;;i~ を行った(13阿)。

また，前年にひきつづき文化庁長術工芸品集の依刺によって.J日l寺所磁のi1i文{'nOOWi分のJ肯定訓

査に参加，協力した。 1 986年 8 月 。 ( *liJî' 絞村・総本 ・ ~li野・八紛 )

仁和寺古文書の調査 前回にひきつづいて，150. 151， 1521羽の調代:を作製した。1987年 3fJ。

(!必litl・絞村 ・手J':附・創刊!j') 

西大寺古文書の調査

1987年3月。

前回にひきつづいて， 80阿以下の，出1]~I ~~の作製と古文件の整理I! を行った。

(鬼頭 ・綾村 ・柄本)

その他の調査 石山寺，]986年 7-8月， 12月。 (加藤 ・絞村 ・lf，?i本)

平城宮跡発掘調査部

特別研究平城宮跡朱雀門の意匠と構造に関する研究 同研究の初年度のテーマとして，JJ，匠に

ついては1965年度製作の似原脱出をベースにした改訂案の作製，t1~造については悲礎工法研究

会 (委蝋委U8 名)に舵示し.ギrÌ，症な指導と助?守を待た。 この研究は次il~)主にも引続がれる予定

である。 (組11見・内田)
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春日大社境内の実態調査と霊備構想の策定(第 1年度) 春日大社境内地の総合的な整備に向け

て，自然・人文・社会環境調査を本年度から開始した。まず，参道にかかる各種の橋について

実測調査を行う とともに，境内の紙に関連する文献・資料の収集を行った。また，境内地の現

在の景観評価liを行い， 整備構想への一指標とした。 (梨n見・問中・本中)

縄生廃寺出土舎利容器の復原 三重県三重郡朝日町教育委員会から保存修復依頼を受けた純生

廃寺塔跡出土舎利具一式(法三彩停・石製外容器・ガラス舎利容器)について，埋蔵文化財セ

ンタ一保存科学研究室と共同で復原作業を行い，あわせて関連資料の収集を行った。 (奨)

神野向遺跡の発掘調査 常陸国鹿島郡術推定地の第6次調査。昨年度は郡庁の外郭を方 2町と

して剖査を行ったが確認に至らず，今年度は束と北にさ らに50mほど トレ ンチを延ばした。成

栄としては北 トレ ンチで北限にかかわる東西瀞の一部を検出したのにとどまり，外郭の確認は

次年度の謀題として残った。茨城県鹿島町所在。1986年4月一10月。 (毛利光・松村)

「工ブリ」型農具の再検討 福岡市那珂久平遺跡で弥生時代の泥除け付鍬が出土したことを契

機に，畿内の弥生，古地時代股具の見直し作業を進めた。その結栄，「エブリ」の一部を泥除け

板と考えるに至った。「エブリ」には，横長で、下端音11に鋸l泊状の歯を作り出したものと.l野手で

平而が円形・長方形を呈するものがあり .f走者を泥除け板と考える。これに組合う鍬は，裏面

に蟻柄をもっ広鍬，あるいはゲタの刃状の造り出しであろう。 (金子)

埋蔵文化財センタ一

法隆寺領播磨国鋪荘園詳細分布調査 兵庫県緋保郡太子町は 嘉暦4年(1329)などの年記を

もっ絵図が，法隆寺に伝来することで有名な中世羽:閣の放地である。水利i総統ならびに通称地

名などの現地間取り調査を，本年度は凶北部の馬場j也区において行った。 (回中琢・岩本)

讃岐国分寺跡の発鋸調査 史跡慾備に先立つ発掘調査の第4年次。僧房の北に小子房はなく，

金堂西方で西，北回ll!liを検出し，大官大寺式の伽藍配世が判明。推定講堂の西方で 71:1jx4間

の掘立柱南北棟を検出したが，性絡不明。国分寺町教育委員会。1986年10月。 (上版)

大内氏遺跡築山跡の電気探査 山口市教育委員会が行う屯気探査による図illl;規模の確認調査を

指導。池の西岸及び築地と京辺の池岸をJ佐定したが，南北辺は未測定。探査の結巣は発掘削査

によ って確認することになっている。 (P4村)

蓮ケ池機穴群の保存工事 宮崎市所在。凝灰岩質砂岩を例り込んだ横穴は外気に篠している部

分の風化が激 しい。羨道音11がすでに崩機 しているものは ステン レス製の付組みを し，ウレタ

ンフォームで復原 ・成形した。さらに FRPで全体を街全Iし エポキシ樹脂に土撲を練り合わ

せた擬土で整形し，全体を樹Jj旨硬化した。 (沢田 ・11巴塚・安原)

ペンタックス645の精度チェ ック フィ ルムの真空庄定装置及び指標を付け写真測量用に改造し

た試作カメラの精度チェックを行った。精度は圧定装置のないときに比べると著しく 向上した。

このチェックで，フィルムのカ ーリ ングか諜差の主因の一つであること料開!出来た。(木会)
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奈良国立文化財研究所要綱
I 事業績要

1 研究普及事業

公開講演会

(1) 1 986i~ 5月17日

THf:i-.'i足退官記念泌iiif会

r.l.lll磁文化財発似30年」

(2) 198Mド5月24日 従~59回公削減iíii会

「古代における{制作人而土総然利JJ~ i宇一日11

r古代都減条坊市IJlJtの再検汀J Jt-上布l人

(3) 1986年10月26日 特日IJ公開講iii(会

「呉の “鋭sili閥U!!:"製作のや111;伏鋭を考える」

王 1'1'殊

現地説明会

(1) 1986~ 4月19日 藤原宮古f~47次発抑制査〈見
;'U・b、、
-J-~/ 

(2) 1986年 6月21日 平城宮跡第172次発似湖資

(内裏東方官1fii.*大i梓) 館聖子 栴I己

(3) 1986年7月19日 目安Jj;t官負jIJj9次発!.ltl調査

西口 元手生

(4) 1986年8月23日 平減忘f亦第173次発射訓査

(推定第二次籾l:i:t院・*第二立)寺 崎 保 広

2 1 986~手文部省科学研究資織助金による研究

経; 日1) 研 哩t Jl 

(5) 1986.11'-10)125日 平減;広跡第172次北発似剥

1{:{*大i梓) 小 林 謙一

(6) 1 986ilミIIJl8 EI 石神巡跡、第 6次発4tll訓査

it'i Ac ltー
(7) 1986年11)-122日 藤原'白:tt}50次発4\JI ~刈資

111本忠iliJ

(8) 1986.1ド12)-113日 平城京右京八条一坊十Im);'l'

発4tl1加資 本rl:l災;

(9) 1987il~ 3 )118日 史跡頭港発掘調霊長

if:i市I 裂ー

(10) 1987年 3)128日 平城宮跡筋178次発品11湖資

(平城京左京三条二:tjj七坪) 治水 省三

平城宮跡資料館 ・覆屋公関

(1) 手森4季骨納‘4刊1

見学者 11.6印O∞O 

秋季特日矧別lリl公|附附H泊j 1ω98邸6年lω0月2お5臼一l日1)月J3日

見学者 8.832 

(2) 見学者数

資料館は1970$1'.liL後Jjlは1963年度以降の拡針

組 研究代表者 交 付苗I

特別J佐巡研究，(2) j'j$l'倫'A:lt1Jデータの分析による考古腿史研究ブ'jil，、の雌立 問 中 琢 10蜘千円 |

一 般 研究(A) 日本11\土WlH?~の材質分析による剥年研究 目f111 f苦 3，700 

一 般研究 (8) 考古学史のJ.~礎的資科収集ならびに傾'先 佐原 A 1.2∞ 
• 日本考古学・古代!と111践を外聞刻化し、その1正月!ーを国際的に11 山本.'J.，J. f~\j 3.似到。

めるためのJI>礎的研究

。 発lIì!冶備による日本中世住J;!iの彼Ifi. A~研究 宮 本 長二郎 1.3∞ 
一 般研究 (C) 中 l止(1'1食2ifl~成のJûl波に関する~I>礎的研究 川島2 俊 一 1.2∞ 

• 西日本における附土器の集附F究 菅 1瓜正 1') 1.0∞ 
ぞ》 dt良i時代土総iliill1'A:容過税の研究-11\令官1肘・lI! ~再・ !9.l- 千悶剛近 600 

奨励研究 (A) !It令制l下に必ける交通の研究ー聞を中心にー 前; Jt :fll 己 8∞ 
4シ 円本古代に必ける道具瓦の総合的研究 岩本 正 二 9∞ 
" ブパ古島HE四f司'iJl;の研究ーその制$1'と意義一 立木 、王 ωo 

" .ftl銅!日l劫:にl則する考古学的研究 t公村~!!.司 1，0∞ 
試験研究(1) 発』自遺f揮を対象とする1i1iM写真測量t法の1~1発研究 伊 東太 11' 1.8∞ 
特定 研究(1) 111JU寺を中心とする出土木材の保存法の改良と考古学的lJ!築!と 問 l日英l)) 1，8∞ 

学的研究

研究成栄刊行Yf 航空写真t.'lfl! 伊東 太 作 6.870 
(データベース}

官十 1511' 36，070 
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3 飛鳥資料館の運営

展示

第一展示室常設展示

第二展示室春期特別展示「飛13寺」
(1986.3.19--1986.5.20) 

普及

秋I~J特別l展示「飛.臼の石造物J

(1986.10.1--1986.11.24 ) 

前年問機インフォメーションルームで飢覧者ーの

質問に応じている。また，特別展示の図録として

「飛J~の石造物」を刊行した。

入館者数 (1986.4.1--1987.3.31開館回数317日)

1~通観覧 団体lJl覧 司1 斜怪 科合 31 

骨量 51.734 25.851 

r.:;・大生 14.314 30.310 
220.104 13.401 233.505 

小・中生 16.695 81.2∞ 
百十 82.743 137.361 

陳列品購入

111石 2例

高松塚古噴壁画 υ 

'押，
男性衣II~復原 1 )H 

4 埋蔵文化財センターの研修 ・指導

研 修 埋蔵文化財の保護に資することを目的

として主に地方公共団体の埋蔵文化財保護行政担

当者を対象に次の研修を実施した。

(1) 昭和61年度思蔵文化財発据技術者特別研修

(純紋施紋法制査線程)

1986年4月17日--4月23日 (参加者21名)

(2) 昭和61年度鹿蔵文化財発掘技術者専門研修

(金属保存謀程)

1986年5月 7日一 5月23日(参加者12名)

(3) 昭和61年度埋蔵文化財発掘技術者専門研修

(ill跡保存整備課程)

1986年6月5日ー 6月24日(参加者18名)

(4) 昭和61年度埋蔵文化財発掘技術者一般研修

(一般課程)

1986年 7月2日一 8月9日 (参加者24名)

(5) 昭和61年度埋蔵文化財担当事務職員特別研修

(埋蔵文化財基礎線程)

1986年 8月19日--8月28日(参加者33名)

(6) 昭和61年度鹿蔵文化財発銀技術者専門研修

(遺跡iHI]最課程)
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1986年9月48--9月30日(参加者20名)

(7)昭和61年度組磁文化財発砲技術者特別研修

(土層転写練校)

19861ド10月7日--10月11日 (参加者21名)

(8) 昭和61年度思磁文化財発.JtI!技術者特別研修

{造物取り上げ法課程)

1986年10月13日--10月16日 (参加者29名)

(9) 昭和61年度鹿蔵文化財発掘技術者専門研修

(遺俄探査・ 予備制査課税)

1986年10月24日--))月18日(参加者11名)

帥昭和61年度足J!.磁文化財発御技術者専門研修

(歴史時代遺跡調査課程)

1986年11月27日一12月19日(参加者27名)

(11) 昭和61年度以後文化財発抑技術者専門研修

(環境考古謀総)

1987年 1月13日--2月6日 (参加者14名)

(1~ 昭和61年度鹿蔵文化財発招技術者専門研修

(埋蔵文化財ti'j報課程)

1987年2月17日--3月3日 (参加者25名)

(1~ 昭和61年度思疎文化財発掘技術者専門研修

(石器調査課穏)

1987年3月13日--3月24日 (参加者20名)

発錨調査 ・重備 ・探査指導

(北海道)I淵陥九遺跡， 手宮洞窟，美利河遺跡，

忍路土場逃~. i:位経氏城跡，津軽海峡線建設工事

新進4遺跡. (岩手県)国見山廃寺跡，盛岡城跡，

毛鐙寺庭園.(秋田県)払図柵跡，東北桜断自動

IIIill秋田線上のUIU遺跡. (山形県)拘l出遺跡，

(福山県)薬師金石仏，主{日寺跡.大戸古言葉跡、lrI・，

l則和久上町遺跡，久世原遺跡.(茨城県)神野向

遺跡. (栃木県)足利学校跡，下野国分寺跡北I"l，

下野国府紛;. (静馬県)字通遺跡，上野国分寺跡，

矢ノi市遺跡，目前遺跡.(東京都)御殿前遺跡，

(iJ山県)じようべのま遺跡.(石川県)鳥越城

跡附二曲減跡， 石動山東林院跡庭園.(福井県)

加戸下屋敷遺跡，永平寺町古境石室，一乗谷朝合

氏遺跡減戸口土品 ・石垣. (山梨県)寺本廃寺跡，

(長野県)森将1lI塚古噴.松本城.信i農園府跡，

(岐阜県)高山城跡，岐阜減跡千ft敷， 馬見塚遺

跡. (静岡県)勝rU]回域跡，横須賀域跡，韮山反

射炉. (愛知県)三河国分寺跡，下河E減跡. (三重

県)夏見廃寺跡，本布11遺跡lW.多気町瓦窯跡， 一

般国道 l号f(!.山バイパス遺跡.純生廃寺. (滋賀

県)来照寺庭園，理党院庭園，作谷黛跡，延暦寺



西港遺跡. タタラ谷治初;. (京都府)日斑寺跡，

銀l制寺お茶の升:庭倒. 111減国分寺湖、，大覚寺大沢

池. 物~女事塚古.I1t 志向遺跡.中の谷2足跡. 的:

勝寺跡. (大阪府)錐波宮跡. i~!t.~減山古噴.茶

臼山古I武.三ツ塚古.ttt.瓜破遺跡. (兵庫県)!必

状山減紛'.王津 ・田中遺跡，辻井遺跡，大山荘i剖.

西脇古I資t::F.長尾j.fi跡.1i舞線No9遺跡.天王山

古噴群.前ノ内経塚.小道古tl't.長尾j'f'田遺跡.

但馬国分寺跡，月fH:EI弱地域.魚住消防、.篠山j成二

の丸石垣.新宮 ・宮内ili跡.淡路国分寺跡.五色

塚古噴.i'i江円寺遺跡，明石減武家屋敷跡.桜ケ丘

銅鐸 ・ 銅文.但馬国府跡， 三岡市ï~~成黛跡，篠 11 1

城上小性l町武家屋敷跡(奈良県)藤ノ木古別.飛

鳥水務遺跡.(鳥取県)上原南遺跡，上原遺跡，

戸応遺跡. (烏恨~'n 西川津遺跡，出議国府跡.

山代郷正念蹴;. (岡 IM;~.) 南方釜図 iむ跡. ì~!山城

跡. (広J，"bl~~)平戸千軒町遺跡，待合岩陰巡幼'.

竹森大イ111山遺跡， 三ツ城古I賞.(LIJ口県)大内氏

泣跡. 土井ケiftü~U'1J;.延行条皇遺跡， 綾羅木郷遺

跡;.uを:ぬ~~)若杉山遺跡. 徳島城跡. (香JII~;~) 

讃岐国分寺跡，沙弥ナカンダ浜遺跡;.(愛媛県)

絞山市道子舟・高岡線地j或. (福岡県)王塚古I賞，

大野城跡太宰府口門跡.比定、遺跡. ~f:相田ill幼

字木汲回ill跡.(佐賀県)庖田町遺跡'.大黒町冶

跡.m本県)宇土域跡.塚原古I資群. (大分県)

大分元町石仏，宇佐風土記の丘.弥動寺旧;境内，

t1f愛国分寺跡. (宮崎県)蓮ケi也被穴群.宮崎学

園都市遺跡.~t原牧地区遺跡百f. (鹿児島県)指

宿橋牟礼川遺物包含地.(沖縄県)今帰仁減跡，

首盤城跡，糸数峻跡，フルス ト原遺跡. i勇回古窯

跡，新m村泣跡

埋蔵文化財ニュース刊行

節目号 コンピュータによる発掘調査記録法

第56号 1985年俊足11蔵文化財関係統計資本|

tii57号 H併1159年度に報告された逃跡の|時代別件

数

5 その他

委員会等

tii 13回飛鳥資料館主s営協議会

1986年 5月21日 於飛1:』資料館

;1<城・飛.r:;jj，事 11;('&;2，事部El'f.~確保j指導委貝会

1986年 6Jl6日・ 7日

於平域宮跡:資料館講堂

平減冶・『事朱4む1"1別査研究会

1986年Iln12日

外国出張

木下正史 古代水時計発途!との研究のため述合王

於小会議室

国.フランス.イタ リアへ出張

1 986年 IOJ~ 2日一同年]1 ~28 日

憶力事業等

文化庁では]97] 11" 1支から特別史跡藤防('g~事の因

不I化を進めており.1972年度から当研究所が文化

庁から支出委任を受けてn収事務を担当している

が. 1986年度の状況は下記のとおりである。

区分

1986年度

[fu m 
5.927.48 

299.570.19 

金額

251.830.210 

5.598.120.796 囚布地合31

研 修貝一覧表

氏 名 所 kt.i 受入 れ問IIlJ 受入れ~ 研修J首席内容

IJII 古千忠子 兵1・1(1'，¥秋後主任 1986.5.6-1987.3.28 遺物処J:ll研究室 l!1¥政文化財の保存処理

1J1 田芳附 三(桑11名H¥市L教立書総SF，ILH外小研学修校生教諭) 1986.7.1-1986.9.30 平峻';;f跡発t回調査部 島!磁文化財の発姻側資およ
ぴ保存について

千 t+: r古
神戸市教委文化財:lll!ll磁文化財

1986.9.1-1987.3.31 遺物処理研究室 活跡tU土遺物の遺物保存処
係 理

1よ剛山之 三(名11般1県市教立後す以ず外ら研ん台修小生学校教治)

11蜘…986.12.28

藤原';白:跡発似f凋3EZ五 l司 上

森岡常 厚
向上

向 上 l司 上{jlt市立西織内中学校教諭}

斎藤野 一
瀬戸内海原史民俗資科白iil!f.I"I.

1986.11.10-1986.11.22 遺物処理研究室 金属澄物の保存について
日

$ 相1 沫
国立中央1¥'物館保存科学室l!:!当

1986.11.26-1986.12.25 |百l よ 保存科学研究u 
永江 J:; 夫 福井県上中町教号是非常勤聡只 1986.12.1-1987.3.20 平駿?司:跡発姻E調査slI 埋磁文化財発偲淵貨の実務

キト 胤 途
Ii!北大学校!事物館保存成理2草案 1987.1目9-1987.6.19 遺物処理研m:塗

l!s緑土器の保符科学処理方
務助教 法

FL
D
 勾，



E 図書及び資料

凶作95.821冊 (1987.3.30) 

区 分 {長 jJ1I 勝 入 者F 鮒

府1í尭 ~I~ 1.259 4.289 
1986 

:下 140 41 

事1i莞1'.' 42.050 47.682 
持~ilt

t干. \~ 5.176 913 

写n 333.595点(1986年度末現在)

E 研究成果刊行物

1 1986年度刊行物

名 材:

学 桜 島M5冊 薬師寺発{日[判査報告

図 jJ tul61冊 IIHIのイヨili物

~t 

5.5<18 

181 

89.732 

6.089 

報告型F~事 昭和61 if-1.主平減下f跡発砲湖1t~1I発慰謝1t槻tll

I1HI-藤原1包.-先t面倒資概輔1l!;17

平城宮発抱白岡1t/l1土4区間概報19

'I~織広左京四条二幼}坪発抱凋宝'ëtU;'i

τF減ß'~事資料館l語録

集落田f並保存関係条例の概要 け1)

遭跡愁i宙資科V(i!(跡 ・官1酎遺跡)

遺跡主主i帽資科VI(旋回 ・その他の冶跡)

2 前年度までの刊行物

子長良国立文化財研究所己主報

1ドI!.!:

1954 

1955 

1956 

1957 

1958 

1959 

r， 

t.'; 1冊 仏師連艇の研究

当1I2冊 修学院雄'l:~'のi草原的研究

書~3 冊文化!と晶li

首Ilt1冊奈良 時ftli'lIJ)の研究

百九500 J\HI占'1~ jli!~制脊判ifT

品Il6問中世 縫l量l文化!と

員I~ 7冊 興悩寺食堂発J語調資報告

白I~ 8 冊文化~~歯11 11

ÎI~ 9冊 川1)'1.寺発J世潟1tt世代

称

1960 

1961 

1962 

1l~ 10冊 平妓";:¥.跡 .!i;nUll証益五跡発jli!，凋1f.t世代

約1100 院家ill~の研究

自~ 12冊巧低公阿弥~~ll.t!< 1.艇

お13関 税駁iU;f;ミ縫l量lの立地が:J，J5-r，i

者~14冊 レースと金I色合事IJmに関する研究

tM5冊 平総下f発J届訓:先制H!i-II "::1封地械のJ41e

1963 第 16冊平域自信jli!，J:j~宝仙台 問 内拠地J~の凋1t

19651 制 7冊 平城日発jllli附 tIH';-IV '(fl町地域の調資

第 18冊小JtIl遠州の{乍~IT

1967 I ~~ 19冊 藤原氏の氏、ケとその院家

1969 I t!~20冊名物裂の成立

1971 I第21冊研究諸l(¥1

1973 I ~~22冊研究諸~II

1974 I ~~23冊平総日発jlP'，.I'41f.軒!{' j- VI "I(減);(li:);(一条

三坊のi訓1e
白íl24冊高IIJ -圃I並 ~~; tlH'，~-

一76-

1975 1第25冊 '[1城京左京三条二校i

第26冊 '[1械下f発娼員同査総代¥1

第27冊 IIHI'桜島E宮発担湖1t維{'i1

第28冊研究諭集ls

首il29冊 本件議五Ut--Jif_;iP.，湖:氏側{'i'-

1976 I第30冊 jl.条一町並舗貨の紀以ー

1977 I 第31冊 飛鳥・藤原宮発t曲目唱:tef世代H
当íl32冊研究~~ IV

第33冊 イタリ 7中筋のー111品集併における民家

.刈先制iih-
tu34冊平峻't:f発』屈調先制!{';-IX

19781 tt~35冊研究制!V
第36冊 '11減':~'~備調査幸U{I;- I

1979 I ~;37冊 I1HI'様I!i.官発短調:tH世代目l

主1I38冊研究論集W
1980 I第39冊 平純白発』臨調資制1)1;X 

1981 I 第40冊 '11峻't:c発掘自問先tI!{'iX1 

1984 I 第41 冊 研究鎗~ \I

告M2冊 '11減下f発槻調査松{';-X 11 
第43条 日本に必ける近m:民家 (~~)の系統的

発h~

1985 I tt~44附平総j;~tr:);(三条二r)j，'，j;f.発J程調1ê斡(:;1;-

子氏良国立文化lH研究所史料

年I[ 才， 特.

1954 第 11il 111無阿弥陀ILI'乍善集(ll!製)

1955 百~2 冊 i町大~tj:叙ö!云gG~1正

1963 第 31冊 L:ÆJI ，'j'~と科寺足‘補 l

1964 主l~ 4 I時 俊点以i爪1肱史科集l此

1966 首~5 冊平城山本附 l 図版

1967 ~~ 6 冊 i二~J1寺1!科寺誌編 2

1969 自~ 5 冊 'Il~章氏木簡 l 僻説 {別冊)

1970 第7附 1，lftflj品有í: ~科 l

1974 第81l1t 司'峨't:~'木附 2 図版 .~?..lI. 

討作9冊 u 本y:_，術院彫刻等修J~~;記録 l

1975 員illO附 11本Mi院彫刻等修理記録H

1976 第1100 日本y:_，術院彫刻等修理，:WIII

1977 第12冊 縦以下(A、MI 図版 -Ki.Jt 
第13冊 円本Yii軒院彫刻等修埋必filV

1978 第14冊 n本y:_，術院彫刻等修理，tl!録V

節目冊京大占[文部目録免I}I '巻

1979 第16冊 11本y:_，術院彫刻待修理記録VI

第 17冊子総t.~ 木自:lj 3 図版-~i ..ll. 

主1I18冊 雌即(;;，木簡2 凶版 ・解除見

第19冊 京大寺文書目録第 2 ~

1980 第20冊 日本美術院彫刻等修理，1l!W I

第21冊 ~!大寺文書目 UW， 3~

1981 負1Ì22冊七大;~-， j巡礼_fl.記

tfi2300 ~[大寺文\'HHi百~4 ~ 

1982 自作24冊 京大寺文役目録第 5 ~・

第25冊平総';:\"W土f品位土2~集成 l

1983 tf}26冊 見{大寺文件目録白IH~

1984 告~27冊水路~成函録一近畿古代縞ー

1985 tu28冊 平城宮本側四図版 ・解説

第29冊 !lI! N~寺典稿文書~W-l~-~



奈良国立文化財研究所基準資料

Sjollt 名 称

1973 第 1fH; 瓦溺 l 解説

1974 第 2冊疋編2 解説

1975 自~3 冊瓦編3

1976 第4冊瓦編4

員~5 冊瓦綴 5

1978 自1¥6冊瓦編6

1979 第 7冊瓦絹 7

1980 第 8冊瓦編 8

1983 第 9冊瓦編 9

飛鳥資料館図録

iH主 名 4す.

1976 第 1Is; 成1:1佐l臥のず'I:<l'.金制仏

第 21冊 飛鳥白鳳の功名金銅仏 銘文箱

1977 員~3 冊 11 本古代の本J.!~

1978 U~ <1冊 H本古代の~芯銘文篇

~~ 51s; 古代の誕生仏

1979 第 61R; 飛鳥時代の古川-21i必J.*とその閃辺一

1980 第 71R; 日本古代のJJ!ll!¥

1981 首)8冊 III日l寺展

1982 第 9 冊向転~t軍始年

1983 お10冊 波*人の苛ー桧隅手iと以IIlW'
第IIIili nHIの水時計

第12冊 小建築のi崎県一嶋崎から瓦l/fまでー

1984 品，113日} 藤田(':ミー'1'.枇紀にわたる湖託と研究ー

1985 第14附 日本と般国の911f象
第15冊飛印有

N 定 員

V 予算 (1986年度)

人 f't '1~ 

運営資

ヲF m ¥'7 J.m 

一 般 研 究

特別j 研究

先掘調資

:.'1糊:整備ti:JlI!

飛 (1ft科tm運営

J:I¥政文化財セノタ-j!'i:l

新庁舎維持管里I!等経資

施設 官

総 iIE 設 備 '{~

平城下f跡4・F繋備'w

不 動 町('11入 賞

各 所 修 繕 '{f

527，685千1'1

694，903 

4，465 

56，292 

3.081 

453，042 

55，828 

49，175 

43，183 

29.837 

312，387 

25，000 

279.400 。
7.987 

1.534.975 

W 施設

土地

奈良国立文化財ー研究所所包 47，889m' 

本庁舎 8，860m' 

飛鳥藤mt~白.跡発抑制査部 20，514m' 

飛鳥資料館 17，092m' 

郡山街舎(二) 80川?

飛鳥資料館宿舎 1 ，343m' 

文化庁所管 (1刻係分) 1 ，376. 486m' 

1，071 ，875m' 

藤原宿跡地区 29，570m' 

飛鳥焔i胤宮殿跡地区 5，041m' 

建物 24，456niき

1. 1'1' 合 23.86511i含

121: ~} 本rr1i平峻 政/jZ
売を .(~ 必Ii，( at 資料館 主1跡

rn' tnZ rn' nl nl "" 
~I ~ 務 ~;~ 568 44 304 90 1.006 

研究 室 1.419 274 77 1.770 

資料・ l主Il'r-笠 1.021 36 36 1，093 

会 議 集 338 58 42 438 

}溝 .;{.: 384 89 473 

))t iJ、主 島44 648 1.492 

1): ft 安 79 256 87 64 486 

1'!l 11! ・ ~~示縦 l、686 1.686 

1・I( 84 200 259 94 637 

合/01(・収政)，11 123 5.111 2，144 480 7、858

1;庁 修 械 1.416 1.416 

そ の {出 1.745 2.549 118 1.062 361 5守510

;lt 6.793 11，074 3.280 2，682 36123.865 

2. lTi合等 591 rn' 

一77 ー

重攻ー文化財 1日米谷家住宅 213m' 

i!llUllhi合 (ー)，(二) 153m' 

飛鳥資料館街合

主要工事

(1) 施設設備校

225m' 

千円

:;l~ j)，主出~~‘資料ftlï \lï:気改修])J~ 8，000 

>1ι城五(跡資料館空気別利l改修その他工事 17.000 

(2) 平城五l跡地t";: 幣制WI.~

;I'.j)主':江湖:資料館改修工事 62，500 

平城宮跡)，lt1i':!.ijfif北I師築地及び門復原:Uド

29，000 

>11.城山跡J;iJ;'i:核保Ii昭和61fl':度第 1lULI >~J~ 

130.000 

平城'と[跡環波数í~iillr併il61年佼第 n 1削工事 23，000 

平城':~I;跡京大i持彼阪工事 6.700 

政IJ;(宮跡説明tli等技i位:UJ~ 8，520 



藤原1主.跡樹木補植工事

W 人事異動

(1986.4.1--1987.3.31) 

4月 1日 奈良国立文化財研究所長に舛任

鈴木磁吉

庶務部庶務課課長補佐に昇任

筋 忠男

平城g-WJ¥発姻Wo¥I査部長に昇任

町田 4t 

平減宮跡発御剤査部考古第一湖査室長

に昇任 金子 総之

平城宮跡発J組問査部考古第三綱査室長

に昇任 毛利光俊彦

平減宮跡発品週間査部遺構制査室長に昇

任 上野手I1ー

飛鳥資料館庶務室長に昇任

織図世l!磁

平j成宮跡発品lli淵査官官考古第三郎l資釜に

転任 佐)11 正敏

飛鳥藤原'出・跡発仮調査部長に配位換

|刈図 9:f~号

建造物研究室長に自己位換 '~・本長二日11

飛鳥藤原'白.跡発掘調査部考古第一制査

室長に配位換 照的 [色

飛鳥篠原'白・跡発似調査部立H持制査室長

に配位換 111本忠尚

J.lli蔵文化lBセンター集洛治制:研究室長

に配i山奥 J:楽 i(r-通

飛13資料館主任研究官に配位J奥

行本 *輔

平減宮跡発tii!f.調査部考古第一例査室に

配也換 井上手11人

飛鳥藤原冶・跡発lli!湖査部!と科J刈:rt去に

~~世J奥 深滞う7樹

飛鳥資料館庶務主主に配位倹

刀谷敏的

思議文化財センタ ー教務主に配iE換

4公本正典

文部;技1¥(庶務部会計課)にt-l'J.tJ

小協l秀彦

文部技1;.(平j成冶・跡発州制強::111考古第

二訓資五)に保m 玉岡ヲI~:茶

事務総i{，左rl(庶務音I1庶務課)に保用

2.100 

。。ヴ，

守山月子

技能補佐良 (飛鳥藤原宮跡発掘調査

部)に採用 山本謙次

研究補佐民(飛鳥藤原宮跡発掘淵査

部)に採用 高橋公一

事務補佐rl(埋版文化財センター教務

室)に所属換 岩永 m子

事務補佐只(庶務部会計器~ ) に所属換

築山 総

文化庁文化財保護部記念物lilIl主任文化

財制査官に配i位換 狩野 久

文化庁文化財保護部建造物線文化財捌

査r~rに配位{奥 村上初一

文化庁文化財保護部記念物秘文化財郎l

査官に百己世換 山崎信二

和歌山大学学生部厚生課長に転任

日高参夫

京都大学医学部に転任 吉村義徳

京都大学化学研究所に転任

浅井正彦

4月20日 辞 駿 山本謙次

5月 l日庶務部会計課に転任 岡本安司

7月 l日 平械7江跡発抑制査部主任研究官に昇任

lj¥!; i宇一日11

平城冶・跡発掘調査部主任研究官に昇任

小林謙一

飛鳥税収宮跡発品l!謝査部主任研究官に

昇任 土JI巴字

l!.-Il磁文化財センター研究指単調i主任研

究官にJil.任 光谷新実

飛鳥i:t科館学芸室に西日世換

杉山 洋

庶務部I.i!:務課庶務係長に舛任

I鳥井良治

10月 l日

庶務部庶務課に転任 石田義fIlI

庶務部会計諜専門般日にHt-f:壬
井元 正滋

大阪大学医療技術短lUJ大学部庶務係長

』こ転任 岡部位並

奈良国立|噂物館管理浪人事主任に転任

西微

12JBl日計峨 藤本きよえ

l月1日 ~J~務布lì佐U(庶務部会;汁諜)に採用

高田操子



I月16日 庶務郎会計総il!l!j，毛布li佐に占1・1f

t花岡 印j

京都大学経里11l1lm・1I~'t.県;刷毛布Iì佐に !I!ï;任

藤本 進

3月30日 苦手職 liij川草子

小寺 誠

|刈田 *Y~ 

菅原正明

3月31日 終 戦

¥m 組織規定

文部省組織令 抜主主

昭和59ilo)主政令第1271，J 

IIE!fIl59~ 7月 l日全部改正

第108条

2 jIijJ:i'jに定めるもののほか.文化庁に次の施設

奇Ij;機関を泣く。

国立文化財研究所(前後目指)

第114条 国立文化財研究所は. 文化財に|刻する

制強f研究.資料の作成及びその公表を行う機関

とする。

2 闘立文化財研究所には.支所を泣く ことがで

きる。

3 自立文化財研究所及びその支所の名称.I立位

及び内部組織は， 文部省令で定める。

文部省設置法施行規則 依本

H附{臼i併手和1128年 1 月13日文剖部lぞ省;令a第Il2号

追加H附白併和114刊3:1年手 6 月 l日5 日文剖部i省令針第~2初O号

H附{臼i併手利114必5年 4月lげ7日文剖部l省令第1日1号号-

昭和45年 4月12日文部省令第 6号

lI[jf1l49年 4月II日文部省令第10号

昭和50年 4月 2日文部省令第13号

I!日和51年 5月10日文部省令第16号-

Ui'HU52年 4 月 18日文部省令自~1 0号

昭和53年 4月 5日文部省令第19号

昭和53年 9 月 9 日文間Wî令指~33号

IIsfll55年 4月5日文部省令第14{;・

11昨日55年 6月25日文部省令第23号

昭和58年10月 l日文部省令第25号

IIH fll 59年 7月 l日文部省令司';37号

百';5章文化庁の施設笥;機関

努';4節 国立文化財研究所

第116粂の 9 国立文化財研究所の名称及びi立i丘

は，次の表に掲げるとおりとする。

n
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文
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一
日目

一
昨日

{
一

t
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3
一

J

r-
-
6・

首
均

一

/dH

百';2.;大 奈良国立文化財研究所

(所長)

~J 23粂 子奈良|語立文化財研究所に.所長をi泣く 。

2 所長は所務をtt.恐!する。

( I:kJf;il組織)

第124粂 伝良国立文化財研究所に，庶務部.ill

造物研究室及び肢!と研究室並びに平械'白ー跡発!.b!

訓資制l及び飛鳥縦原宮跡、発Jぬ~i利査苦11をi立く 。

2 1iipJiに定めるもののほか，祭良凪立文化財研

究所に、飛Y3資料館及び.I.!Il足並文化財センターを

泣く 。

(J.(U~部の分?~及ひ可q)í)

第125条庶務部に，次の二献をi位〈。

一 庶務課

二会計課

2 庶務総においては，次の事務をつかさどる。

一段日の人事に|刻する事務を処理すること。

二 聡μの福利厚生に関する事務を処理するこ

と。

三 公文子~jiの後受及び公印の包2守その他庶務

に附すること。

凶 この研究所の所以事務に|却 し.iili紛淵殺す

ること。

五 この研究所の所以に係る遺併及ぴ遺物の似ー

会のための符備に|刻すること。

六 '!III各号に仰げるもののほか，他の所学に以

しない事務を処理すること。

3 会問調lにおいては.次の事務をつかさどる。

一 予nに|刻する事務を処理すること。

二 総代及び収入の決算その他会誌| に l刻する ~J~

務を処理すること。

三 行政財産及び物品の管理に附する事務を処

理!すること。

凹 11'令及び設備の維持.管理に|則する事務を

処理すること。

五庁内の収締りに|刻すること。

(辿造物研究室等の事務)

第127$R ill造物研究室においては.建造物及び

伝統的建造物酔に附する部l査研究を行い.並び

にその結裂の公表を行う。



2 歴史研究室においては.考古及び史跡滋ぴに

阪史資料に|刻する別交研究を行い..!itびにその

結果の公表を行う。

(平械宮跡発街!別査部の六室及び事務)

第128条平城15跡発掘調査部に.考古第一側資

室.考古第二調査室，考古第三剥査室.泣t持調

査室.1itiRIJ修iit剣査室及び史料調査室をi世く。

2 前項の各室においては.平城宮跡に|則し.次

項から第 6lJiまでに定める事務を処理するほか.

その発J揺を行う。

3 考古第-E純資室.考古第二調査EE及ぴ考・(it!i

三調査室においては，別に定めるところにより

分担して.遺物 (木簡を除く )の保存務理及び

調査研究並びにこれらの結果の公表を行う。

4 巡術調査室においては，遺構の保有ー務理及び

調査研究益びにこれらの結果の公表を行う。

5 計iJ!IH事長淵査室においては，泣仰の百十iWJ及び

修景並びにこれらに閲する絢盗研究並びにこれ

らの結果の公表を行う。

6‘ 史料調査室においては.木簡の保存整理及び

調査研究，史料の収集及び調査研究並びにこれ

らの結果の公表を行う。

(飛鳥藤原宮跡発抑制査部の凶釜及びIJJ務)

第129条 飛鳥藤原宮跡:発抑制査部に，考古第一

調査室，考古賀3二悩査室，遺構調査室及び史料

調査室を位く。

2 前項の各室においては，藤原宮跡及び飛鳥j色

威における宮跡その他の遺跡に関し.次J11から

第5項までに定める事務を処理するほか.その

発掘を行う。

3 考古第一例査室及ぴ考古第二制査室において

は，別に定めるところにより分担して，造物

(木簡を除く )の保存整理及ひ澗査研究並びに

これらの結果の公表を行う。

4 遺構調査室においては，遺構の保存整理及び

調査研究. 遺構の百十m~及び修景並びにこれらに

閲するf調査研究並びにこれらの結果の公表を行

つ。

5 史料調査室においては，木簡の保存艶理及び

調査研究，史料の収集及ひ守凋査研究並びにこれ

らの結果の公表を行う。

(飛鳥資料館)

第130条飛鳥資料館においては，飛鳥地減の鹿

史的1主義及び文化財にl刻し， 国民の理解を深め

-80一

るため，この地域に関する考内資料.1民史資料

その他の資料を収集し，保官して公衆の観覧に

fj~ し.あわせてこれらに|刻する似11f.研究及び事

業を行う。

(飛fげt料館の館長)

第13H長 飛鳥資料館に館長を泣く。

2 館長は.fiii務を掌理する。

(飛鳥資料館の二室及び事務)

第132条飛鳥資料館に，庶務室及び学芸室を位

く。

2 庶務室においては，飛鳥資料館の庶務.会計

等に|刻するIJI務を処理する。

3 学芸筆においては， 次の~J~Jf1 をつかさどる。

ー 飛鳥地械に関する考古資料.!恋!と資料.:ill

造物.絵画.彫刻， 典f:i ， 古文{I~その他の資

料の収m.保管.展示，模写.絞造，写真の

作成.別査研究及び解説を行うこと。

二 飛.n地域にl刻する図tlF.写兵その他の資料

の収集.!寝耳1[，保管，展示.閲覧及び調査研

究を行うこと。

三 飛鳥資料館の事業に|刻する出版物の編集及

ぴ刊行並びに普及宣伝を行うこと。

(製品主文化財センター)

第]33~染経l磁文化財センターにおいては. 次の

JJi-務をつかさと'る。

_ Jil¥蔵文化財に関し，調査研究及ぴその結果

の公表を行うこと。

二 週!蔵文化財の調査及び保存2監理にi均し，地

方公共団体の迎磁文化財調査関係戦員その他

のl剥係者に対して，専門的，技術的な研修を

行うこと。

三 段蔵文化財の調査及び保存型監理に|則し，地

方公共団体の機関その他関係の機関及び団体

等の求めに応じ，専門的，技術的な指導及び

助言を行うこと。

問 題磁文化財に|刻する情報資料の作成，収集.

整Jlli，保管及ひ澗査研究を行い，並びに地方

公共団体の機関その他関係の機関及び団体~;

の求めに応じ，その利用に供すること。

(迎磁文化財センタ ーの長)

第134粂 Jil¥量童文化財センタ ーに長を位く 。

2 前方iの長は、埋蔵文化財センターの事務を掌

理する。

(埋蔵文化財センタ ーの内部組織)



第135~長 JA泌文化財センターに，教務室.研究

指導部及び的総資料室を位〈 。

(教務室のIJ~:m )

ttl136条教務室においては，研修の笑施にl刻す

る事務を処理!するほか，思l磁文化財センターの

庶務に附する~J~務をつかさと'る 。

(研究指滋部の六室及び~F務)

有n37条 研究指持部に，考古i汁岡研究室.m青年

巡跡研究室.発拘!技術研究室.逃物処理研究室.

il!リ盆研究室及び保存工学研究室を位く 。

2 考古計画研究室においては，第133条第 1{Jー

から第3号ーまでに掲げる事務 (他の窪の所訟に

以するものを除く)をつかさと'る。

3 ~長1tr ifi跡研究室においては. m孫遺跡、に|刻し.

第133条第 1号ーから第 3号までに拘げる事務

(発抱技術研究室，遺物処理研究室.測量研究

室及ぴ保存工学研究室の所裁に泌するものを除

く)をつかさどる。

4 発4h!!支術研究室においては.遺跡の発ぬ!技術

に|刻し，第133条第 I号から第 3号までに掲げ

る ~J~務をつかさどる。

5 遺物処理研究室においては.泣物の処理に|刻

し. ttl133条第 l号・から第 3号までに.JtJげる事

務をつかさどる。

6 iJ!lJ:Ll研究室においては.埋磁文化財のiJ!lJ訟に

|刻し.第133条第 l号・から第 3号までに防げる

:~J~~~ をつかさどる。

7 保存工学研究室においては，遺跡の保存繋備

に|均し. ttl133条第 l号から第 3号までに1tJげ

る lJ~務をつかさとeる 。

(悩総資料室の事務)

ttl138条悩報資料室においては，第133条第4号

にl~lfるヰ~ffiをつかさどる。

年報表紙デザインの改訂について

今年度の年報から表紙デザインが改まりました。

これまで永らく表紙を飾ってきた春日野の旧本庁舎が夜良国立博物館に移管され，当研究所の

シンボルにふさわしくなくなったことが今回の改訂の契機です。そこで，これにかわる案を広く

研究所内から募る方法として.所内デザイ ンコンペを行いました。最終的に 9 ~長の応募作があり

(写真).これを研究所職只全員で投票するという民主的(ワ)な方法で判定したところ，結果

は表のごとく，朱雀門をカ ットとする梁が一等となりました。

一等となった原案をもとに，若干，文字・カ y トの配位，大きさなどを修正し.今回の表紙が

できあがり.また，表紙の用紙もこれまでの ミューズコ ットンからより耐久性のあるマーメイド

という紙に変更しました。

，、
トペ、レM 由説訓 酬 明
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職 員 {I987年 7月 1日現在)

所属 氏 名 官 職 鐙 当 所属 氏 名 官 職 鐙 当

鈴木 16古 文部校官所 E主 IIf悶 f宮 文部妓官[部 長

伊総省三 文部事務官邸 長

一
赤;I~ 何一 文部~I~務官探 長

石IIJ 訓l樹 文昔ß~II務官線長補佐

西日1 健三 文部III務-cr専門職員 平城 ~II 務

4 事百m金子 IIi之 文郎 J支官~ iミ ヨ5・ 古

井上布1人 文部技官 考 古

ltRlkUF I;ti古 文部事務官庶務係長

石m 1l1l111 文部lJI務官 庶務人 !Il
.l'.f.1U 光治 文部事務官欝務日長 聖子 備

平 製2昼

4公村 7ι吉l文部技官 考ー ーi!:i“
お水省三 文部技 'lli 考 →』包i

IZIIU t事完 文部事務官警 務 日 主F 備

八幡扶桑 文部t!-cr ~早1"1殺只( f井任) 写 rt 
W: 宍戸雅子 lJI務補佐n 庶務人 111

務}甚 悦子 lJl務補佐n !!f. 務

締本良子 III務補佐n t!f. 務

新宿恕子 III務補佐n lか E量
~11 月子 事務補佐日 tff. 務

城考司mL自' ・m辺征夫 文 ffilj査官室 長 章~ 古

3Z1s 芳英 文古都妓官 豊，島 古

本'1' ii.代 lJI務補佐只 悶型F資料

中川かよ子 !Jl務補佐只 図 l'f資料
課中I証 Eを5島 事務補佐日 図 作 資 科

西的 7耳炎 III務補佐n 図 l'fie斜

g 創部EEk 

千回剛造 文部筏官 {併 任) 考 古

511 淳一日11文部技官 ({井 任) 事~ 古

石川千恵子 研究繍佐日 公 llit トー

務 トー 言a4」問I a 毛利光俊彦 文部技官室 E主 ョ~ 古
花谷 治 文部技官 予， 古

小川 !!(~夫 文部事務官媒 主k
益III PJI文部III務官恕長補佐

川合教i事 文部III務官課長補佐

跡調52E E 
佐川正敏 文部技官 事，ー 古 l

小 林 餓ー 文部妓官(併 1壬) が， 古

会自主辺 版!と 文郎技 'i]・専門較 n 設備 lPl!
介元正if1.文部校官専門職 n 施

-・1えn. 小li本 i古文部III務官専門職 n 桜日'i.司i務
日1坂雅iS;文部III務官経理係長

小林 雅文 文sI11Il務'Ef経理主任
ffi， 線本敬子 III務補佐u 経 迎!

自|・河村 J;~子 III務補佐n 経 理!

トー

治
又~Ií月 上 野 邦一 文部技官室 長 ill Z量

s司
Jゐ111 敏男 文部 ti官 ill ~ 
浅川 i盆卯 文部妓官 ill !5 

主t鈴本修自 文部筏官({井 任) ill Z語
t富山 熊 III務補佐日 経 J])! E量
凶付 i事tた 文部事務官 ffl I!t 係長

岡本安司 文好11II務官 IH IJ[ 偲←一

飯m 幻m文 節 技 官 自動車運転

水!日 季子 111務補佐日 III IJ[ 
忽中村布l!た 111務補佐只 m 1主

井元正証E文部校 官施設係長{併任)

小l申l 秀~ 文 部 校 官 施 段
大西 利子 111務補佐只 JG ~ 

創霊自草童

お 漸 婆ー 文部校官室 長 遺跡縫 i剖
本中 n 文部技官 澄跡匝~ I~ 

小野健吉 文 部 ti官 遺跡縫 l量l
村1司正 調査員 {非常勤) 遺跡縫 l到

ト-'-ー
』ー

!と

ill ::.本長二l!II文部技官室 長 ill Z在
造 t:本修自 文節l技官 (併 任) ill !5 
物 向問敏!lJ文 部 筏 官 (併 任) ill 自高
研 山;;1常人 文部技官(併 任) ill Z高
事E 本中 n 文部技官(併 任) 遺跡l必l正|

資料
tま村 ~ 文部伎官室 t差 a !と
締本義IliJ文部校官 歴 史

前
寺曲者 保広 文部技官 a !と

'1e 自m 布l己 文部技官 a 史
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